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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ







　周囲を見回すと、一面の焼け野原が広がっていた。先程まで私達の家であったものは、鉄骨を剥むき出しにして崩壊している。

「弱者をいたぶるのは、趣味じゃなくてね。騎士でないものには手を下さないことにしている」

　一帯を破壊しつくした残虐な女は、地面に転がる私を見下ろしながら、吐き捨てるように言った。

　歳としは私よりも上。中学生くらいだろうか。髪は腰元まで伸びており、燃えるような深い緋ひ色いろの目が特徴的だ。

　彼女達は、魔術師ウイザードと呼ばれていた。

　世界の変革を望み、支配を目もく論ろむ反逆者。世界の敵。

「オレを恨め。憤怒しろ。そしていつか殺しに来い」

　魔術師ウイザードは持っていた銃剣を放り投げると、彼女に立ち向かおうとした私に向かって腕を振り下ろした。

　ガツンと頭に衝撃が走り、思考がぶつりとショートする。

「……来れるもんなら、な。クハハ」

　魔術師ウイザードは、嫌味たっぷりの声で言うと、何が面白いのか不快な笑い声をあげた。

　私はすぐに理解した。この魔術師ウイザードは、何の力も持たない私に屈辱を与えようとしているのだ、と。

　──悔しいという想おもいと、激しい憎悪が私の心に芽生える。

　遠ざかる意識の中、猛たける怒りの焔ほのおを胸に宿した私は──

　──絶対に殺してやる。殺してやる。殺してやる。

　魔術師ウイザードへ復ふく讐しゆうしたいという気持ちを、強く募らせていった。

　そうして──




　気付けば私の手には、復讐を誓う槍やりが握られていた。





■第一章　レベル測定







　飛鳥あすかが寮にやって来て八日後の土曜日。六月も半ばにさしかかり、うだるような暑さとジメっとした空気が、本格的な夏の到来を感じさせる。

「あっつ～……」

　制服姿の隼はや人とは、額の汗を拭ぬぐうと、中庭に続くリビングのガラス戸を拭ふきながら呟つぶやいた。高い温度にじめっとした湿気。こんな蒸すような暑さの中で掃除なんてしていたら、そりゃあ汗だって止まらず湧わき出てくる。

　そんな隼人の様子を見て、床拭き用のワイパーを使って床を拭いていた飛鳥が、涼しげな顔をして言った。飛鳥は制服姿だ。

「にーさんって暑がりだよね～。昔から、夏になるとすぐに『扇風機を出せー』だ、『冷房を入れろー』って、すぐに騒ぎ出す」

「だって、暑いのは仕方がないだろ？　寒いのは服を着込めばいいけど、暑い方は脱ぐにも限度がある。それに今は脱げないし……」

「にーさんが脱ぐ分には気にしないよ？」

「俺が気にするんだよ！　それに、あかりちゃんだっているだろ!?」

「……私も、トランクスくらいまでなら気にしない」

　食器棚を拭ふいているあかりが、何が問題なのか、という感じで無表情に言った。あかりは制服姿である。

　結むすびヶが原はら高校では、土曜日も午前に課外授業を行っている為ため、隼はや人ととあかりは先程まで学校で授業を受けていた。なので、隼人とあかりは土曜日だというのに制服を着ているわけである。飛鳥の方はといえば、先程まで友達と遊んでいたらしいのだが、その際に服を選ぶのが面倒だったのだろう。飛鳥は時々、休日でも制服を着て出かけることがあった。

「ほらー、にーさんが気にしすぎなだけだよ。あたしはトランクス脱いじゃっても平気だよ？　むしろ脱いで欲しいな。成長を確認したいから」

「お前は何の成長を確認したいんだ!?」

　今、隼人と飛鳥とあかりの三人は、寮の掃除を行っていた。隼人達三人は寮の掃除担当で、毎週月曜日の放課後に掃除をすることになっているのである。

　ちなみに、琴こと美みは料理と買い出し、玲れい奈なと詩し愛あは洗濯という風に仕事を分担している。

「共有スペースだけって言っても、寮の掃除って結構大変だね。家と違って広いし、トイレもたくさんあるし。以前は全部佐さ藤とう先輩がやってたんですよね？　大変じゃなかったですか？」

　長い廊下に階段、四人くらいなら同時に調理が可能なキッチン。十人以上の人数が入ることの出来る巨大なリビング。各階一つずつあるトイレに、街の銭湯くらいのサイズはある浴場。

　比較的小さな寮とはいえ、一人で掃除するには広すぎる空間だ。適度に手を抜いてやったとしても、全すべてを終える頃ころには、半日くらいはかかってしまうだろう。

「……大変と言っても琴美ほどじゃない。それに、玲奈の仕事だって結構大変だと思う」

「みんな大変だってことだよな」

　琴美は、毎日朝食と夕食を用意している上に、買い出しまでやってくれている。今でも一人でやってくれているので、隼人は本当に頭が上がらない。

　玲奈だって、毎朝寮生みんなの分の洗濯を済ませて、学校から帰り次第寮の中に洗濯物を取り込んでくれていた。今は詩愛が手伝ってくれているが、以前は一人でやっていた筈はずなので、かなりの労力を要していたことだろう。

「まぁ、みんな頑張ってるってことだよな」

　隼人は、当然のように母親がやってくれていた家事が、如い何かに大変だったのかということを寮に来て知った。母親への感謝の気持ちが深まったことは、寮住まいになって良かったことの一つだ。

（本当に、人は支え合って生きているんだなぁ）

　隼人は、昔放映されていた有名教師ドラマの主人公が、熱心に説いていた人という文字の形の意味について思い出してみた。人という字は、人と人とが支え合って出来ているところを表現している文字なのだそうだ。何と素晴らしい形なのだろう。

　──こういう善意の積み重ねが、きっと社会という枠組みを作っているのだ。隼人は、そんなことすら考えてしまう。

「でも、あたし、風かざ見み先輩が洗濯物やってるのが許せないんだよね。あれ絶対わざと。欲望に満ちているわ」

「なんでそれが悪意になるんだよ!?」

「だって、風見先輩が洗濯する時、にーさんの下着に触ってるってことよね？」

「いやまぁ、それは……うん」

　正直、そのことに関しては隼はや人とも抵抗があった。自分の下着をクラスメイトの女子に洗って貰もらうなんて、嬉うれしいというより恥ずかしい。だから隼人は、自分の分は自分で洗濯しようかと、先日提案したくらいだ。

　だが玲れい奈なは、『自分の仕事と決まっている洗濯を（一部とはいえ）隼人にやらせるのはもっと嫌だから』と変な意地を張って譲らなかった。

「にーさんの奴やつだけあたしが洗濯するって言ったのに、頑かたくなに反対するんだもん。大体あたしは、にーさんの下着が他ほかの女の人の下着と同じ洗濯機で回されていることを、すっごく不ふ埒らちだと思ってるんだけどね。だって、にーさんの下着が他の女の人の下着と組んず解ほぐれつ、一つの塊みたいに洗われちゃうんだよ？　あたしとにーさんの下着だけ、別に洗濯機を回すべきだと思うんだけど」

「う、うん。一緒に洗濯するのが気になるってのはわかるけど……俺は、飛鳥あすかと一緒に下着を洗われるのも、ちょっと抵抗があるというか……」

　恥ずかしくなった隼人が控え目に返すと、飛鳥がきょとんとした表情をする。

「でも、家だとずっとそうだったじゃない」

「ま、まぁそうなんだが、改めて考えてみると結構恥ずかしいような……」

「そう？　あたしはむしろ、一緒に回したい。にーさんの匂においがあたしの下着に付きそうだし」

「飛鳥さ、この寮に来て少しずつ言動がおかしくなってきてないか？」

「そう？　あたしは昔から、にーさんの下着の匂いが好きだよ？　普通だってば」

（俺の下着の匂いが好きって……え？　飛鳥は俺の下着の匂いを嗅かいだことがある？）

　──正常な女の子が、兄の下着の匂いを嗅いだりする筈はずがない。

　隼人は、妙なことを口にした飛鳥の顔を見た。にっこりと笑みを浮かべてるが、瞳ひとみの奥がどこか虚うつろになっているような気がする。

　まるで、良くない物に取り憑つかれているかのような──

（そ、そう言えば家に居た時、洗濯に出した下着が無くなることがあったけど──ま、まさか、な）

「大体、風見先輩って名前の字面からしてヤバいのよね。風見の風って良く見ると、虫って文字が入ってるし。まさに、にーさんにたかる悪い虫よ。玲奈の玲も、王という文字に命令の令の字が入ってるもん。きっと、王に命令されたいという潜在意識の表れで──」

「やっぱりおかしくなってないか!?」

「え？　気のせいだってば。やだなー、にーさん。心配性」

　飛鳥あすかは、さもおかしいのは自分ではなく隼はや人とだと言わんばかりに、笑いながら返した。

（いや、絶対におかしい……）

　今、飛鳥の言葉から殺気のような変な気配も感じたし──

「……二人は、凄すごく仲がいい」

　と、そんな隼人と飛鳥の様子を眺めていたあかりが呟つぶやいた。

「そりゃあ、あたしとにーさんだし。仲が悪いわけ無いよ」

　飛鳥が、大きな胸を張って答えた。

「……そう」

　あかりが、どこか寂しそうな表情で答える。

（そう言えば──）

　隼人は、以前にもこうして、あかりが隼人と飛鳥が仲良さそうにしているのを見て寂しそうにしていたことを思い出した。

『昔は、兄が居た』

（そんなことも言ってたっけ……）

　もしかするとあかりは、隼人と飛鳥が仲なか睦むつまじくしている様子を見て、今は亡き兄に関する悲しい過去を思い出しているのかもしれない。

「あ、え、えっと……佐さ藤とう先輩？」

　飛鳥も、あかりが落ち込んでいることに気付いて、気遣うように窺うかがう。

　隼人もあかりにどうすべきか──謝るべきか、励ますべきか──を考えてから言った。

「……あのさ、あかりちゃん。何か力になれることがあったら言ってね？」

「……（こくり）」

　あかりは、一瞬考えるような仕草をした後、静かに頷うなずいた。

　双心の盟ソウルリンクを結ぶ為ためには、お互いのことを知り、秘密事を言えるような間柄になる必要がある。だから隼人には、王オーデインの務めとしてあかりのことをもっと知る必要があった。

　もっとも隼人は、たとえ王オーデインの義務が無かったとしても、ただ純粋にあかりの悩みを解決してやりたいというお節介な気持ちから、あかりの手助けをしたいと言い出していただろうが──。

　──ピンポーン。

　隼人達が話していると、来客を報しらせるチャイムが鳴った。

「誰だれか来たみたいだよ」

「ちょっと見てくるから、二人は掃除してて」

「……（こくり）」

　隼人は玄関へと向かい、ドアを開ける。

　すると、大きい段ボールを両手で抱えた、おっとりした雰囲気を出した垂れ目の女性が立っていた。顔立ちが良く、隼人は女性の顔に目を奪われる。

　毛先にチリチリとパーマのかかったショートカット。年齢は隼はや人とのいくつか上だろうか。大学生か社会人か──上手な薄化粧のお陰もあって雰囲気が大人びており、少なくとも同じ高校生では無いように見える。

「ど～もぉ～。お届けものでぇ～す。よいしょ、と」

　ショートカットの女性は、ゆったりとした口調でそう言うと、段ボールを地面に置いた。

「宅配便ですか？」

「ん～？　ん～……？」

　女性が、垂れ目を細めながら、隼人のことを舐なめ回すように見る。

　そして、女性は隼人の目をジっと見つめると、顔を近付けて来た。

　女性は、隼人の目を真まっ直すぐに見据えたまま、顔を寄せて、寄せて、寄せて──

「……え？　え？　な、何でしょう？」

　遂ついに女性は、鼻と鼻がぶつかり合いそうな距離まで、隼人の顔に迫った。

（え、えっと……）

　女性はお世辞抜きに綺き麗れいだ。落ち着いた雰囲気からは、大人っぽい魅力も感じる。そんな女性に見つめられて、隼人の心音が高鳴らない筈はずがない。

　と、隼人が戸惑っていると、

「もしかして～、あなたが例の王オーデインなのかな～、って思って～」

（──この人、ただの宅配業者じゃない!?）

　咄とつ嗟さに、隼人は一歩距離を置いて身構える。もしかすると、隼人を狙ねらってやって来た魔術師ウイザードかも知れないと思ったからだ。

　すると、そんな隼人の様子を見た女性が、口元を押さえながらくすくすと笑う。

「あ、あ～。そう警戒しなくていいから～。私は～……」

「なんじゃ、来ておったのか。一かず葉は」

「あ～、理事長～。こんにちは～。先日双ふた葉ばちゃんがここに来てたとか～」

　一葉と呼ばれた女性が、間の抜けた声で理事長に返した。

「そうじゃな。鎧よろいを届けて貰もらった時はあっちじゃったな」

「理事長、この女の人は？」

「ああ。理術鍛冶ラタトスクの依頼で理術具アーテイフアクトを運んで来てくれた、お手伝いのようなものじゃ。悠久騎士フレースヴエルグや理術鍛冶ラタトスクだけでなく、中にはこうやって手伝ってくれる者もおってじゃな」

「緑みどり川かわ一葉と言います。よろしくお願いしま～す、王オーデインさん」

　一葉が、ほんわかとした笑みを浮かべて隼人に辞儀をする。

「よろしくお願いします。夕ゆう霧ぎり隼人です」

　隼人も、笑顔で一葉に辞儀を返した。

「しかし、悠久騎士フレースヴエルグや理術鍛冶ラタトスクじゃないけど手伝いをしているってなると……家系的にとか、そういうものですか？」

「一葉の場合はつい数年前まで、悠久騎士フレースヴエルグとして活動しておった元騎士じゃよ」

「なるほど」

　隼はや人とは合点がいった。以前から、活動を辞めた悠久騎士フレースヴエルグの人達はどうしているのだろうと不思議に思っていたが、現役の悠久騎士フレースヴエルグを手伝ってくれていたりするようである。

「しかも、何を隠そう一かず葉はは──」

「あ～！　いけな～い！」

　と、リピカが何かを言おうとすると、一葉が声を上げて遮った。

「次のとこ回らないといけないの～。じゃあ、またね～、理事長！　それと、隼人君！」

　一葉は段ボールを置くと、慌てて寮から出て行く。

「のんびりしているのか騒がしいのかわからない人ですね」

「良くも悪くもマイペースなんじゃよ。ちなみに、あいつには見た目も性格もそっくりな双子の妹がおってな……」

「へぇ～……しかし、ちょっと疑問なんですが、どうしてあの人は悠久騎士フレースヴエルグを辞めたんです？」

　そして、隼人が引退を疑問に思っているのは、一葉だけでは無かった。騎士としての活動を続けるうちに、悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードの戦いがそれなりに歴史のあるものだということが、隼人にもわかってきた。だとすれば、第六因果領域に現役高校生しか悠久騎士フレースヴエルグがいない状況は不思議である。

　そもそも、この寮だって悠久騎士フレースヴエルグ専用の寮である。以前の寮生達は一体どこへ行ってしまったのだろう。

「単純に、力が無くなったからじゃよ」

「……力が、ですか？」

「因果を紡ぐ力──エーテル。これが女性の産む力に起因してることは、以前にも話したじゃろ？　母体は、歳としを取るとこの力が少しずつ衰える。その為ため、成熟すると理パーマネントを扱い切れなくなる……というのが有力な説じゃ」

「有力な説って……」

「何しろ、理パーマネント自体が未知の産物じゃからの。研究は進んでおるが、誰だれもその本質は理解しておらぬ。産む力以外にも、変えたいという意志の力の低下も関係あるんじゃないかと言われておるしの。歳を取ると──何より、時間が経たつと、気持ちは薄れるものじゃろう？」

「……なるほど。そういった理由によって、理パーマネント自体が扱えなくなる、と。消えちゃうってことですか？」

「いや、残りはするの。ただ、徐々に理パーマネントの力が弱くなるだけじゃ。ピークは成人くらいで、そこから下降線を辿たどるというのが一般的な傾向じゃ。一般的な、のう」

　意味ありげな言い方をするリピカ。

　隼人は、すぐに食いつくように質問した。

「そうじゃない人間もいるということですか？」

「まぁ、そうじゃの。母体が関係してるのか、意志が関係してるのか、理パーマネントの力の弱まり方は個人差が激しく、中には強いままの奴やつもおる。たとえば、創世の執行者ニーズヘツグのトップであるエイオン。あやつはワシと同じ、不老不死じゃ。それでいてまだ尚なお、力を失っておらぬ」

「それは、不老不死というケースが特殊なだけでは？」

　リピカはすぐに首を振った。

「いいや、他ほかにも何人かおっての。魔術師ウイザードにも悠久騎士フレースヴエルグにも……まぁ、この辺はまた追々説明することもあるじゃろう。とりあえず今は、荷物を部屋に運んで、と」

「あ、俺が持ちますよ。大変でしょ」

　段ボールはリピカの身長くらいの大きさがある。

「お、気が利くの」

　隼はや人とはリピカの代わりに段ボールを抱えた。段ボールは大きいだけでなくとても重たく、十数㎏──もしかすると二十㎏以上はありそうだ。

　箱を揺らすと、中からじゃらんと金属音が聞こえた。

「と……結構重たいですね、これ。何の理術具アーテイフアクトなんですか？」

「力の計測器じゃ」

「力？」

「そうじゃ。〈理力測定機レベルスペクト〉。お主達、悠久騎士フレースヴエルグの力を計測する理術具アーテイフアクトじゃよ」




〈理力測定機レベルスペクト〉。

　これまでは漠然としかわからなかった悠久騎士フレースヴエルグの力の数値化を可能にした理術具アーテイフアクトである。個々の騎士の能力値を測定、パラメータ化することで、自己管理や騎士活動に役立てることができるものだ。

「本来ならもっと以前に完成する予定のものだったのじゃがのう……開発を進めておった天才理術鍛冶ラタトスクが魔術師ウイザード側に付いてのう、しばらく開発の進行が止まっていたのじゃ」

　リピカが、リビングに開いた段ボールの中身──六枚ある手の平大のカードに、先端にカートリッジのようなものが付いた目盛りの無い巻き尺のような白の帯が六把わ、そして巨大なルーターのような機械──を眺めながら言った。

　カードは、戦闘時に仮想空間ダミーレイヤーを形成する為ための理術具アーテイフアクト、〈赤気結界オーロラフイールド〉と同じ形をしている。

「理術鍛冶ラタトスクにも裏切りとかあるんですね」

　隼人の言葉に、琴こと美みが人差し指を立てて説明をする。

「魔術師ウイザードに荷担する理術鍛冶ラタトスクも悠久騎士による処罰の対象ですから、普通は理術鍛冶ラタトスクが魔術師ウイザードに協力することは無いです。それでも、魔術師ウイザードに付いてしまう理術鍛冶ラタトスクが出るのは、協力者の少なさ故魔術師ウイザード側で理術具アーテイフアクトが高額で取引されているのと、何より研究欲が満たされるからじゃないでしょうか」

　リビングには、隼人とリピカだけでなく、琴美に玲れい奈な、詩し愛あにあかりに飛鳥あすかと、寮生全員が集まっている。隼はや人と達が掃除を終わらせた後、理術具アーテイフアクトの説明をするからと、リピカがメンバーを集めたのだ。まだ風ふ呂ろも食事も済ませていないので、飛鳥あすかを除いて全員制服姿だった。

「というと？」

「理術具アーテイフアクトは魔術のノウハウを応用して作られてますので、直接魔術を扱っている魔術師ウイザードの方が得られる知識は多いと思うんです。小さな魔術結社に協力しても旨うま味みは薄いでしょうが、創世の執行者ニーズヘツグくらいの大きな組織になると、保有している情報も多いでしょうから。探求心の強い職人的な理術鍛冶ラタトスクは、魔術師ウイザードの持っている情報に惹ひかれるでしょうね」

「なるほど……」

「で、これでどうやって力を計測するの？」

　玲れい奈なが、白の帯を持ちながら言った。帯は丸く巻かれていて、玲奈が引っ張ると、するすると巻き尺のように伸びる。

「ルーターのような機械がその巻き尺から出力されるデータの集積装置になっていてな。こっちの機械をまず、〈因果観測機エヴエレツト〉に接続コネクトする。そしてその帯を使って、おヌシ達からデータを取るわけじゃな」

　リピカが、段ボールに同どう梱こんされていた説明書を読む。

「まずは、理パーマネントを発現させるのじゃが──」

「はいはい。接続コネクト」

「んっと、接続コネクト」

　玲奈と飛鳥が、リピカの言葉を待たずに理パーマネントを出す。

「ちょ、待て、おヌシら──！」

　二人が持っていた帯がエーテル色に発光して、玲奈と飛鳥の制服の上から絡み付く。

　──シュルシュルシュル！

「ちょっ、えっ……な、なんなのよこれ！　きゃああああああああああああああああ！」

「わっ、わっ、帯が胸の谷間に……ちょ、に、にーさん、助けっ……！」

　二人の全身のサイズを測るように、ぐるぐると帯が巻き付いていく。二人の両手は身動きが取れないように拘束され、胸の谷間に入り込んだ帯はバストラインを強調させた。玲奈はそうでもないが、飛鳥はパツパツのバストが大変なことになっている。

　また、下半身に張り付いた帯は股またの内側にも入り込み、スカートを捲まくり上げた。玲奈の子供っぽい縞々パンツと、飛鳥の大人びた白のレースパンツが露出する。

（なっ──!?）

「おヌシらは最後まで話を聞け。その帯は理パーマネント使いの持つエーテルに反応して絡まってくる性質があるのじゃ。何も考えずに理パーマネントを出すと大変なことになってしまうのじゃよ」

「は、隼人、見ないでっ！」

「あ、ああ、ゴメン！」

　隼人は、つい見入ってしまっていた視線を二人から逸そらす。

「隼はや人と君は、この寮に来て役得なことが多いですね」

（何て返せばいいんだ……）

　隼人は、顔を真っ赤にしたまま、琴こと美みの言葉を無視した。

「っ……風かざ見み先輩は小さいからいいですよね。あたし、さっきから帯が谷間に食い込むせいで胸が制服に擦れて……んっ……あっ」

　飛鳥あすかはビクンと身体からだを震わせると、熱を帯びた表情で悶もん絶ぜつする。

「良くないわよ！　アンタは何どさくさに紛れて人を馬ば鹿かにしてんの！　り、理事長、これどうすれば……っ！」

「理パーマネントを出してそうなっておるのじゃから、仕舞えば良かろう」

「そ、そっか……！」

　リピカの答えを聞いた玲れい奈なと飛鳥は、すぐに理パーマネントを仕舞った。

　先程まで二人をキツく縛り上げていた帯は解ほどけ、二人はヘナヘナと床に尻しり餅もちをつく。ところどころ制服は脱げ、胸元や鎖骨が剥むき出しになっていた。

　隼人は二人を心配するが、二人が艶つやっぽい格好になっているのを確認して、すぐに再び顔を背ける。琴美が意地悪な笑みを浮かべた。

「隼人君は、この寮に来て役得なことが多いですね」

「繰り返さないでください！」

　隼人が初う心ぶな反応を示した。

「だ、大丈夫？　二人とも……」

　詩し愛あが、苦笑いを浮かべながら玲奈と飛鳥のもとへと駆け寄った。

　そんな玲奈と飛鳥の様子を気にもせずに──

「……これをどうやって使うの？」

　あかりが、リピカに質問した。

　リピカは玲奈と飛鳥の様子を呆あきれた表情で見ていたが、大きな溜ため息いきを吐つくと、すぐにあかりに視線を移して説明する。

「帯を全身に巻き付けて、一定時間理パーマネントの力を使って戦うだけじゃ。すると、解析された対象者の戦闘データが集積機械に転送される」

　琴美が、帯と一緒に段ボールに入っていた、掌大の〈赤気結界オーロラフイールド〉のような理術具アーテイフアクトをまじまじと眺めながら聞く。

「この、一緒に入っていた〈赤気結界オーロラフイールド〉のようなカードは関係無いんですか？」

「あれは、新型の〈赤気結界オーロラフイールド〉じゃな。あれも〈理力測定機レベルスペクト〉を使うのに必要なものじゃから、計測しておる間は理パーマネントに差し込んでおくことになる。それとは別に、新しい機能が増えておるのじゃが……それは後で説明しよう」

　詩愛が恥ずかしそうに言う。

「帯に絡み付かれたって……さっきのような状態になっちゃうんじゃ……」

「先に服を脱いでやれば、生肌に絡み付くだけじゃ。さらしみたいなものじゃな。まぁ、下着くらいは着たままでも問題ないじゃろうが」

　詩し愛あはその答えを聞いて、ますます顔を真っ赤にして俯うつむいた。

「つまり、下着のまま理パーマネントを出して戦うってこと……？」

「馬ば鹿か。別に上から服を着る分には構わん筈はずじゃ。おヌシは変態か」

「あ、いや、その……ご、ごめんなさい」

　詩愛が慌てて、恥ずかしそうに謝る。

（下着のまま……戦う……）

　詩愛の言葉のインパクトの強さに、隼はや人とはついその光景を想像してしまう。

　玲れい奈なは下着姿のまま甲かつ冑ちゆうを付け、これまた下着姿で斧おのを振り回す飛鳥あすかと戦っていた。詩愛は下着のまま空を飛び、あかりは下着のまま槍やりを振り回し──。

「……隼人、変なこと考えてる」

　ふと、あかりがいつもの調子で、淡々と隼人に突っ込んだ。

「え？　あ、い、いや、別に、変なことっていうか、その、みんなが下着姿で──って、今のは藍あい田だが──」

「は、隼人、アンタはまた何を想像してんのよ……！　この変態……！　──接続コネクト」

　玲奈が立ち上がり、わなわなと震えながら理パーマネントを取り出す。

　すると、すぐ横で飛鳥が立ち上がって、

「また風かざ見み先輩は、そうやってすぐににーさんに暴力を……！　させませんよ、接続コネクト！」

　飛鳥も理パーマネントを発現させ、玲奈に向かって双そう斧ふを構えた。

　その刹せつ那な──

　──しゅるしゅるしゅる。

　玲奈と飛鳥のすぐ傍そばに落ちていた帯が、再び二人に絡み付いた。

　二人のエーテルに反応したのだ。

「きゃあああああああああああああああ！」

「ちょ、ちょっと、だから胸がキツ……んンっ！」

　再び帯に縛られてしまう、玲奈と飛鳥。

「あらあら……またエッチな格好に……」

「ええっと、二人ともとりあえず、理パーマネントを仕舞った方が……」

「おヌシ達は何をやっておるのじゃ……」

　琴こと美みと詩愛は苦笑いを浮かべながら、リピカは呆あきれるように言った。

　見ていると怒られることに気付いた隼人は、二人から目を逸そらす。

　すると、あかりと目が合った。

「……学習しない二人」

「あはは……あかりちゃんは辛しん辣らつだね」

「……素直なだけ」

　あかりは唇を尖とがらせると、珍しく感情を出してむすりと答えた。





　　　◆






　その晩、学園から誰だれもいなくなった後、隼はや人と達は学園のグラウンドにやって来ていた。

〈理力測定機レベルスペクト〉を使って、能力測定をすることに決めたのだ。

「ああ、やっぱり気持ち悪いわねこれ……」

　玲れい奈なが、自分の身体からだを抱くような仕草をして言った。制服姿だが、その下には〈理力測定機レベルスペクト〉の帯が、下着の上から這はうように絡まり付いている。その証拠に、衿えりの隙すき間まから出た帯が首回りを、スカートの奥から出た帯は太ふと股もも回りにグルグルと絡み付いているのが傍はた目めからもわかった。

　琴こと美みが、顔を真っ赤にしながら言う。

「昔、お祖じ父いちゃんがこんなことを言ってました。『男と女には二種類しか居ない。縛る者と、縛られる者だ。なぁ琴美、お前はどちらになりたい？』と。私は、縛る方だと答えたのですが──」

「いや、だから先輩はお祖父ちゃんにどれだけ妙な知識を与えられてるんですか。そして先輩は縛る方ですか。そんな気はしていました！」

「とりあえず、人が来ないうちに結界を貼はる。──接続コネクト」

　あかりが理パーマネントである〈土龍槍ギガトンランス〉を発現させる。












　そして、制服のポケットから、〈理力測定機レベルスペクト〉と一緒に届いた、新型の〈赤気結界オーロラフイールド〉を取り付けた。

「参照リンク」

　あかりの周囲に緑色の光が広がると、やがて光は鎧よろいの形へと実線を結び、制服の上から装着される。仮想空間ダミーレイヤーを生成する前に、あかりが愛用している理術具アーテイフアクトの鎧、〈妖精絶壁テイターニア〉を呼び出したのだ。

　詩し愛あが、その様子を見て感心する。

「本当に呼び出せた。凄すごい……」

　今日新しく届いた新型の〈赤気結界オーロラフイールド〉は、一つだけながら理術具アーテイフアクトの因果情報を記憶して召喚することが出来る、とても便利な機能が付いていた。これは、悠久騎士フレースヴエルグの間でも以前から問題視されていた鎧の持ち運びの利便性を上げるためのもので、〈理力測定機レベルスペクト〉同様に理術鍛冶ラタトスク達の間で開発が進んでいたものらしい。

　使い方は簡単で、カード型の〈赤気結界オーロラフイールド〉の先端を呼び出したい理術具アーテイフアクトに当て、理パーマネント使いがエーテルを通すだけ。これだけで、理術具アーテイフアクト同士の因果が理パーマネントを通じて接せつ続ぞくされ、以降は好きなタイミングで〈赤気結界オーロラフイールド〉から対象の理術具アーテイフアクトを呼び出すことが出来るようになるらしいのだ。

「でも、これがあったら、私や琴こと美み先輩の理パーマネントの有り難みが下がっちゃわないかしら」

　少しだけ不満そうに玲れい奈なが言う。

　リピカが、諭すように答えた。

「理術具アーテイフアクトの鎧とおヌシ達の理パーマネントじゃ性能が全然違うから安心せい。理術具アーテイフアクトは所しよ詮せん、人の造ったものじゃ」

「それに、理パーマネントは私達との結びつきが強くなればなるほど強い力を発揮出来るけど、理術具アーテイフアクトにはそういうことがないですから」

「ま、それもそっか」

　リピカと琴美の説明に、玲奈が納得する。

「〈赤気結界オーロラフイールド〉、展開」

　続けて、あかりが結界を展開する。

　学校のグラウンドに虹にじ色いろのカーテンが広がると、学校の敷地全体を包み込んだ。

「んじゃ、あたし達も出しちゃおう。接続コネクト、〈守護双斧ガーデイアクス〉。そして〈赤気結界オーロラフイールド〉をガチョンとして、参照リンクと」

　飛鳥あすかが理パーマネントである双そう斧ふを取り出し、理術具アーテイフアクトを呼び出す。

〈勇壮の鷲鎧アルゲンタヴイス〉。二つの角が印象的な、飛鳥の鎧である。

「接続コネクト、〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉。参照リンク」

　詩愛も、理パーマネントを発現させた後に、彼女の鎧である〈黒の騎士鎧ナイトウイツシユ〉を呼び出す。ゴシックなイメージのある、黒を基調とした鎧だった。

「外で着るのは初だけど……んんん、やっぱりその……テンション上がってくるね、にーさんっ！」

「ローブよりこっちの方が動きやすいかも」

　飛鳥あすかと詩し愛あが、自分達の装着した鎧よろいを見て嬉うれしそうに言った。

「ね、にーさん。似合う？　騎士って感じ？」

　飛鳥が、剥むき出しになった胸の谷間を見せつけるように、隼はや人とに言った。

「あ、ああ、似合ってるよ。騎士って感じだ」

　隼人は、どぎまぎしながら答える。

（でも、ちょっと露出高いよな……でも、それを言うなら先輩の方が酷ひどいか）

　隼人は琴こと美みを見た。水着の上から着た水の衣装。ドレスの隙すき間まから覗のぞく水着は、まるでスカートから覗いた下着のようで男の目には毒だ。

「ん？　どうかしました？　隼人君」

「あ、いえ、何でもないです……」

「また変なこと考えてたんでしょ」

　ジロっとした目で、玲れい奈なが言ってくる。

　玲奈も既に、理パーマネントを発現させていて、甲かつ冑ちゆう姿になっていた。

「むー、にーさん、どうせ見るならあたしの谷間を見て欲しいな。風かざ見み先輩はにーさんに見て貰もらえる谷間が無いから怒ってるだけだから、放っておいていいからさ」

「なっ!?　ア、アンタ、さっきから放っておけば言いたい放題……！」

　玲奈がわなわなと震え始める。

　どうやら、先程〈理力測定機レベルスペクト〉に絡まれた時に言われたことにも、相当腹を立てていたようである。

「ん？　どうしたんですか先輩。もしかして怒ってるんですか？　あたしは本当のことを言ってるだけですけど？」

「……っ！　ああもう、丁度いいわ！　アンタで力を計測するっ！」

「望むところです先輩。返り討ちにしてあげますよっ！」

　玲奈が剣を構え、大きく踏み込んだ。

　──カキンッ！

　飛鳥の双そう斧ふが玲奈の一撃を受け止め、金属の衝突音を鳴らす。

「ちょ、玲奈も飛鳥も落ち着け！」

「まぁ良い隼人。もともとおヌシ達には一対一で戦って貰おうと思っておったからな、相手を選ぶ手間が省けたと思えば良いじゃろう」

「そんな適当な……」

「それに、あれじゃったら全力で戦ってくれるじゃろう？」

「確かに、どう見ても全力ですけど……」

　飛鳥が、躊ちゆう躇ちよ無く玲奈に向かって左手で持っていた斧おのを投げるが、玲奈は空に飛んでそれをかわし、上空から再び斬きりかかる。飛鳥は、右手の斧で剣を受け力比べに持ち込むと、ブーメランのように戻ってきた斧おのを左手でキャッチして、玲れい奈なに向かって振り下ろした。即座に玲奈は、飛鳥あすかの方を向いたまま後ろに飛んで飛鳥の攻撃をかわす。

「流石さすが先輩。胸が無い分身軽そうですね！　戦いの邪魔にならなそうで、羨うらやましいですっ！」

「アンタの無駄に膨れ上がった二つの脂肪。私が切り刻んであげるわ」

　二人とも、微み塵じんも加減しているような素振りは見えない。

　琴こと美みが、諦あきらめるように隼はや人とに言った。

「ま、いざとなったら私達で止めましょう」

「そ、そうですね」

「で、残ったのは四人じゃが、どうする？」

　リピカが残った四人を見回しながら、言った。

　誰だれと誰が戦うのか、ということだろう。

　すると、あかりが、

「……私は、彼女とやりたい」

　槍やりを詩し愛あの方に向けながら、真剣に言った。

「私も、彼女だったら全力でやれるから」

（そういえばあかりちゃんって、藍あい田だを少し、嫌ってるように見えたけど……）

　どうやら、隼人の気のせいではなかったらしい。

「…………」

　あかりの宣戦布告に、たじろぐ詩愛。

「勘違いしないで。私は別に、彼女を嫌ってるわけじゃない。ただ、魔術師ウイザードってのが嫌いなだけ。そして、元魔術師ウイザードである彼女にも、少なからず嫌悪感のようなものがある」

　珍しく雄弁に、あかりが告げる。

「これは、私のトラウマのようなもの。だから──そういうものを割り切る意味でも、彼女とは一度戦っておきたい」

「気持ちの整理を付けたい、ってこと？」

　隼人が尋ねた。

「……（こくり）」

　あかりが頷うなずく。

　つまりあかりは、詩愛個人には悪い感情を抱いているわけではないが、元魔術師ウイザードであることに対して割り切れない感情があるということなのだろう。だが、その感情をこの戦闘で捨てると言っているのだ。

　隼人には事情がよくわからなかったが、自分の中でそのような決め事をしなければ吹っ切れない程に、あかりは魔術師ウイザードという存在が許せないのだ。

（俺は、そんなに何かを憎んだことって、無いからな──）

　しかし、ふと、その瞬間──




「世界の規則だ？　運命だ？　こんな結末しか迎えられない●●●●なんて──俺が変えてみせる。この世界の魂とともにな！」




　──隼はや人との脳裏に、先日見た不可思議な夢の景色が浮かんだ。

　滅んだ街並み。ぼろぼろになって、指輪を掲げている隼人自身の姿。

　この時は確か、隼人も誰だれか──いや、何かを恨んでいて──

（いや、俺じゃない。指輪だ。指輪が恨んでいるだけで、あれは俺じゃ……）

「じゃあ、隼人君は私とですね。……隼人君？」

　琴こと美みが心配そうに、隼人の顔を覗のぞいてくる。

「え、あ、いや、そ、そうですね！」

「大丈夫ですか？　怖い顔してましたけど……」

「え、ええ。ちょっと変な夢のことを思い出してただけです。そ、それよりも。……俺が、琴美先輩相手って……大丈夫ですか？」

「何が？」

「その、流石さすがに先輩を俺が相手にするなんて、話にならないような……」

　隼人は他ほかの皆に比べると戦闘能力が低い。指輪が純粋な戦闘用で無いということは勿もち論ろん、騎士としての活動経験もまだまだ少ない。対して琴美は、騎士としての活動期間も長く、これまでの戦いを見る限り戦闘能力も高く思えた。

　それこそ、まだ騎士になったばかりの飛鳥あすかや、同様に比較的経験の浅そうな詩し愛ああたりであれば隼人の相手としては丁度良かったのかもしれないが、二人とも既に別の相手が決まっている。

「大丈夫よ、隼人君は私達に引けを取らないくらいに強くなっている。それは一緒に騎士として活動している私には良くわかるわ。それに、隼人君にも戦う為ための武器が増えたんでしょう？」

「まだ試してないから、どの程度使えるのかわからないですけどね」

「うふふ。楽しみだわ、隼人君がどの程度やれるのか。ね、理事長」

「そうじゃな。やるなら本気でやれよ。ついでに、どちらが強いか腕試しもすればいい」

　リピカも、ニヤリと笑みを浮かべて相あい槌づちを打つ。

（腕試しって……先輩相手に、敵かなうわけないだろう）

　だが、隼人はこうも思っていた。

　自分がどれだけ強くなったのか試してみたい。鎧よろいの武器がどの程度のものか使ってみたい、と。

「というわけだから、ね、ほら、準備して」

「わかりました。接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉」

　琴美に促され、隼人は王オーデインの理パーマネントである指輪を発現させた。

「参照リンク」

　そして、隼はや人とは〈救世機巧グラムグリーム〉を呼び出し、装着した。

「うん。格好良いよ、隼人君」

「ありがとうございます。ええっと、じゃあ──」

　隼人が周囲を見回すと、玲れい奈なと飛鳥あすか、それに詩し愛あとあかりは、それぞれ距離を置いた場所で戦闘を繰り広げていた。

「向こうに行きましょう。派手に暴れても理事長を巻き込む心配が無いように、ね」

　琴こと美みが、無邪気な笑みを浮かべて怖いことを言う。

「あはは。お手柔らかにお願いしますよ、先輩」

　隼人は、琴美の笑みに軽い恐怖を覚えながら、琴美と共に離れた場所へと移動した。




（さて──）

　隼人は集中して、自身に流れるエーテルを鎧よろいに漲みなぎらせると──

「……っ！」

　両腕部──ガントレットの側面から白銀の刃を生み出した。刃の反りは深く、長さは約50センチ。〈救世機巧グラムグリーム〉の持つ特殊機能。隼人の戦闘を補助する為ためのアームブレードである。












「隼人君の為に作られた専用の理術具アーテイフアクト。そうよね、隼人君の最大のネックは、膨大なエーテル量があってもそれを使う武器が無いこと。指輪を使って殴ったところで、武器の理パーマネントには敵かなわない」

「先輩の理パーマネントは随分と便利そうですけどね」

「うふふ、ありがとう。でも、その汎はん用よう性せいと未来を視るなんて規格外の力、どっちの方が優れてるかって聞かれたら、私は後者と答えますよ」

「でも、多少トリッキーなことが出来たところで、攻撃の手段が無ければどうしようもないです」

「だからこそ、その鎧よろいなんでしょう？　確かに、先程玲れい奈なちゃんともお話ししていたように、理パーマネントに比べれば理術具アーテイフアクトは大したことがないものです。でも、それはあくまでもその二つを比べたらの話。隼はや人と君の持つ膨大なエーテル量と指輪の力。それを、その鎧がサポートしたら……」

　琴こと美みは、〈自在の水衣フエイズドレス〉のスカートに手を伸ばすと、水で出来た生地を掴つかみ、水面から引っ張り出すようにして鞭むちを生み出した。

「どのくらいの強さの騎士になるかとても気になりますね。──行きますよ、隼人君」

　琴美が鞭を横に振り上げ、弧を描くように振り下ろした。

　──ビュンッ！

　強烈に遠心力が働いた一打。超水圧の鞭が、鋭い音を鳴らしながら隼人に襲いかかる。

「っ──！」

　隼人が、咄とつ嗟さに両腕を交差させるように突き出して、鞭を二本の刃で受け止めた。

（重たい……！）

　琴美の一打が、隼人の刃に激しい衝撃を与える。

「へぇ、やりますね隼人君。でもまだっ！　──水神と戯れミーミルウイツプ！」

　琴美はもう片方の手を使ってもう一本鞭を作ると、二本の鞭で交互に隼人を攻撃し始めた。

　左右から、そして前からも連打される琴美の鞭。隼人は必死に、二本の刃を使って琴美の鞭を防いだ。いちいち両腕で琴美の鞭を受けていては間に合わないので、琴美の右手の鞭は隼人の左腕で、左手の鞭は右腕で受ける。

　両腕を使って防いでも重たく感じた琴美の一撃は、片腕で捌さばくにはかなり衝撃がきつい。隼人は、隼人の刃と琴美の鞭がぶつかり合う度に、鞭の威力に体勢を崩しそうになってしまった。

「ふふふ。防いでるだけでは勝てませんよ？」

　琴美が、余裕たっぷりの表情で鞭を打ってくる。

（っ、このままじゃまずいか……なら！）

「……うおおおおおおお！」

　隼人はさらに、刃に体内のエーテルを注ぎ込んだ。〈救世機巧グラムグリーム〉から生み出された刀身が、眩まばゆい緑色に発光しながら膨ぼう脹ちようしていく。やがて、刃が二倍ほどの長さとなった。

〈救世機巧グラムグリーム〉から生み出される双刃は、隼はや人とがエーテルを注げば注ぐほど、質量を増して力を上げることが出来た。これは、隼人のエーテル保有量が他ほかの騎士達に比べて高いことに目を付けたリピカが、鎧よろい作成に当たって理術鍛冶ラタトスクに注文した特性だ。

「そんなものっ！」

　気にせず琴こと美みが再び鞭むちを振るう。だが、

「うおおおおおおおおおお！」

　隼人の刃が、琴美の振るった水の鞭を切り裂いた。琴美の振るっていた鞭の切断部から先が、ただの水になって地面に落ち、バシャンと音を立てる。

「なっ──!?」

　琴美が油断していたのもあったのだろう。全力を注いだ隼人のエーテルの刃は、琴美の扱っていた水の鞭を打ち破ったのだ。

　琴美は驚きの表情から一転、厳しい顔をして奥歯を噛かみしめると、バックステップをして状況を立て直そうとする。

「──逃しませんよ、先輩！」

　だが、隼人はその瞬間を待っていた。

（先輩、どうせ本気でやるんだったら勝つ気でやりますよ……！）

　隼人はすぐに琴美を追い掛けながら、指輪を構えた。琴美は現在、態勢を整える為ために後退という『逃げ』の選択肢を取っている。この状況であれば、おそらく琴美は、隼人の追撃を防ぐ為の、なんらかの回避もしくは防御行動に出るはずである。

　そして、琴美の取る手段が予測出来る隼人にとって、これは追撃のチャンスだ。

「確世歪曲リーデイング！」

　隼人の脳裏に描写される、これからの三秒。琴美がどう動き、どう隼人の攻撃を避よけようとするか。直近の未来が隼人の意識に出力された。

　そう、これから琴美が取る行動は──

「絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　琴美は、隼人の予測を予測していた。だから、いくら行動を読まれてもいいように、確実に攻撃を防げる絶対防御泡ウオーターカプセルを使用したのである。

　琴美の全身を、いかなる攻撃をも無効化する水の泡が包み込む。

　だが、隼人は気にせず、二本の刃で琴美のカプセルに斬きりかかる。

　ダメージを与えることは出来なくても、泡に打撃を与えれば琴美のエーテルを消耗させることが出来るからだ。

　液状のクッションのようなカプセルが、隼人の繰り出した一撃を受け止めた。隼人の刃はカプセルに食い込むが、泡の中の琴美に辿たどり着くことなく阻まれる。

「もう一撃──！」

　隼人は、休むことなく怒濤の追撃を繰り出す。

　絶対防御泡ウオーターカプセルは、〈自在の水衣フエイズドレス〉の源となっている水全すべてを使用して、泡の盾を生み出す技だ。絶対防御泡ウオーターカプセルを使った状態から反撃に転じようとした場合、一度泡をドレスに戻す必要があるだろう。つまりその時は、隙すきが出来るということになる。

　隼はや人とは、その一瞬の隙を狙ねらう気でいた。

（先輩。一対一の戦闘で、敵に近付かれた状態で絶対防御泡ウオーターカプセルは失敗だったんじゃないですか？）

　絶対防御泡ウオーターカプセルを使ったままであれば、それはそれで構わない。それならば根こそぎエーテルを削り取るまでだ。

　隼人がそう思いながら、三度目の刃を琴こと美みに向かって振り上げた時、琴美が動いた。

「──水精の息吹アクアアロウ！」

　琴美が、絶対防御泡ウオーターカプセルを使ったままそう唱えると、琴美を護まもっていた水の泡が弾はじけ、水飛沫しぶきが無数の矢に変わる。通常はドレスから繰り出す水精の息吹アクアアロウを、絶対防御泡ウオーターカプセルから生み出したのである。

「なっ──！」

　大量の水矢が、一斉に隼人に襲いかかる。

　隼人はすぐにそれらを避よけようとしたが、如何いかんせん距離が近い。避けようと思った時には既に、水精の息吹アクアアロウが隼人を襲っていた。

「っ……！」

　直撃。大量の水精の息吹アクアアロウを受けた隼人。これがもし以前までの強化制服であれば、すぐにでもその場に崩れ落ちてしまっていただろう。だが、今の隼人には鎧よろいがある。

　鎧を纏まとっている部分は勿もち論ろんのこと、〈救世機巧グラムグリーム〉を装着した影響で高まっている隼人のエーテル耐性は、水精の息吹アクアアロウ一撃程度は耐えきってみせた。

「へへ……鎧があって良かったです」

　刃を構えて強がって見せた。

「本当に驚きましたよ、隼人君。思ってた以上に楽しめそうです」

　一方、ダメージの無い琴美は不敵な笑みを浮かべ、再形成したドレスから鞭むちを取り出す。

（せめて、一撃くらいは……）

　隼人は、どう戦うべきかと思案を巡らせながら、再び刃を構えた。





　　　◆






「で、結果はこれに出力されるわけじゃ」

　リピカが、〈理力測定機レベルスペクト〉の集積機用マシンに繋がったカードリーダーから、玲れい奈なの〈赤気結界オーロラフイールド〉を抜き取る。

　どうやら、計測の結果は〈赤気結界オーロラフイールド〉の本体に記述されるらしい。

「ええっと……ＬＶ、ＡＴＲ、ＳＴＲ、ＶＩＴ、ＡＧＩ、ＩＮＴ……どれがどういう意味なのかしら」

「ＬＶは理パーマネントとの結びつきの状況、融因シンクロのレベルじゃな。これが上がると、理パーマネント本来の力を発揮出来るようになっていき、理パーマネントの持つ特性を引き出せるようになる。ＡＴＲは所持エーテルの量。理パーマネントを使うエネルギーである上に、他ほかの戦闘能力全般に関係するパラメータじゃ。ＳＴＲは攻撃力、ＶＩＴは体力を含めた耐久力。ＡＧＩは素早さで、ＩＮＴは知性じゃな」

　リピカが琴こと美みの〈赤気結界オーロラフイールド〉を、〈理力測定機レベルスペクト〉に差し込みながら言った。

　カードリーダーは一つしかないので、一枚一枚順々に入れていく必要がある。

　玲れい奈なが続けて質問する。

「他はそれとなくわかりましたけど……知性？」

「戦況判断とか、洞察力とか……まぁ、そういった戦闘での立ち回りの上う手まさだと思って貰もらえればいい」

「へぇ、そんなものまで計測出来るんですか……凄すごいですね」

「人間の行動はある程度パターン化出来ますし、判断能力に関して言うなら、実行までの速度で地頭の良さを測ることが出来るんじゃないかしら。精度も大切だけど、頭の良い人って会話の切り返しが速い印象があります」

　琴美の言葉に、リピカが頷うなずく。

「そうじゃの。状況判断は精度と速度。戦闘の流れの中、どれだけの速度でベストの選択肢を選べたか。……おヌシらが先日戦った集積理術人形ミストカーフは、この行動パターンの抽出や判定能力を使って造られたものじゃの」

「なるほど」

　一同は、カードを互いに見せ合った。結果は、





　　　　ＬＶ　ＡＴＲ　ＳＴＲ　ＶＩＴ　ＡＧＩ　ＩＮＴ




　隼はや人と　　Ⅲ　３４０　　２５　　２５　　３０　　４０

　玲奈　　Ⅱ　２４０　　４０　　５０　　６０　　２５

　あかり　Ⅴ　１７０　　９５　　３０　　２５　　６０

　琴美　　Ⅳ　１８０　　４０　　６０　　３５　　５５

　詩し愛あ　　Ⅰ　１９０　　４５　　２０　　５５　　３５

　飛鳥あすか　　Ⅰ　１８０　　６０　　２０　　２０　　３０






「融因シンクロレベル……私はⅡって書いてあるけど……」

　玲奈が、自分のカードと隼人のカードを見比べながら言った。

　隼人も自分のカードを見ながら、驚いた顔で言う。

「俺、使い始めたばかりなのにⅢって……」

「……おヌシは指輪じゃから、特別なのかもしれぬの」

「そういうこともあるんですか？」

「あまり聞かぬが、指輪じゃからのう。実際、理パーマネントの夢も見たのじゃろ？」

（特別、か──）

　確かに、特別な王オーデインの理パーマネントを所持する男という時点で、隼はや人とは他ほかの騎士達とは違うだろう。

　だが、隼人はそうではないような気がした。融因シンクロレベルが、持ち主と理パーマネントとの結びつきを表すものならば、もし隼人が指輪を拾う前から結びつきがあったと仮定すれば、レベルは高くてもおかしくないわけで──

　──つまり、隼人が覚えていない昔とか、もしくはもっと別の──

（……ま、考えても仕方がない、か）

「あたしがⅠなのは仕方がないとして……佐さ藤とう先輩って凄すごいですね。Ⅴって。あたしと殆ほとんど歳とし変わらないのに……」

　そう言えば、と隼人も不思議に思った。

　パラメータも随分と高い。彼女の扱う銃槍の特性を表すであろうＳＴＲはずば抜けて高く、戦闘中の判断能力を表すというＩＮＴの値も琴こと美み以上だ。

「実は、この中で一番騎士としての活動期間が長いのは、あかりちゃんなんです」

　琴美が、右手の人差し指を立てながら、笑顔で言った。

「え？　そうなんですか？」

「ええ。私はまだ、理パーマネントを拾って五年ですけど、あかりちゃんはその二年以上前から理パーマネントを扱ってるんです。実はあかりちゃん、凄いんですよ？」

（だからレベルが高いのか……）

　今、あかりは高校一年生だ。七年前となると、あかりは随分と幼い頃ころから理パーマネントを使っていることになる。

　だが、あかりは琴美の言葉に喜ぶわけでもなく、少し落ち込んだような声色で返す。

「……でも、ＡＴＲが低い」

「それは、双心の盟ソウルリンクの影響じゃろう。まだ理パーマネントを拾ったばかりの飛鳥あすかや詩し愛あ、本来であればあかりや琴美より低いであろう玲れい奈ながそこまで高い結果を出しておるのは指輪の力じゃ。何より、隼人の値が恐ろしく高いわけじゃし」

　リピカが、当然だから気にするなと、あかりを諭すように言う。

　双心の盟ソウルリンク。指輪の力を相互干渉させる為ための、指輪の契約の力。

　数字に出して見るまではわからなかったが、こうやって数字として出力してみると、明らかに影響しているのがわかる。

「双心の盟ソウルリンク……」

　あかりは呟つぶやくと、真面目まじめな顔で隼人の方を見た。

「ええっと……」

　隼人は、恥ずかしくなってあかりから目を逸そらした。双心の盟ソウルリンクは、契約対象との仲を深めてキスをする行為だ。王オーデインとしての力を伸ばす為ために行うべき行為ではあるものの、だからと言って義務だと割り切れる程、隼人は大人ではなかった。

　隼はや人とにとって、キスは重たいものである。

（とはいえ、それをやるのが俺の使命なわけで──）

「でさ、ちょっと気になってることがあるんだけど！」

　そうこうしていると、玲れい奈なが突然声をあげる。

「なんで、私のＩＮＴはこんなに低いわけ？」

　玲奈は、自分のカードに表記されたＩＮＴの数字を見た。

　25。まだ理パーマネントを拾ったばかりの飛鳥あすかを差し置いて、メンバーの中で一番低い数字である。

「なんでって言われても……おヌシの頭が悪いのじゃろう」

「なあああああああああああああ!?」

　リピカの遠慮無い返答に、思わず声をあげる玲奈。

「……風かざ見みさんって、すぐ何も考えずに突っ込んで行くわよね」

「そういえばさっきも、飛鳥ちゃんのフェイントに何度も引っかかってたような……」

「な、何よそれ！　私が単細胞みたいな言い草！」

　玲奈が、詩し愛あと琴こと美みの反応に憤慨する。

「いや、そういう反応が既に単細胞なんじゃないですか？　胸に行く栄養が脳にも行かなかったなんて、凄すごく可哀かわい想そうです」

「ア、アンタねー!?」

「なんですか？　続きやりますか？　何ならいくらでも付き合いますよ？」

　玲奈と飛鳥が、取っ組み合いを始める。

（やれやれ……）

　隼人は、二人の仲の良さに溜ため息いきを吐ついた。

「そういえば、隼人君」

「はい？」

「さっき、想像してた以上に強くて驚きました。すぐにでも私達なんて追い抜いちゃうかも」

「そんなことは無かったじゃないですか。結局、先輩には一撃も攻撃を当てることが出来なかったですし。測定結果の数字だって低いです」

　あの後、隼人は琴美に、一度も有効打を加えることが出来ず、戦闘は圧倒的なまでに琴美の勝利で終わった。

「いえいえ。私、完全に本気でしたし──ほんと、このまま新しい力が増えて、他ほかの子との契約で今より更にエーテル量が増えるとどうなるか──私は、お世辞抜きに、隼人君の成長が楽しみです」

「あはは、そう言って貰もらえると嬉うれしいです。俺も頑張って、もっと戦えるようにならないと。護まもられてばかりだと格好悪いですからね」

　隼人の勇ましい言葉に、琴美が優しい口調で突っ込みを入れる。

「うふふ……でも、王おうは騎士に護られるものかと」

「いえ、王おうは騎士を先導するものですよ。護まもられる者ではなく、むしろ護る者です。きっと」

　隼はや人との意外な答えに、琴こと美みは一瞬、虚を衝つかれたような表情を浮かべると、感心するように言う。

「そんな返しを難なくしてくるところが、隼人君の凄すごいところだと思います」

「そうですか？　俺は別に、変わったことをしてるつもりはないんですが……」

「自覚が無いから凄いんですよ。……私も、もっと強くならないと」

　琴美は笑いながら返す。

「その為ためには、隼人君ともっと仲良くならなきゃですね」

「あはは、ですね」

　隼人も、笑いながら答えた。

「そうだね、にーさん！　もっとあたしと仲良くならないと！」

「飛鳥あすかとはもう双心の盟ソウルリンクを結んでるだろ？」

「繋つながりが深くなるほど、力は強くなっていくんでしょ？　だからもっと、だよ！」

「そ、そうね、私ももっと……アンタと……」

「……私も、夕ゆう霧ぎり君と……」

（え、ええっと……）

　隼人は、飛鳥と玲れい奈なと詩し愛あの熱っぽい視線から恥ずかしそうに目を逸そらす。

　すると、一人、真剣に自身のカードを見ていたあかりが目に入った。自分の測定結果を見て、何か思うところがあるのだろう。

　──たとえば、もっと強くなりたいとか。

（うん、知っていかないと）

　琴美のこと。あかりのこと。そして、彼女達の変えたいこと。

　隼人は、自分ももっと強くなってみんなを護りたいと──その為にも、あかりや琴美と双心の盟ソウルリンクを結ぼうと、決意を新たにした。





■第二章　図書館の妖よう精せい







「ナイストース！　藍あい田ださーん！」

　詩し愛あのトスを受けて、アタッカーである詩愛のクラスメイト──立たて川かわ美み佳かは敵陣に強力なアタックを打ち込んだ。相手チームのブロッカー──玲れい奈なが両手を上げて跳ぶが間に合わない。硬質なバレーボールが、相手チームの陣地を叩たたき、小気味の良い音を立てた。

「ナイスアターック！」

　得点板を担当しているクラスメイトが、詩愛のクラスに得点を加えた。

　玲奈は自分のチームが失点したことを確認すると、悔しそうに握にぎり拳こぶしを作る。

「ぐぬぬ……先日は圧勝だったのに……」

（おい玲奈、クラスメイトの前なのにちょっと地が出てるぞ……）

　体育の授業中。自分の出番まで玲奈達と詩愛のクラスの試合風景を眺めていた隼はや人とは、呆あきれるようにそんなことを思った。

　一方、詩愛は嬉うれしそうに、クラスメイト達とハイタッチを交わしている。クラスメイトの中には、アタックを決めた美佳の他ほかに、先日神社で魔術を使っていた天あま羽はね椎しい子この姿も見えた。

「藍田さん、今のトス凄すごく良かった」

「そ、そうでもないよ。偶たま々たま都合の良い場所にボールが飛んできただけで……点を入れたのは立川さんだし」

「も～、そういう流れを掴つかむトコも含めてアタシらの友情、みたいな？　我ら立川ボンバーズの大勝利って奴やつよね！」

　美佳がキリっとした表情でそう言うと、詩愛が怪け訝げんそうな顔で聞き返す。

「た、立川ボンバーズって何……？」

　すると、美佳が「ちっちっちっ」と人差し指を左右に振りながら言う。

「アタシらのチーム名。名前は大事だからね。そういうとこからチームワークが出来上がっていくものだし、強さってのも生まれてくるものなの。ねぇ、シィちゃんもそう思うでしょ？」

「ミっちゃんがそう思うんならそうじゃないかな」

「あ、それ全然同意してないっ！」

（藍田も、随分とクラスに打ち解けたよな……）

　隼人は、詩愛がクラスメイトと楽しそうに会話しているのを見て、微笑ほほえましくなった。少し前まではあの輪に加わることが出来ず、体育館の端っこで体操座りをしていたというのに。

（変わるもんだよなぁ、人間）




　体育の授業の後、お昼休み。

　隼はや人とは、玲れい奈なや詩し愛あとともに、いつもの中庭にやって来ていた。

「しかし本当に、藍あい田ださんってクラスの子達と仲良くなったわよね」

「え、う、うん……まぁ、それなりに……」

　詩愛が、サンドイッチを頬ほお張ばりながら答える。ハムとチーズのサンドに、トマトと卵を挟んだフレッシュサンドにハムカツサンド。どれも、琴こと美みが朝に作ったものである。

「この間、天あま羽はねさんに調理実習の時のこときちんと謝って……そうしたら、なんだか仲良くなっちゃったの。天羽さんとも仲が良かった立たて川かわさんとも、って感じかな」

「藍田がちゃんとやれてるか心配してたから、本当に良かったよ。バレーも上う手まくやれてたみたいだしね」

　そして、隼人と玲奈は、サンドイッチではなく弁当を食べていた。玲奈の弁当箱には、白ごまふりかけの振られた白米と、アスパラのベーコン巻きにポテトサラダ、黒酢で漬けられた唐揚げが入っている。これは今朝、玲奈が自分で作った物である。

「あれはみんなにフォローして貰もらってただけ。自分だけじゃ何にも出来ないわ」

「チームとして強かったってことは、詩愛も強かったってことだよ。現に、藍田のチームは玲奈のチームに勝ててたわけだし。玲奈のチームは、何度も焦った玲奈がワンマンに走って失敗してたしな」

　隼人の言葉に、玲奈がギクッと顔を引きつらせる。

「うっ……。そ、そうね。焦ると地が出るのは良くないわ」

「玲奈は本性が目立ちたがりなんだから、ちゃんと仮面被かぶらないと」

「な、何よその、性悪みたいな言い方！」

「あはは……」

「だからさ、俺もチームの二人にちょっと提案があるんだ。もし良かったら、二人とも俺の弁当を手伝ってくれるとだな──」

　隼人が、二つの弁当箱を二人に見せる。片方は玲奈の弁当と全く同じ内容で、もう一つの弁当箱には、沢山のおにぎりが詰まっていた。二つとも、食べ盛りの男子高生が満足出来そうな量がある。

　片方は玲奈、そしてもう片方は飛鳥あすかのつくってくれたものだった。

「……ごめん夕ゆう霧ぎり君。私、小食だから自分のだけで手一杯……」

「嫌よ、これ以上食べると太っちゃうじゃない」

　詩愛と玲奈が、すぐに否定する。

「……だよなぁ」

　隼人は困ったように二つの弁当箱を見た。

「食べきれないんだったら、残せば？　私は気にしないわよ？」

「いや、そうなんだけど……うーん」

　だがこの季節、油断すれば一気に弁当は傷んでしまうだろう。夕食や明日の昼に回すにしても、傷んで捨ててしまうことになるとまずい。

　何より、折角玲れい奈なと飛鳥あすかが一生懸命作ってくれたものなのだ。隼はや人とは、なるべくベストな状態で食べたいと思っていた。

「ねぇ、どうして弁当が二つになったの？」

　詩し愛あが、そもそもなんでそんなことになってるのかと不思議そうに聞く。

「最初、私がお弁当を作ってたのを見て、あの子が『アナタだけにお弁当は作らせません！』とか言い出して、もう一つ作っちゃったのよ」

　玲奈が呆あきれるように、溜ため息いきを吐つきながら言った。

「ったく。本当に、どうして飛鳥はああも玲奈に対抗しようとするんだか……」

「夕ゆう霧ぎり君、本当にわからないの？」

「何が？　だって、玲奈はいつもの負けず嫌いで料理を始めただけだろう？　飛鳥はそんな性格じゃないし、何でわざわざそこで玲奈と張り合うのかなー、って」

　隼人は以前、玲奈が弁当を作っている理由を『好きな人に渡すため』だと勘違いして、怒られたことがあった。

　だから隼人は、『玲奈がお弁当を作っている理由』は、いつもの負けず嫌いの為ためだと結論付けた。隼人が琴こと美みの料理を褒めまくるので、琴美に対する競争心を抱いたのではないだろうかと考えたのだ。

　であれば、玲奈が隼人に料理を食べて貰もらいたがっている理由も納得がいく。

「……いや、わからないならいい。夕霧君って、良くも悪くもちょっと天然なとこあるよね」

「天然？」

　隼人の素の反応に、詩愛が苦笑いというよりは引き気味の笑みを浮かべる。

　隼人が玲奈を見ると、飛鳥の話をしている時よりも大きな溜息を吐いた。

「私ももっと頑張った方がいいのかな……」

「ん？　何を？」

「え？　あ……な、何でもないわ……！　何でもないと思う！」

　顔を真っ赤にして、ブンブンと顔を横に振る玲奈。

「ま、でも、あれよ。ほんと、無理だったら残してね？　勿もつ体たいないのはわかるけど、お腹なか壊したりしたら大変だし、火を通してあるから夜くらいまでは平気だと思うし。……それに、今日のは別に、隼人の為だけに作ったわけじゃないから」

「え？　そうなのか？」

「うん。今日はお父さんの誕生日だったからね。料理上う手まくなったから、お弁当食べさせてあげようと思って」

「お父さんのお誕生日って……確か、玲奈のお父さんは……」

　隼人は、玲奈のお父さんが亡くなっているという話を聞いた覚えがあった。

「ご仏前よ。放課後家に持って行こうと思ってね。お父さんの分のお弁当は、今は寮の冷蔵庫の中」

「あぁ、なるほど」

　玲れい奈なは嬉うれしそうに語ると、くすりと笑って遠く空を見上げる。

　きっと父親との楽しい思い出を、思い出しているのだろう。

「だから、今日のお弁当は、本当の本当についでなんだから。勘違いしないでよね！」

「……あ、いや、勘違いはしてないけど……」

　隼はや人とは別に、玲奈が自分の為ためだけに弁当を作ってくれているとは思っていない。そう言われると、余計にそうなのかもしれないと意識してしまうわけだが──

　すると詩し愛あが、陰りを帯びた表情でポツリと呟つぶやく。

「親、か……」

　玲奈と隼人が、詩愛にとってあまり心地が良くない話をしてしまったことに気付く。

　二人とも、詩愛の家の事情について詳しく聞いたわけではなかったが、彼女の態度から、両親と上う手まく行ってないことはわかっていた。

（いや、上手く行ってないとか、そういうレベルでもないのだろう）

　何な故ぜなら詩愛は、隼人達の寮に来る前、家出をしていたのだから。

　玲奈が申し訳なさそうに謝る。

「ご、ごめん。あまり良くない話題だったかも……」

「ううん、いいの。こ、こっちこそごめんなさい。気を遣わせてしまって……」

　詩愛が気を遣わせたくないとばかりにすぐに返した。

「むしろ、気にせず話して欲しいわ。家族のことで遠慮して友達と話しにくくなるより、家族のことは気にせずみんなと楽しく話したい」

「そ、そう？　だったらいいけど……」

「うん。私、もっとみんなと仲良くしていきたいから」

「……そっか。だったら、遠慮しない」

「うん」

　玲奈と詩愛が、微笑ほほえみ合う。

　隼人もまた、その様子を見て微笑ましくなる。

「あ、そうだ……仲良くなるといえば……その……質問が……」

「うん？」

　玲奈がキョトンとした顔で聞き返す。

「えっと、佐さ藤とうさんのことなんだけど……」

「あかりちゃん？」

「……うん。佐藤さんって、その、どうして魔術師ウイザードを恨んでるのかな、って」

　詩愛は、玲奈だけでなく、隼人の顔も見ながら言った。

「ええっと……俺は知らないけど……」

　むしろ、それは隼人も気になっていたことだった。

　どうしてあかりは、魔術師ウイザードを嫌っているのか。

「実は、私も知らないのよね。あかりちゃん、あまり自分のこと話してくれないから。何か、理由があるようには見えるけど……」

　玲れい奈なが、困ったように答える。

「そっか……」

　詩し愛あが残念そうに言った。

　まだあかりと出逢ってからそんなに時間の経っていない隼はや人とや詩愛はともかく、それなりの期間一緒に過ごしている玲奈が知らないということは、少なくとも自分から話したい事柄ではないということだ。

（あかりちゃんのこと、か……）

『昔は、兄が居た』

　隼人はふと、あかりが言っていたこんな言葉を思い出す。

　昔、あかりには兄がいた。そして魔術師ウイザードを嫌っていて、あかりは強くなりたがってもいる。

　こう考えると──

（兄絡みのことで、何かあったとしか思えないよな）

　しかも、人に話したくないくらいに、ショックなことが。

（もしかして、あかりちゃんのお兄さんは──）

　──魔術師ウイザードに、殺された？

（もしそうだとすれば、あかりちゃんが魔術師ウイザードをあそこまで敵視する理由にも納得がいくけど……）

　隼人は、答えの出ない推測をしながら、結局、二食分の弁当を完食した。





　　　◆






　放課後、寮へと戻ってきた隼人が、玄関の扉を開けようとすると──

「きゃっ……！」

　ドアの向こうで小さな悲鳴が聞こえたかと思うと、

　ドサドサドサッ！

　何かが床にばらまかれる音が聞こえた。どうやら、誰だれかが丁度隼人と同じタイミングで、玄関のドアを開けようとしていたらしい。ドアの向こうの相手は、ドアノブを握った瞬間に外側から引っ張られて、体勢を崩してしまったのだろう。

「ごめん！　大丈夫？　あかりちゃん」

　隼人が、ドアを引きながら心配そうに言った。

「い……たた……」

　すると、玄関には両足を大きく開いてパンツの見える格好で尻しり餅もちをついた、あかりの姿があった。周囲には、あかりが図書館で借りていたと思われる本が散らばっている。

　あかりのパンツは、今日は苺いちご柄だった。以前ここで転んだ時は水玉だったので、同じように子供っぽいパンツだ。

「だ、大丈夫？」

　隼はや人とは、あかりのパンツを見ないようにしながら、手を差し伸べた。

　あかりは隼人の手を掴つかむと、立ち上がってこくりと頷うなずき、頬ほおを軽く赤く染めながら、

「……大丈夫。それより……見た？」

　と、隼人に言った。

「え？　あ……う、うん。見えた。ごめん」

「そう……」

　隼人は、誤魔化すことなく答える。そして、気まずさから逃げるように、すぐに散らばった本を拾い始めた。あかりも慌てて本を拾う。

　あかりの借りていた本は、大衆文学にミステリー小説、経済の新書から生物の図鑑と多種多様で、二十冊くらいあった。

「相変わらず、色々読んでるんだね。これ、返しに行くの？」

「……（こくり）」

　その返事を聞いて、隼人は何冊かの本を抱えた後、

「じゃあ、手伝う」

　と、言った。

「え？」

「どうせ暇だし」

（あかりちゃんと、もっと仲良くなりたいしな）

　同じ寮の仲間としてもそうだし、双心の盟ソウルリンクを結ぶためでもある。

　それに、暇というのも本当だった。今から部屋に戻っても、隼人は特にやることを決めていない。予習が多いので進めておこうかなと思っていた程度である。

「……（こくり）」

　あかりも、断る理由は無かったので頷く。

　隼人達は本を持って図書館に向かった。校舎の裏手、学食近くにある平屋建ての施設で、教室三つ分くらいの大きさだ。

　外靴でやって来た隼人とあかりは、玄関でスリッパに履き替えて中に入った。図書館の内装は暖色系の木目調で、落ち着いた雰囲気である。

　あかりはまず本の返却処理を済ませた。カウンターで返却を管理している読書カードに記入し、そのカードと本を一緒にカウンターの図書委員に渡せば、返却処理の終了である。

「隼人。私は次の本を物色していく」

　どうやらあかりは、このまま次の本を借りていくらしい。

　あかりは新刊の棚に向かうと、迷うことなくいくつかの本を手にとる。そして、今度はまた別の棚へと向かった。

　隼はや人とは、そんなあかりの横へ行くと、

「……持とうか？」

「いいの？」

「だって、また同じくらいの数を持って寮に戻るんだよね？　大変じゃない？」

「……（こくり）」

　あかりも、どうやらたくさんの本を持つのには苦労していたようで、素直に隼人にいくつか持っていた本を手渡した。

（乱読家だよなぁ……）

　馬ば鹿かにしているのではなく、感心するように隼人は思う。

「どうしてそんなに本が好きなの？」

　気になって、隼人はあかりに質問する。

「……世界を、知ることが出来るから」

　すると、間髪を容いれずにあかりが不思議な答えを返した。

「世界を？」

「……うん」

　隼人の問いかけに、あかりは迷い無く返した。

「だから私は本を読んだ。少しでも多く、この世界のことを理解する為ために。本は世界のルールや常識を、教えてくれるものだから」

「えっと……難しい話？　それとも、詩的な話とか」

「ううん。そのままの意味」

（どういうことだろう……）

　隼人は、あかりの言葉の意味がわからなかった。世界のルールや常識なんて、普通は自然にわかることだ。改めて本で理解する必要なんて無い。

　あかりは、それ以上その話に踏み込むことなく、また別の棚に移動する。

　隼人は、あかりが本格的に棚を物色し始めたので、近くの椅い子すに腰を下ろして、あかりが借りようとしている本のうち一冊を手に取った。少女向けのキャラクター小説だ。表紙は、薔ば薇らを咥くわえた革ジャンを着た少年が、セーラー服姿の少女をお姫さま抱っこしてるイラストだった。

　隼人は表紙を捲めくり、ページをさらさらと捲っていった。すると途中で、パッケージの少女が艶なまめかしい表情を浮かべ、少年に身体からだを弄いじられている挿絵のページに差し掛かり──

『「んっ……あっ……だめぇ」

　少女は、少年の手技に身を任せた。

　なすがまま、されるがままに身体からだを貪むさぼられ、弄いじられる。

「駄目じゃないよ。ほら、もっと気持ち良くなって」

　少年は、少女を抱き寄せると深いキスをする。

「んっ……やめっ……んんんんんんん～っ！」

　絡み合う舌と舌。二人の情事はますますエスカレートして──』

　──パタン。

（あかりちゃんは何という物を読んでいるんだ!?　世界!?　世界を知るってこういうこと!?　というか、どうしてこんな本が学校の図書館に!?）

　隼はや人とが焦っていると、本を抱えたあかりが隼人のもとにやって来る。

（ま、真面目まじめそうな本を読んでると思ってたけど、もしかしてあかりちゃんはそういうシーンを探す為ために沢山の本を……そ、そういえば！）

　隼人は先程、あかりが借りていた本の中に生物の図鑑が交じっていたことを思い出す。

（や、やっぱりあかりちゃんは、生物の神秘について──）

「隼人、行こう」

「え、あ、えっと……あ、あかりちゃん！　こ、これ」

　隼人は、今読んでいた本をあかりに突きつけた。

「？」

「え、えっと。ず、随分と刺激が強かったけど……その、世界を知るって、もしかして、こ、こういうことなの？」

「？　これは、単に好きな作家さんの本だから読んでただけ」

「え？　あ、そ、そうなの？」

「……（こくり）」

　あかりが動じることなくそう返してきたので、隼人は、一人焦っていた自分が恥ずかしくなった。隼人が知らないだけで、年とし頃ごろの女子達はこういうものを当然のように読んでいるのかもしれない。

（そういえば、女の子向けのファッション誌なんかだと、エッチな特集を普通にやってるって聞くしな）

　隼人は読んだことがないが、年頃の女の子に向けた雑誌では、性的な特集を組んでいるものもあるという話はよく聞いていた。何も不思議なことではないのかもしれない。

（でも、あれじゃエロ本と殆ほとんど変わらないような……）

　それから隼人は、あかりと一緒にカウンターへと向かい、本を借りる手続きを済ませて図書室を出た。玄関で靴を履き替え校舎から出て、寄り道することなく寮へと向かう。

「……でも、あの本に知りたいって思える情報が沢山詰まっているのは、本当」

「え？」

「男の人がどうすれば喜ぶか、男の人とはどうやれば距離が縮められるかが、あの本には載っていた」

「そ、それって……」

「……私も隼人と早く仲良くなって、繋つながりたいから」

「──!?　繋がる!?」

　隼はや人とは、あかりと自分が仲良くなり、さっき見た小説の挿絵のように繋がっているところを想像した。

「そ、それは良くないよあかりちゃん！　そういうのは──」

「？　だって、早く双心の盟ソウルリンクを結んで強くならないと……」

　キョトンと、あかりが答える。

「え？　あ、そ、そうだよね。双心の盟ソウルリンクだよねぇ。あはは」

（あんな小説読んで仲良くなるだの繋がるだの言われたから、勘違いしちゃったじゃないか……）

「で、でも、その為ために俺を喜ばせるって、どうして？」

「……他ほかに、どうやればいいのかわからない」

　あかりが足を止めると、真剣な眼めで隼人を見上げる。

「双心の盟ソウルリンクを結ぶには、キスが必要。だからきっと、お互いの心を近付けるには、恋愛に近い行為が必要だと推測される。……つまり、隼人の気を、惹ひかなければいけない」

　あかりが、淡々と言う。

「だから、その勉強にはなるかなと思った」

　──強くなる為に恋愛に近い行為をして、異性の気を惹く。

　あかりは、いつもの無表情で平然とそう言ってのけた。確かに、双心の盟ソウルリンクを結ぶということは、それを目指して相手に近付くということだ。

　相手の気を惹いて、お互いに惹かれて──お互いに好意を持ち、気持ちを近付けて、キスをする。

　隼人は、その気持ちの正体が何なのか確証は掴つかめていなかったが、どういう意味合いにしろ互いに好きにならないと因果は結べず、契約を結ぶことは不可能だろう。

　だからあかりは、学校の勉強をするように、異性と好き合う方法について学ぼうとしていた。悠久騎士フレースヴエルグとして、とても正しい行動ではあるが──

（年とし頃ごろの女の子として、あかりちゃんはそれでいいんだろうか）

　隼人は、あかりのことが少し心配になった。

　悠久騎士フレースヴエルグという使命のせいで、生き方や考え方が縛られ、年相応の幸福を逃してしまっているような気がしてしまったからだ。

「あのさ、あかりちゃん」

「……？」

「頑張り過ぎなくてもいいんだからね？」

　隼人は、気付けばそう話していた。

「人を好きになるのも嫌いになるのも、もっと自由でいいと思うというかさ」

「でも、隼人だって私のこと、好きになろうとしてくれてる」

「ん？　まぁ、それは王オーデインだから……」

「私も、騎士だから」

　そう言い切ってしまうあかり。

　──確かにそう言われてしまえば、隼はや人とだって義務感のようなものを持って、あかりを好きになろうとしていたには違いない。

「……大丈夫。私は強くなりたいだけ」

「強く？」

「魔術師ウイザードを倒せるように」

　あかりが、いつもよりちょっとだけ強い口調で言った。

「……あかりちゃんは、どうしてそんなに魔術師ウイザードを恨むの？」

「仇かたきだから」

「仇？」

「…………」

　あかりはきつい眼まな差ざしで地面を見ると、それ以上何も喋しやべらなくなる。

（……やはり自分についてはあまり語ってくれず、か）

　隼人は、内心少しもどかしい気持ちになった。あかりと距離を近づけるために一番欲しい情報が、あかりが魔術師ウイザードを恨む理由に関する情報だからだ。

　あかりが何を考え、どうして魔術師ウイザードを恨んでいるのか──





　　　◆






　夕食の後、隼人は寮の巨大な湯船に浸つかっていた。

（この寮に来て良かったことの一つだよなぁ……）

　家のお風ふ呂ろとは違って、寮の風呂は湯船がでかい。屈かがまずに全身入れるので、とても気持ちが良かった。

（お陰で、油断するとついつい長湯してしまうんだけどな……）

　タオルを頭の上に乗せ、グイっと両手を後ろに伸ばした。

「……ふぅ」

　そうして隼人が、リラックスしていると──

　──ガラガラガラ。

　浴場の、横開きのドアが開いた。

「……え？　だ、誰だれ？」

「……隼人」

　湯煙の向こうから、タオルを身体からだに巻いたあかりが現れる。

　前面を大きく覆っているから、水着に比べると肌の露出は少ない。けれど、『もしあのタオルが解ほどけてしまったら』──なんてことを想像してしまう、危ない格好だった。

「え？　え？　あかりちゃん？」

　隼人は混乱した。

（どうしてお風ふ呂ろにあかりちゃんが──？）

「……迷惑？」

「い、いや、迷惑っていうか……意味がわからなくて。ど、どうしてお風呂に？」

「隼はや人とと一緒に、入りたかったから」

「え？　は、入りたいって……」

「今日、隼人が読んで驚いてた本の主人公は、彼氏に『男を喜ばせたいなら一緒にお風呂に入れ』って言われてた。だから──」

「ええええ？　やっぱアレ、悪い本じゃない!?」

　あかりは隼人の驚きを無視して、淡々と続ける。

「それに、柏かしわ木ぎ先輩に一応尋ねてみたら、お祖じ父いちゃんが昔そんなことを言ってた覚えがあると──」

「また先輩のお祖父ちゃんのせいなの!?」

「……駄目？」

　バスタオルを一枚纏まとっただけのあかりが、隼人の隣までやって来て、そのまま湯船に腰を下ろす。

「ちょ、あかりちゃん、あんまり近付いたら──」

　隼人は慌てるが、視線はバスタオル姿のあかりに釘くぎ付づけだ。

「大丈夫。ちゃんとバスタオル巻いてるから」

「いや、そうじゃなくて、俺がだね──」

　あかりは隠していても、隼人はそうではない。あかりと違って、浴槽にバスタオルなんてものを持ってきていなかった。

　ようやくあかりも、隼人が何を言おうとしていたのか気付いたらしく、仄ほのかに頬ほおを染めると、

「……私は気にしないから」

「いやいや、俺が気にするからさ！」

（羞しゆう恥ち心しん……は、あるんだよなぁ？）

　一応あかりは、それなりには恥ずかしがっているように見えた。

　思えば、隼人が偶然パンツを見た時だって、いつもあかりは恥じらいを見せている。

「隼人と一緒にお風呂に入って、距離を近付けることだけを考える」

（べ、別に、一緒にお風呂に入ったところで距離が近付くわけでもないと思うけど）

　隼人は内心そんなことを思いながら、あかりにどうやって出て行って貰もらおうか悩む。

　だって、あかりが居たら身体からだを洗うことが出来ない。裸を見られてしまうからだ。

　すると──

「隼人。身体を洗わないの？」

「それで今、どうしようかと困ってたところなんだけど……」

「私が洗ってあげる」

（──!?）

　あかりが、とんでもないことを申し出る。

「え、え？　あかりちゃん、え？」

「男の人は背中を流すと喜ぶって、本に書いてあった」

「いやぁ、そりゃ嬉うれしいけどさ」

　嬉しいけど、流石さすがにそこまでやっちゃ駄目だろうと、隼はや人とは思った。

　年とし頃ごろの女の子に、背中を洗って貰うなんて──！

「……それに、隼人は兄に似てるから」

「え？」

「まだずっと小さかった頃、兄と一緒にお風ふ呂ろに入って、よく背中を流してあげてた。……そのことを、思い出したから」

　少し、トーンの落ちた声であかりが続ける。

「だから、昔兄にしていたみたいに、隼人の背中を洗ってあげたい」

「えっと……」

「駄目？」

　あかりが、真まっ直すぐに隼人の目を見て、懇願する。

　隼人は困った。もしかすると、あかりが隼人とお風呂に入りたいと思ったのは、双心の盟ソウルリンクのためというだけではないのかもしれない。あかりにとって大切だった兄に隼人が似ているから、懐かしくなって一緒にお風呂に入りたくなったのかもしれない。

　そう考えると、無下に断ることなんて出来る筈はずが無い。

「じゃ、じゃあ、せめてタオルを取ってくるから。ちょっと下向いてて」

「……（こくり）」

　隼人は、あかりが下を向いたのを確認すると、脱衣所にあるバスタオルを一枚取って、腰に巻いた。

　そして、浴場入り口にあるプラスチック製の洗面器と椅い子すを取ると、流しに持って行って座る。

「いいよ、あかりちゃん」

　と、あかりを呼んだ。

　バシャンと水音を立てながら、あかりが浴槽からあがる。

　あかりは、バスタオルを巻いて浴場に浸つかっていたので、タオルがベタリと肌にくっついていた。そのせいで、身体からだのラインがくっきりと露あらわになっており、控え目な胸のラインや腰回り、股またのラインなどが、タオル越しにはっきりとわかる。持ち前の透き通るような美麗な白肌は、お湯にずっと浸かっていたせいで少し赤くなっていた。

　あかりは、隼人の身体を洗う為ためのハンドタオルを取りに行ったのか、浴場の入口へと向かった。その結果、隼人に背中を見せる格好となり、キュっとしまったヒップラインが隼人にははっきりと見えてしまう。

（あかりちゃん、あんなに大きな槍やりを振り回してるのに、身体が華きや奢しやだよな。それと、お尻しりが凄すごく綺き麗れいだよな……って、何を考えてるんだ俺は）

「隼はや人と……」

　あかりが隼人のところへと戻って来て、後ろに椅い子すを置いて座った。そして、後ろから隼人の脇わき越しに、手を伸ばしてくる。

「って、あかりちゃん、何を！」

「……ハンドタオル濡ぬらして、ボディソープ付けないと」

「あ、そ、そっか」

　急に脇下から手を伸ばされたので隼人は焦ってしまったが、確かにこうしないと身体を洗うことは出来ない。

　あかりは、隼人の目の前にある蛇口からお湯を出すと、持っていたハンドタオルを濡らして、並べてあったボディソープをタオルに垂らす。

　そして、泡を立てたタオルで、隼人の背中を優しく擦こすり始めた。

「……っ！」

　隼人は思わず、声を殺して小さく震えた。

「隼人、どうしたの？」

「いや、その、あかりちゃんに背中触られたから、くすぐったかったというか……」

「……ごめんなさい。慣れてないから……」

「いや、慣れてたら大分問題だし、謝らなくて大丈夫だよ。突然だったから、ビクってなっちゃっただけで」

「……（こくり）」

　あかりは、隼人の背中を流す手を再び動かす。ボディソープを潤滑油に、淀よどみなくタオルが上下に滑った。

　──ゴシゴシゴシ。

　隼人は、あかりにされるがまま背中を洗って貰もらう。

　男として満更ではない状況だし、気分は良い。

　──ゴシゴシゴシ。

（もしあかりちゃんが本当に妹だったとしたら……可愛かわいかっただろうな）

　隼人はふと、そんなことを思った。

　でも、飛鳥あすかが焼きもちを妬やいて、しょっちゅう喧けん嘩かをしていたかもしれない。

（……って、何を考えているんだ俺は）

「……隼人」

「うん？」

「前」

「え？」

「前と、下も洗わないと」

「い、いや、流石さすがに前と下はやばいから！　もういいから、大丈夫だから！」

　あかりが、肩に手をかけて引っ張る。

「……駄目。中途半端は良くない」

　と、その時──

　──ガラガラガラ。

　突然、風ふ呂ろ場ばの引き戸が開くと、あかりと同じように全身にバスタオルを巻き、物もの凄すごい剣幕をした飛鳥あすかが入ってくる。

「あ、飛鳥？」

「な、何にーさんをたぶらかしてるんですか佐さ藤とう先輩！」

　そして、あかりに迫って言った。

「たぶらかしてなんていない。一緒にお風呂に入っていただけ」

「それをたぶらかしてるって言うんです！　と、とにかくお風呂から出てください！　にーさんにとって有害です！」

「……無理。隼はや人との身体からだ、まだ前を洗ってないし」

「に、にーさん!?　もしかして佐藤先輩に身体洗って貰もらってたの!?」

　飛鳥の絶叫が風呂場に響き渡る。

「いや、これはあかりちゃんがだな……って、そもそもどうしてお前も風呂に入って来てるんだよ」












「だって、にーさんがお風ふ呂ろに入ったから見回りに来たら、佐さ藤とう先輩の衣服が脱衣所にあったから……」

「見回り!?　俺の風呂の見回りって何!?」

　今度は隼はや人とが叫んだ。

「に、にーさんが変なことしてないか、お風呂に確認に来てるだけだよ！」

「多分、飛鳥あすかのやってることが変なことだよな!?」

　飛鳥は、隼人の言うことを無視してあかりに詰め寄る。

「とにかく、ここから先は代わりにあたしが洗いますから、佐藤先輩は出て行ってください！」

「って、どうして飛鳥が洗うことになってるんだよ!?　意味がわからないだろ!?」

「兄の背中を洗うのは妹の務めだもん！」

「そんな務めねーよ！」

　飛鳥は、隼人の突っ込みを気にせず、座ったままのあかりの二の腕を掴つかんで、タオルを取り上げようとした。

「……っ！」

　あかりは飛鳥に抵抗して、タオルを奪われてしまわないように掴まれた腕を引く。

　すると──

「きゃっ！」

　飛鳥が体勢を崩して、足を滑らせる。風呂場の床は滑りやすい。ましてや、ボディソープの泡が床に零こぼれていたりすると尚なお更さらだ。

　飛鳥が、椅い子すに座っているあかりの方に向かって倒れ込む。

　飛鳥はあかりにのしかかるようにして倒れると、そのままあかりの前にいた隼人に向かって、あかりもろとも──

「……え？　ちょ、わっ！」

　隼人は、慌てて身体を振り向かせて二人を受け止めようとした。

　だが、二人の体重を支えきれることはなく、飛鳥に勢い良く押されたあかりに、隼人は床に押し倒される。

　硬質な風呂場の床に勢い良く背中を打ち付け、軽く脳を揺さぶられるような痛みと衝撃を感じる隼人。そして──

　──むにょん。

　隼人の下半身に、四つの弾力が押し当てられた。

　うち二つは控え目なサイズのもの、うち二つは巨大なサイズのもの。

　隼人に押し当てられた弾力は、タオルが落ちてしまい、真っ裸になってしまったあかりと飛鳥の胸だった。隼人の目前には、呆ぼう然ぜんとしたあかりと飛鳥の顔が迫っている。

「……え？　え？」

　生の二人の胸が押し当てられ、パニックになる隼人。

　一方、二人は、

「「…………」」

　思いも寄らぬ状況に、どうすればいいのか固まっている様子。

（あかりちゃんの身体からだ、やっぱり綺き麗れいだ。飛鳥あすかも随分と大きくなって……って、そうじゃなくて）

「ええっと……」

「……あ、は、隼人」

「に、にーさん……」

　裸で重なり合う三人。

「あ、あのさ、二人とも、起き上がれないから……離れてくれないか？」

「……（こ、こくり）」

「ご、ごめん、にーさん」

　あかりと飛鳥が、飛び退のくように隼はや人とから離れ、タオルを身体に巻いた。

　隼人も起き上がる。

「……と、とりあえず、二人とも、怪け我がは無い？　大丈夫？」

　隼人が二人に聞いた。

　だが、二人は隼人の言葉に頷うなずきも否定もせず──ただ、隼人の下半身の一点をジっと見ていて──

「……？」

　隼人は、二人の視線の先を見た。そこには、自分の生まれたままの姿が、タオルで隠されることなく晒さらされていた。先程、二人に押し倒された衝撃で、外れてしまったらしい。

　あかりと飛鳥は、目を逸そらすことなくジっと隼人の大事な部分を見つめている。

　二人の目には、爛らん々らんとした好奇の光が灯ともっていた。

「剣の……理パーマネント……」

「にーさん……随分と大きくなりましたね……」

「あかりちゃんは変な表現しないで!?　あと、飛鳥はなんで感動したみたいに言うの!?」

　隼人は慌ててタオルを拾うと、自分の大事な部分を隠した。

　そして──

「と、とりあえず、俺先にあがってもう一度入り直すから！」

　恥ずかしさのあまり、浴場から逃げた。





■第三章　甘いお昼休み







　魔術師ウイザードの魔術によって、世界は不安定になっていた。

　多発する天災、不安定な気候。

　過干渉を受け続けた因果律は捻ねじれ、軋きしみを生じさせた。負荷に耐えきれず、割けてしまった次元の隙すき間まからは悪バ魔グが多発し、人々を襲っていた。

　あかりの両親や飼い猫も、発生した悪バ魔グに襲われ、殺された。

　あかりは、魔術師ウイザードの提唱する大義に腹を立てながら、己の無力さに歯は噛がみする。

「大丈夫だよ、あかり」

　そんなあかりの様子を察してか、あかりの兄がはにかみながら言った。

「この指輪に誓って、これ以上あかりを危険な目には晒さらさせない。ここにいるみんなも護まもってみせるし、この世界だって救ってみせる」

　あかりの兄は、魔術師ウイザードや悪バ魔グの災厄から護るため、騎士の誘導で市の体育館に集められた一般人達を見ながら言った。

〈律因の環ニーベルゲン〉

　不可思議な指輪に導かれたあかりの兄は、唯一の男の騎士であった。

　普通は男が持つことが出来ない、エーテルと呼ばれるエネルギーを扱えたからだ。

「……でも、使い方もわからないのに」

　不安そうに幼いあかりが突っ込む。

「まぁでも、力があるというだけで十分だ。俺は男であり、兄であり、力がある。あかりを助ける条件は十分に果たしているだろう？」

「……（こくり）」

　あかりは頷うなずきながらも、とても悔しい気持ちを覚えた。

　あかりには兄を支え、助けるための力が無い。

　騎士の持つ不可思議な武器に、選ばれていないからだ。

「あかり、安心していいから。俺がみんなを救ってみせる」

「……うん」




　その翌週、あかりの避難していた体育館は、魔術師ウイザードの襲撃を受ける。

　魔術師ウイザード達の目的は、体育館を護る騎士の無力化──つまり、あかりの兄たちの殺害、及び、理パーマネントの破壊だった。





　　　◆






　以前、集積理術人形ミストカーフと戦った廃工場。

　もう来ることは無いと思っていた場所だったが、隼はや人と達はさっそく再訪することになった。〈因果観測器エヴエレツト〉によって、魔術が観測されたためである。

　深夜。隼人、玲れい奈な、琴こと美み、あかり、詩藍、飛鳥あすかの六人は、現地に到着すると、魔術を実行中の魔術式の前で待ち構える魔術師ウイザードの一団と出会った。

　魔術師ウイザードの一団には悪バ魔グも交じっており、使われている魔術式が悪魔召喚サモン・バグであることがわかる。

「良く来たな、悠久騎士フレースヴエルグ！」

　隼人達を見るなり、待ち構えていた魔術師ウイザードのうち一人が叫んだ。

　その一人は、他ほかの魔術師ウイザードと違う柄のローブを纏まとっており、隼人はそのローブに見覚えがあった。よく見ると、顔や声にも覚えがある。

「あれ、お前は……」

　顔のパーツが小さく、地味な印象の顔付き。髪はボブカット。

「新につ田たやや子だ。お前達を倒す名前だ、憶おぼえておけ」

　百ゆ合り香かに率いられていた、暴れ狂う破者トランプルの一人。先日、ヨーヨーの形状をした理パーマネントを操っていた魔術師ウイザードである。

（そう言えば、あの時一人逃したんだよな……）

　隼人は、先日の事件の時、暴れ狂う破者トランプルのメンバーを一人逃がしてしまったことを思い出す。

「逃げたのに、わざわざ捕まりに呼んだってわけ？」

　玲奈が挑発する。

「そんなわけあるかよ。復ふく讐しゆうする為ために呼んだのさ。こいつ等らに協力して貰もらって、な！」

　魔術師ウイザードは、やや子を含め、全部で六人居た。

　琴美が、やや子以外の魔術師ウイザード達を見回して聞く。

「……貴方あなた達は？」

「第七因果領域で活動している魔術結社、蹂躙する狂乱者スタンピードだ。私はそのリーダー。暴れ狂う破者トランプルのリーダー、花はな咲さき百合香は私の好敵手ライバルでね」

　魔術師ウイザードのうち一番長身の女が答える。

　リーダーが続ける。

「勝手に好敵手ライバルをやられて黙ってられるかって話なんだよ。だから、お前達を倒す」

　あかりが、淡々とした口調で聞く。

「……私達を倒す？」

「ああ。接続コネクト、〈悪魔爪デビルクロウ〉」

　リーダーの手に、かぎ爪づめのように伸びた長いネイルチップが出現する。

　その爪を構えると、隼人を狙ねらって飛び込んだ。

「王オーデイン、覚悟！」

「にーさんはやらせない！　接続コネクト、〈守護双斧ガーデイアクス〉！」

　飛鳥あすかが理パーマネントを出して隼はや人とを庇かばう。

　二本の斧おのが、〈悪魔爪デビルクロウ〉をキンッという音を響かせながら弾はじく。

「──にーさん！」

「サンキュー飛鳥！　接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉」

　隼人は〈律因の環ニーベルゲン〉を生み出すと、

「参照リンク！」

〈救世機巧グラムグリーム〉を纏まとった。

「ちっ……！」

　リーダーは舌打ちすると、隼人達に向かって爪を構え直した。弓なりに曲がる白銀が、廃工場の窓から漏れる月明かりで怪しく照り返す。

　他ほかの騎士も理パーマネントと理術具アーテイフアクトを出し、あかりは〈赤気結界オーロラフイールド〉を使用する。虹にじ色いろのカーテンが周囲を包み、仮想空間ダミーレイヤーを形成した。

　魔術師ウイザード達も、それぞれの理パーマネントを構えて戦闘態勢になる。リーダーとやや子以外の魔術師ウイザードは、剣に槍やり、鞭むちに斧といった理パーマネントをそれぞれ持っており、隼人達にチームの構成が近い。

（六人の魔術師ウイザードに、六体の悪バ魔グ。人数ならあちらが上だが──）

　暴れ狂う破者トランプルの時とは違って、人質を取られてもいなければ、理術人形ゴーレムもいない。悪バ魔グはいるが、理術人形ゴーレムに比べれば格下の相手である。

　魔術師ウイザード達の近くにいくつか未実行の魔術式が見えるのが、不安ではあるが──

「きちんと様子を見て──って」

「──数がいたって、一人一人はこっちの方が上」

　隼人が指示を出すよりも早く、あかりが槍を構えると、リーダーに向かって突進する。だが、

　──キィンッ！

　あかりの槍を、リーダーが両爪で挟むように防いだ。

「──だったら」

　あかりが、咆哮する土龍エーテルボムを撃とうと槍にエーテルを込める。

　だが、そこへ──

「……逃がしゃしねーよ！　〈刺廻天殺ニードルスピナー〉！」

　やや子が叫ぶと同時に、やや子の操るヨーヨーのボディから仕込み刃が飛び出し、ギュイイイイインと激しく音を立てながら急速に回転してあかりに迫る。

「──っ！」

「あかりちゃんっ！」

　隼人が、あかりに迫るヨーヨーを防ごうと、〈救世機巧グラムグリーム〉から刃を生み出し、あかりの前に飛び出した。だが、同時に琴こと美みも、〈絶対防御泡ウオーターカプセル〉を使おうと反応していて、

　──ドンッ！

「きゃっ！」

　隼はや人とと琴こと美みがぶつかった。

　無防備になった二人の間を疾駆して、ヨーヨーの刃があかりの身体からだを切り裂く。

「きゃあああああっ！」

「まだまだ！　ずったずたにしてやんよ！」

　やや子はヨーヨーを一度手元に引くと、手首のスナップを使って再度ヨーヨーを飛ばした。ループ・ザ・ループと呼ばれる、ヨーヨーのトリックである。

「……佐さ藤とうさんっ！」

　再度襲いかかるヨーヨーを、詩し愛あが〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉を使って蹴けり返す。だが、すぐに今度は、周囲に居た悪バ魔グ全員が詩愛を囲んだ。

「っ！　このっ！」

　詩愛は、悪バ魔グを相手にするのに必死になる。決して手て強ごわくはない悪バ魔グとはいえ、四方を囲まれると厄介だ。

「藍あい田だ先輩！」

　飛鳥あすかが、詩愛の助けに入る。

　一方、玲れい奈なは剣と斧おのと槍やりを持った蹂躙する狂乱者スタンピードの魔術師ウイザード三人に張り付かれるように攻撃を仕掛けられていて、あかりを助けに行く余裕は無い。

「百ゆ合り香かさんは私らの大事な頭ヘツドだった！　それをおまえ等らは！　百合花さんの仇かたき、しっかりと返してやんよ！」

　暴れ狂う破者トランプルの一員だったやや子が、再度ヨーヨーをあかりに向かって飛ばす。

「……やられてばかりじゃ！」

　だが、あかりも痛みを堪こらえながら体勢を直すと、ヨーヨーを避よけずにやや子に向かって飛び込んだ。

「──今度こそ外さない」

　相手とは実力差がある、あかりはそう考えていた。実際、相手から感じられるエーテルの力も、あかり達にとって微弱なものだ。

　警戒するに足らない相手なので、一気にケリを付けてしまった方が早いと、慢心していたのである。

「駄目です！　あかりちゃん！　落ち着いて！　後ろの魔術式、あれは──」

　琴美が立ち上がりながら、あかりを止めようとして叫んだ。

　すると、後ろで待機していた鞭むちを持つ魔術師ウイザードが、

「我が怨おん敵てきを焦がす爆炎よ轟とどろけ──爆炎の戯ヘルフアイア！」

　魔術式を実行する。

　刹せつ那な、魔術式から巨大な炎が生まれ、あかりに襲いかかる。

「──っ！」

「あかりちゃん！　下がって！」

　すると、琴美が前に出て、

「〈絶対防御泡ウオーターカプセル〉！」

　水の泡があかりと琴こと美みを囲み、放たれた炎弾から身を守った。

　はじめてみたタイプの魔術式に、隼はや人とが一驚する。

「なんだ今のは……」

「攻撃魔術です。他ほかの魔術と違って、因果律への干渉も少なく世界を変え続けるような力ではありませんが、威力は折り紙付きです。もっとも、他の魔術同様に貴重な理の欠片ミスリルを使ってしまうので、汎はん用よう性せいの低いものですが……」

「こうやって、待ち伏せして攻撃する分には使えるというわけですね」

　琴美が神妙な顔で頷うなずく。爆炎の戯ヘルフアイアを放った魔術師ウイザードの周囲には、同様の魔術式がいくつか用意されている。隼人達の隙すきを窺うかがって、砲台のように魔術を撃ち込んでくるつもりなのだろう。個々の能力はともかく、数なら悪バ魔グのいる魔術師ウイザードに分がある。取り囲まれれば隙の一つくらいは生まれてしまう筈はずだ。

　どうやら、隼人達を待ち構えていただけあって、策は万全に用意しているようである。

「……暴れ狂う破者トランプルは騎士狩りの実績がある魔術結社でした。そこと張り合ってたということは、蹂躙する狂乱者スタンピードも騎士に対抗する為ための術を研究していた、ということかもしれませんね。それに──」

「所持している理の欠片ミスリルの量から、創世の執行者ニーズヘツグが協力してるってことですか？」

「多分、間違いないでしょうね」

　創世の執行者ニーズヘツグが悪知恵を入れてるとなれば、この手強さも納得出来る。

「あかりちゃん、先輩！　俺は魔術を使ってる魔術師ウイザードを叩たたくから、ヨーヨー使いとリーダーを！」

　隼人が言う前に、既にあかりはリーダーに向かって駆けていた。勇み足に思えたが、結果的には問題ない。

（また魔術を使われると厄介だ。俺は後ろの奴やつを……！）

　隼人は、魔術式の近くに待機する、鞭むちを持っていた魔術師ウイザードに狙ねらいを定めると、一気に距離を詰める。

「我が怨おん敵てきを焦がす爆炎よ轟とどろけ──」

（同じ魔術か……！）

　実行されようとしている魔術が先程の攻撃魔術だと確認した隼人は、すぐに指輪に力を込めた。

「〈確世歪曲リーデイング〉！」

　隼人の意識に、三秒先の未来が映った。

　魔術師ウイザードが発動させた炎の魔術が、どのようなタイミング・軌道で隼人を襲うか、鮮明なイメージが隼人の脳裏に浮かぶ。出力された未来を基に、隼人は勝利への道筋を予測する。

「──爆炎の戯ヘルフアイア！」

　魔術による炎の奔流が隼人を襲うが、その道筋を知る隼人は炎に巻き込まれないよう魔術師ウイザードとの距離を詰め、拳こぶしに込めたエーテルを一気に叩たたき込んだ。

「ぐっ……！」

　魔術師ウイザードは手に持っていた鞭むちを落とすと、そのまま自分も地面に倒れる。

　隼はや人とはすぐに、刃を構えながらあかりの方を見た。

「……今度こそ！」

　あかりが、リーダーとの距離を詰めて槍やりを突き出す。

「ちぃっ！」

　リーダーは後ろに下がって突きを避よけようとするが、あかりは今度こそは外すまいと、銃口ともなる矛先を向けていて──

　だが、琴こと美みと距離を取っていたやや子が、横目にその状況を確認すると、

「前ばかり見てたら横から狙われんぜ！」

〈刺廻天殺ニードルスピナー〉を、槍を構えるあかりの腕に向かって飛ばした。ヨーヨーは見事に命中して、回転する棘がガントレットの上からあかりの前腕を引き裂く。

　だが、あかりは痛みに耐えながら、槍を強く握り直すと、

「っ！　……咆哮する土龍エーテルボム、発射フアイア！」

　敵リーダーへ向かって、エーテルの砲弾を放った。

「しまっ……！」

　敵リーダに咆哮する土龍エーテルボムが直撃する。

「あかりちゃん、無理しすぎよ！　水神と戯れミーミルウイツプ！」

　続いて、すかさず琴美が水の鞭で、やや子を斬きった。

「っ……！」

　琴美の一撃で意識を失ったやや子は、その場に倒れる。

　隼人が割って入るまでもなく、勝負は決した。

（これで、残るは──）

　そう思いながら、隼人が玲れい奈なの方を向くと、丁度玲奈の後頭部に飛鳥あすかの斧おのが飛んでいっていて──

　──ゴンッ！

「──痛っ！」

　斧がぶつかり体勢を崩し、前のめりに倒れてしまう玲奈。

　飛んできた斧は敵方の物ではなく、〈守護双斧ガーデイアクス〉だった。

「ご、ごめん！　こっち終わったから援護しようと思って……」

「ア、アンタねぇ！　わざとでしょ今の！」

　玲奈が立ち上がって憤慨する。日ひ頃ごろの恨みを返されたと思ったのだ。

「違いますよ！　こんな時にそんなことする筈はずないじゃないですか！　それに、やるんだったらちゃんと致命傷を与えます！　馬ば鹿かにしないでください！」

「何よ、ちゃんと致命傷を与えるって！」

「玲れい奈な！　飛鳥あすか！　喧けん嘩かしてる場合じゃない！」

　玲奈に、剣を持った魔術師ウイザードが飛びかかっていた。

「……風かざ見みさん！」

　詩し愛あが魔術師ウイザードに向かって重力の万力グラヴイテイボールを放つ。

　重力の塊を浴びた魔術師ウイザードが、そのまま地面に押し倒された。

　そして、隼はや人とは──

「──騎士覚醒アウエイク！」

　玲奈に向かって、騎士覚醒アウエイクの力を使う。

「……っ！」

　騎士覚醒アウエイクのエーテルを浴びた玲奈は、そのまま相手にしていた魔術師ウイザードを一刀のもとに伏して──

　苦戦しつつも、隼人達は何とか勝利した。




「飛鳥あああああああ！　さっきのわざとでしょ！」

「違いますよ！　大体、先輩がボーっとしてるから悪いんです！　それと先輩、危ないから剣を突きつけないで貰もらえます!?」

「アンタだって斧おの構えてるじゃない！」

　戦闘が終わるなり啖たん呵かをきる玲奈と、言い返す飛鳥。

　玲奈は飛鳥に剣を突きつけ、飛鳥もまた玲奈に向けて斧を構えていた。

　隼人が二人の間に入り、まぁまぁと諫いさめる。

「ほら二人とも、武器は不用意に人に向けない」

　そんな玲奈と飛鳥の様子を見ながら、琴こと美みと詩愛が苦笑いを浮かべる。

「確かに、苦戦しちゃいましたね。何というか」

「……チ、チームワークが、足りてないわよね」

　遠慮がちに言った詩愛の言葉に、玲奈と飛鳥が「うぐっ」と顔を歪ゆがめた。

「で、でも！　勝てたんだからいいじゃない！　別にチームワークなんて無くても、私達は強いわけだし！　この間のレベル測定の結果も、かなりのものだったんでしょう？」

「ええ。我が寮に勤める騎士達の能力値は、他ほかの悠久騎士フレースヴエルグと比較してもトップクラス──隼人君の指輪の力もあるんでしょうけど、単純にみんな優秀です。でも、だからこそ、小さな魔術結社を相手に苦戦してちゃチームとしてはちょっと……」

　琴美のごもっともな突っ込みに、玲奈と飛鳥が申し訳なさそうに肩を落とした。

「まぁ、俺と飛鳥がチームに加わったってのも大きいでしょう。今まで俺達はチームにいなかったわけで、戦闘時に人が増えたら統率が乱れるのは当然かと」

「それを言うなら私もだわ」

　詩愛もすまなそうに続く。

　琴美が宥なだめるように言った。

「まぁまぁ。とりあえず、反省会ならまた後で。今は事後処理をしましょう」

　そう言うと、琴こと美みが魔術師ウイザード達の両手を理術具アーテイフアクトの手錠で縛る。エーテル耐性のある屈強な手錠で、理パーマネントの使用無しには絶対に壊せないものだ。

「じゃあ、私と隼はや人とは寮に戻るわ。この間と同じ手て筈はずでいいのよね？」

「ええ、よろしくお願いします」

　今から隼人達は、魔術師ウイザードと魔術師ウイザード達が使っていた理パーマネント、そして理の欠片ミスリルを、寮へと運び出さなければいけない。

　魔術師ウイザード達は、最終的には護樹議会ヴアルキユリアが管轄しているという悠久牢獄ニヴルヘイムに運ばれる手筈になるのだが、それまでは一時的に寮で預かることになる。理事長室にある隠しエレベーターは、普段は樹術式のある部屋に向かうためのものだが、別の階層にも降りることが出来て、そこに魔術師ウイザードを捕らえておく為ための簡易な牢ろう獄ごくがあるのだ。

「行くわよ、隼人」

　隼人が玲れい奈なの手を握ると、廃工場の窓から空へと舞い上がり、寮へと向かった。一足先に寮についた隼人が騎士召喚サモン・フレースヴエルグを使い、魔術師ウイザードや理パーマネント、理の欠片ミスリルを掴んだみんなを召喚するという段取りのためだ。

　騎士召喚サモン・フレースヴエルグは対象騎士だけでなく、騎士が所持している衣服や道具など、周囲のものも同時に召喚することが出来た。その原理を利用して、楽に魔術師ウイザード達を寮に運び出すという寸法である。何せ、夜に人やら武器やらを抱えて歩いているところを誰だれかに見られると、面倒なことこの上ない。

「上向いたら殺すからね」

「わかってるってば」

　何度繰り返したかわからない問答をしながら、隼人は玲奈とともに寮へと向かう。

　隼人は下を向いて、目を瞑つぶりながら考え事をして気を紛らわせた。いい加減、玲奈との空中飛行に慣れてきているとは言っても、こんな高さを飛ぶなんて怖い。

（……そういえばさっきの戦い、あかりちゃんの様子がおかしかったな）

　随分とあかりらしくなかったと、隼人は思った。いつもであれば、戦闘中比較的落ち着いている筈のあかりが、猪ちよ突とつ猛進に行動していたように思えたのである。

（契約のことといい、まるで焦っているような──）

「なぁ玲奈、今日のあかりちゃんさ」

　隼人は上を向いて玲奈にもあかりの話を振った。

　すると、隼人の視界に、水色のラインの縞しまパンが目に入る。

（あっ──）

　隼人の手を掴つかむ玲奈の手が震える。

「……ね、ねぇ隼人。私、言ったわよね？　上は向くな。パンツを覗のぞくな。見たら落とすって。それを聞いた上で上を向いたってことは……つまり」

「い、いや、今のはわざとじゃなくて──」

「あんたの場合偶然が多すぎるのよ！　確信犯でしょうが！」

「いや、ちょ、だから──ごめん、とにかくごめん！」

　隼はや人とは慌てて玲れい奈なに謝るが、もう遅い。

「問答無用よ！」

　玲奈は無慈悲にも、隼人と繋つないでいた手を離した。





　　　◆






　翌日の昼休み。隼人はいつものように、玲奈を昼食に誘おうと、琴こと美みの作ってくれた弁当を持って、彼女の席へと向かった。

　だが、玲奈の席の周囲には、女子生徒達が群がっていた。

「だから、たまには私達とも一緒にランチしようよ！　風かざ見みさん！」

「そうよそうよ。夕ゆう霧ぎり君とばかりズルイ！」

　玲奈は、クラスメイトの女子達に、強く詰め寄られていた。

　どうやら、いつも隼人と一緒に食べているんだから、たまには自分達ともご飯を一緒に食べてくれという話らしい。

（忘れてたけど、あいつって人気者なんだよな……）

　今までは勉強を理由に断っていたのだろう。もしくは、周囲が玲奈に壁のようなものを感じていて、言葉がかけづらかったのかもしれない。

「ええっと……でも……」

　玲奈が、申し訳なさそうな顔で隼人の方を見る。

「たまには一緒に食べたらどうだ？　俺は構わないよ？」

　詩し愛あが寂しがるかもしれないが、隼人としては、玲奈がクラスの友達と打ち解けているのは喜ばしいことである。

　それに、隼人が人気者である玲奈を独占していると、クラスの女子達だけでなく、男子達からもいらない恨みを買いそうだった。いや、もう買っているのだろう。だからせめてこれ以上は遠慮したいと、隼人は思った。

　すると、何な故ぜか玲奈は怒り出して──

「わ、わかったわよ！　アンタが一緒に食べたくないって言うなら、みんなと一緒に食べる！　行こ！　みんな！」

　教室を出て行く。学食に向かったようだ。

（な、なんで怒られるんだ……？　というか、あいつ地が出てたぞ……）

　隼人は、今の状況に理不尽さを感じながら、

（玲奈は俺と食べたがってたから？　そんなに……？）

　一瞬、隼人は、玲奈が最近お弁当を作ってくれるようになったことや、契約とはいえ彼女とキスしてしまったことを思い出し、『もしかすると、やっぱり彼女に好意を寄せられているんじゃないか』という結論に行き着くが──

（……まさかな？）

　正常な男子高校生であれば、玲れい奈なの好意にも気づいたのかもしれない。玲奈のことで頭がいっぱいになってしまったのかもしれない。

　だが不幸なことに、隼はや人とはいまだ悠久騎士フレースヴエルグとしての活動や、それに伴う他の子達との契約について考えることで、頭が一杯だった。

　言ってしまえば、恋愛について真っ正面から考える余裕なんて無かったわけである。




　──それに、指輪の力が女の子達との契約でもたらされるというのであれば、一人の少女の気持ちについて向き合うなんて、足を引っ張ることになりかねない。俺はあの指輪の力を使いこなして、あいつらに復ふく讐しゆうを──




（……っ!?）

　不意に、隼人の脳裏に浮かんだのは復讐の二文字と、先日も見た夢の映像だった。

（俺は何に復讐しようとしているんだ……？　そもそも、復讐って……）

　隼人は必死に考えるが、それ以上のことは何も思い出せない。

（指輪との同調、か……）

　それ以上考えても仕方がないと思い、隼人は詩し愛あを昼食に誘う為ため、隣のクラスに向かった。一応部外者なので、「失礼します」と言いながら入り、詩愛の席に行く。

　すると、詩愛の席の周りには、見覚えのある女子生徒が二人たむろしていた。

（あれは、立たて川かわさんと天あま羽はねさんだっけ……）

　立川美み佳かに、天羽椎しい子こ。

　最近詩愛と仲良くなった、彼女のクラスメイトだ。

「だから、たまには私達とご飯食べようよーって誘いなワケよ！　ね？」

「どうかな？」

「……でも、先約が……」

　詩愛が断ろうとする。

　すると、何な故ぜか美佳は、詩愛の手をガシっと強く掴つかんで言った。

「安心して、藍あい田ださん。もうアイツには怯おびえなくていいから」

「怯える……？」

　詩愛が、不思議そうに聞き返す。

「どうせ、アイツに弱みでも握られてるんでしょ？　あの寮に誘われたのも、お昼を一緒に食べてることだって……。ううう、私の大事なシっちーをそんな目にあわせるあの男が許せない！」

　美佳が怒り収まらないという感じで叫んだ。

　横に居た椎子も神妙な表情で続く。

「……藍あい田ださん、困ったことがあったら何でも話して。ね？」

「え、ええっと……」

　詩し愛あが、勘違いした二人にどう答えようか悩んでいると、教室に入ってきていた隼はや人との存在に気付いた。

「……あ」

「よ、よう」

　隼人がぎこちなく詩愛に挨あい拶さつをする。

　美み佳かと椎しい子こも、隼人の存在に気付いた。

「わ……ちょ、な、い、いるならいるって言って欲しいんだけど？」

「え、ええっとぉ……」

　美佳と椎子が、バツの悪そうな顔をする。

「誘われてるんだろ？　折角だし、クラスの子と食べたら？」

　隼人は、美佳と椎子に愛想笑いを浮かべながら会釈すると、詩愛に言った。

　詩愛は、美佳や詩愛と、隼人の顔を見比べ、軽く悩んだ後に言った。

「……ごめん。じゃあ今日は、そうさせてもらうわ。夕ゆう霧ぎり君に関する誤解も解いた方がいいような気がするし……」

「あはは……じゃあ、藍田、また後で」

　隼人はもう一度二人に愛想笑いと会釈をして、詩愛のクラスを出た。

（ま、藍田が適当に誤魔化してくれるだろう……）

　誤解されたままで問題があるわけでもないが、隼人にとってみれば、あまり気持ちの良いものでもない。

（かといって、状況を説明するのも無理なわけだし……）

　難儀なものだと思いながら、隼人は詩愛の教室を出た。

（しかし、今からどうするかな）

　弁当を持って出て来たものの、一緒に食べる相手がいないのであれば教室の外で食べる必要も無い。だが、今から教室に戻るのも、なんだか恥ずかしく思えた。

（ま、一人で中庭で食べるか……）

　いつも誰だれかと食べているのだ。たまには一人で昼食をとるのもいいかもしれない。

　そんなことを思いながら、隼人は教室棟の横にある階段を下りて、中庭のある一階へと向かおうとした。

　校舎は三階建てで、隼人達二年生の教室は三階にある。三年生が二階、一年生が一階。職員室は二階にあり、その隣の図書室も二階にあるというわけだ。

　すると、二階に下りたところで、下の階から上がってくるあかりと出で逢あった。

　あかりの手には風ふ呂ろ敷しきに入った弁当箱と、小さく丸めたシートのようなものがあった。

「あれ、あかりちゃん？　ご飯？」

「……隼人も、お昼？」

「も」ということは、あかりもお昼なのだと隼はや人とは理解する。

「うん。一人？」

「……いつも、図書館で食べてるから」

　意外なあかりの答えが返ってくる。

「図書館？」

「……（こくり）」

　あかりはそう言うと、図書館のある方へと向かう。

（図書館に食事するところなんてあったっけ……大体、食べ物を持ち込んで良かったのか？）

「え、えっとあかりちゃん、俺もついていっていいかな？」

　隼人が尋ねると、

「……（こくり）」

　あかりが肯定する。

　折角あかりと出で逢あえたのだから一緒に食べたいと思ったのもあるが、図書館のどこで食べているのか気になったというのもある。

　図書館に入ると、あかりは奥へと進んで行き、格段に古い本が並んでいる書庫への扉を開けた。古い本に用事がある生徒なんてそうそういないので、滅多に人の入らない場所である。

　あかりは、書庫の奥にある小さな広がりまで行くと、携帯していたレジャーシートを広げて、体操座りをした。

「……隼人も入る？」

「いや、大丈夫だよ。どう見ても余裕無いし。ありがとう」

「……（こくり）」

　あかりの敷いたシートは、あかり一人と弁当箱を置けば空きが無くなってしまうサイズのものだった。隼人が入る余裕は無い。隼人は気にせず、そのまま地べたに座った。女の子がやると行儀が悪いだろうが、男なので気にしない。

「いつもここで食べてるの？」

「……（こくり）。ご飯を食べながら本を探せて、丁度いい」

「そ、そうなんだ」

（本当に本が好きなんだな……）

「それに、教室に居ると、少し面倒だから」

「面倒？」

　隼人が聞き返すと、神妙な顔付きであかりが頷うなずく。

「女の子達がやって来て、私をベタベタと触ろうとしてくる。可愛かわいいだとか、お人形さんみたいだとか言って……」

「あ、あはは……そりゃ災難だね」

　確かに、あかりは人形のように可愛かわいく、男女問わずに人気があるだろう。

　特に年とし頃ごろの女子は、可愛い物や女の子が大好きだ。クラスメイトによってあかりが愛あい玩がん動物のように扱われる様が、隼はや人とには容易に想像出来た。

　と、隼人がそんなことを思いながらあかりを眺めていると、彼女が無警戒に、スカートのまま体操座りをしているという事実に気付く。

　捲めくれあがったスカートの中からは、純白のパンツが覗のぞいていた。

　太ふと股ももにキュっと食い込んだ白のデルタ地帯と、その奥には軟らかそうな尻肉も見えていた。

（お、教えてあげた方がいいのかな……）

　ちらちらとあかりのパンツを流し見しながら、隼人はどうすべきか悩んでしまう。

　すると、隼人の視線に気付いたらしいあかりが、頬ほおを赤く染め、

「あっ……」

　スカートを手で押さえ、股またの間に下ろしてパンツが見えないようにした。

「ご、ごめん、あかりちゃん……」

「……ううん、今のは私が悪い……」

（よ、良かった、怒ってないみたいだ……）

　あかりが包み布から弁当箱を取り出し、蓋ふたを開ける。今日の弁当は、白米に鯖さばの塩焼きに厚焼き卵。それに、ミニトマトとミニコロッケが添えられている。












　隼はや人とも自分の弁当箱を開けて、中身を確認する。隼人の弁当も、弁当箱のサイズはあかりのものより一回り大きいものの、あかりと同じ内容のものだった。だが──

「あれ？　あかりちゃん、それは？」

　あかりの包み布には弁当箱の他ほかに、チューブ入りのチョコレートクリームが包まれていた。当然、そんなもの隼人の弁当には付いていない。

「自前」

　あかりが答えた。

「……自前？　どうして」

「かける為ために」

「かける為って……えっと……うわっ！」

　あかりが、チョコレートクリームをご飯とおかずにかける。

「ちょ、ちょっと、あかりちゃん！」

「？」

「いや、『？』じゃなくて。チョコレートクリームなんてかけたら食べられなくなっちゃうよ！」

「なんで？」

　あかりが隼人に、きょとんとした顔で聞き返した。

『この寮、家事は私達でやることに決まってるんです。玲れい奈なちゃんは料理がてんでダメですし、あかりちゃんはどんな料理にもチョコレートをかけようとするので……』

　そういえば以前、琴こと美みがこんなことを言ってたのを隼人は思い出した。

「柏かしわ木ぎ先輩の前でやると、身体からだに悪いと怒られるから。一人で食べる弁当の時、チョコレートの合いそうな中身だったらかけて食べてる」

（チョコレートが合いそうな……？）

　隼人はもう一度弁当を見直す。米に鯖さばに卵焼きにミニトマトにコロッケ。

　どう見ても、チョコレートは合わない。

　だが、あかりは隼人の反応を気にせず、チョコレートのかかったご飯を口に入れて、

「美お味いしい」

　と言った。

「……本当に？」

「……（こくり）」

　あかりは頷うなずくと、箸はしでご飯を掬すくって隼人に差し出してきた。

「隼人も食べるとわかる」

「え、え？」

「……食べない？」

　隼人はすぐに、ぶんぶんと首を横に振って、

「ご、ごめん、遠慮しておく」

「そう……」

　あかりは不満そうな顔を浮かべると、チョコレートの乗ったご飯を美お味いしそうに口に含んだ。

「あかりちゃんって、そんなに甘い物が好きなの……？」

「……チョコレートが好き」

「そ、そうなんだ」

（悪食というか、何というか……）

「兄が、良く買って来てくれたから」

「あ……」

　どうやら、あかりのチョコ好きにはそういう理由があったらしい。

　隼はや人とに飛鳥あすかとの兄妹きようだいの想おもい出が沢山あるように、あかりにだって兄との想い出があるのだろう。

「……そう言えばさ、あかりちゃん」

「？」

「頑張りすぎなくても大丈夫だからね？」

　隼人は、昨晩の戦闘中にあかりが焦っているように見えたことを思い出しながら、先日も伝えた言葉をもう一度言った。お風ふ呂ろ場ばの件もそうだが、昨日の無鉄砲な戦闘のやり方といい、らしくないような気がしてしまったからだ。

「……レベル測定の値が、みんなに負けそうだったから。だから、もっと頑張らなきゃって思っただけ……」

「レベル測定の値って……十分高かったじゃないか」

「追いつかれそうだった。それに、ＡＴＲエーテルの値はみんなに負けてた……」

「それは、あかりちゃんとはまだ、双心の盟ソウルリンクを結んでいないからで──」

「だから、私は早く隼人と双心の盟ソウルリンクを結びたい」

　隼人の言葉を遮るように、あかりが言う。

「……私は、魔術師ウイザードに勝てるようにならなきゃダメだから。そうしないと──復ふく讐しゆうが、出来ない」

　──復讐。

　隼人は、先日もあかりが、魔術師ウイザードは仇かたきだと言っていたことを思い出す。

「こんなんじゃ、兄達にも……対魔騎士団デイスマジカルにも、全然……」

「……兄達？　対魔騎士団デイスマジカル？」

　その、瞬間。

　──ドクン！

　隼人は突然、周囲に高濃度のエーテルの気配が満ちたのを感じた。

（これは……！）

　先日、支配魔術が使われた時のような、周辺一帯の場を対象とした魔術の感覚。

　隼はや人ととあかりが、思わず顔を見合わせる。

「あかりちゃん」

「……間違いない、魔術の気配。でも、一体……」

　と、隼人とあかりは周囲を見回し、すぐに異変に気付いた。

　──何の気配もなく、誰だれもいなかった筈はずの場所に、女子生徒が立っていたのだ。

（え？　あれ……？　誰？　この子……？　さっきまでいなかったよな？）

　いつの間にか、忽こつ然ぜんと姿を現した女子生徒。

　女子生徒もまた、ギョっとした表情で隼人とあかりを交互に見ていた。

「あ、あれ？　えっと……あなた達は？　なんでこんなところに……？」

　女子生徒が戸惑いながら隼人とあかりに言う。

「え、ええっと……」

　隼人はあかりの方を見た。

　あかりもまた、不思議そうに女子生徒を見ていたが、隼人の方を見ると。

「……隼人、とりあえず寮に戻ろう」

「……だね」

　魔術の気配がしたことから、女子生徒が出現したのは魔術が原因であることは間違いない。ただし、どういう魔術が起こったのかまでは、隼人にはさっぱりわからなかったけども。

　隼人とあかりは弁当を片付けると、女子生徒には適当に謝って誤魔化しながら、図書室の書庫を出る。

（あれ……？）

　隼人は、書庫を抜けた図書室や、図書室を出た後の校舎の光景に、ちょっとした違和感を覚える。

（何かおかしいような……なんだろう）

　隼人は、その違和感が何なのかに気付けないまま、あかりと一緒に学校を出て、寮の理事長室へと向かう。

　そして、理事長室のドアを開き、中に入って──

　隼人とあかりは、とんでもないものを見た。

「隼人とあかりか。おかえり、じゃの」

「こやつが王オーデインか？　ふむ……」

　理事長室には、リピカが二人居た。

　目の前の光景に、あかりも愕がく然ぜんとする。

「り、理事長、どうなってるんですか？　ご飯食べてたら、突然、周りのみんなが別人になったんですけど！　……は!?」

「立たて川かわさんや天あま羽はねさんが消えちゃって──って、え？」

　そこに、玲れい奈なや詩し愛あもやって来て、二人のリピカを見て言葉を詰まらせる。

　それはそうだろう。知り合いが分裂して、驚かない人間がいる筈はず無い。

　琴こと美みも慌てながらやって来て、理事長室に入るなり苦笑いを浮かべた。

「なんだか大変なことになってそうですねぇ……」

　リピカのうち一人が、呆あきれるように言う。

「ヌシの時代の悠久騎士フレースヴエルグも、随分と騒がしい奴やつ等らじゃのう」

「この時代の騎士も相当なもんじゃったろう。問題児が多かったと記憶しておるぞ」

　リピカとリピカが言い合いをする。

　その様を見て、ポカーンとする隼はや人と達。

　すると、リピカのうちの一人が、「こほん」と軽く咳せき払ばらいをして、

「今使われた魔術じゃがな──この因果領域の時間を、逆行させる魔術じゃ。どうやらワシらは、魔術で七年前に来てしまったようじゃよ」

　そう、隼人達に告げた。

「「「「「……七年前……!?」」」」」

　隼人達は、声を合わせて驚いた。





■第四章　逆刻の戯レトロリロード







「魔術結社を抜け、理パーマネントの異能を使った強盗殺人犯へと転向。キミみたいなタイプの魔術師ウイザードが一番困るんだよね。魔術を使わないもんだから発見も難いし、魔術と違って世界的には実害が少ないもんだから、護樹議会ヴアルキユリアの奴等もあまり仕事してくれない。まったく、ミクロな事件は切り捨てるという騎士達の姿勢にもうんざりだ」

　第六因果領域の端にある、天あま宮みや町。人気の無い裏路地で、一人の騎士が魔術師ウイザードを追い詰めていた。

「何な故ぜ男が……理パーマネントを……」

　自分に矢を向ける騎士を見上げながら、魔術師ウイザードは譫うわ言ごとのように呟つぶやいた。

　騎士は、ワイシャツの上にネクタイを付け、下はスラックスという格好で、ベリーショートのヘアスタイルをしている。胸の膨らみもほとんど無いように見え、パっと見は男性にしか見えない。

　だから、魔術師ウイザードは油断していた。何食わぬ顔で、普通の格好で近付いてきた男が──まさか、騎士だなんて思わなかったのである。

「答えはいつだってシンプルさ。キミが勝手に勘違いしていたってだけ。ま、魔術師ウイザードは相手が男だってだけで、すぐ侮るからね。いつも騙だましやすくて助かるよ」

「な──お前、まさか！」

　魔術師ウイザードは、目の前の騎士の正体に気付く。魔術師ウイザードはその騎士について、噂を耳にしたことがあったのだ。

　彼女には、様々な二つ名があった。

　男装の麗人。魔術師狩り。──孤高の炎撃使い。

「アデュー。またどこかで逢あえるといいね」

　少女の放った矢が、魔術師ウイザードの持っていた槌つち型がたの理パーマネントを砕いた。

「くあっ……！」

　理パーマネントは持ち主の魂と同化している為ため、喪失する時に強烈な痛みを伴う。魔術師ウイザードは激痛に耐えきれず、そのまま失神してしまった。

「さて……」

　騎士は弓矢を仕舞うと、砕いた理パーマネントから発生した理の欠片ミスリルを拾い、背負っていたナップサックに詰める。手に入れた理の欠片ミスリルは、彼女の貴重な収入源だった。これを理術鍛冶ラタトスクに売ることによって、彼女は生計を立てているからだ。

「王オーデインが現れたって言う話だから古巣に戻って来てたけど……ちょっと急いだ方がいいかもね。今、妙なエーテルの気配を感じたし」

　──そういえば、周囲の風景が少し変わったような。

　そんなことを思いながら、孤高の炎撃使いは古巣である第六因果領域へと急ぐことに決めた。





　　　◆






「な、七年前に……!?」

　一同は困惑する。時間を遡さかのぼったなんて言われても、そもそも全然実感が湧わかない。

　実際、周囲は先程までの光景となんら変わり映えがしないし──

「そういえば……さっき図書館で、人が突然現れたのって」

　隼はや人とは図書館に居た際に、近くに生徒が急に発生してしまったことを思い出した。

　玲れい奈なと詩し愛あも、緊迫した表情で続く。

「ああ、だから教室の人が入れ替わって……！」

「立たて川かわさんと天あま羽はねさんも消えたわけなのね」

　二人のリピカは頷うなずいた。琴こと美みが、困惑した顔で呟つぶやく。

「しかし、そんな強力な魔術、一体どんな魔術師ウイザードが──」

「創世の執行者ニーズヘツグしかおらんじゃろ」

　二人のやり取りを聞いていた過去のリピカが眉まゆを顰ひそめた。

「創世の執行者ニーズヘツグ……エイオンか？」

「この時代のワシは知らぬじゃろうがな、将来エイオンの結社は力を付けるのじゃよ。悠久騎士フレースヴエルグや、護樹議会ヴアルキユリアの連中を脅かす程までにな」

　──エイオン。

　隼はや人とは以前、その単語について耳にしたことがあった。詩し愛あが入寮することになって、創世の執行者ニーズヘツグのことについて、みんなで質問した時のことである。

（この時代の理事長は、創世の執行者ニーズヘツグが勢力を拡大することを知らないのか……でも、相手のリーダーのことは知ってる？）

　隼人は少し不思議に思ったが、あれだけ大きな魔術結社を作ってしまうことになる人物なのだ。この時代から既に、有名な魔術師ウイザードなのかもしれない、と納得する。

「ということはこの寮って、七年前の状態なわけ？」

「そういうことになるの」

　玲れい奈なの問いに、隼人達の時代のリピカが答えた。

「ちょ、ちょっと私、自分の部屋を見てくる」

　玲奈が理事長室を出て行った。

　するとそこへ、バタンと派手に扉を開きながら──

「に、にーさん！　急にクラスメイトが知らない人になっちゃったんだけど、一体何が起こって……って、ええええ!?　なんで理事長が二人いるの!?」

　玲奈と入れ替わるように飛鳥あすかが理事長室に飛び込んで来て、二人のリピカを見て驚いた。

「俺達、魔術で七年前に来たらしい」

　隼人が、ざっくりと説明する。

「え？　な、七年前？　何を言ってるの？」

「まぁ、そういう反応だよな。普通は……」

　すると、今度は玲奈の叫び声が聞こえる。

「な、何これええええええええええ!?」

　隼人達は理事長室を出て、玲奈の部屋に向かった。

　当然、この時代には玲奈の部屋なんて存在しないので、別の誰だれかの部屋の筈はずである。

　隼人が玲奈の部屋に入ると、部屋の一面が青で覆われていた。天井を含む部屋中に青い『空』の壁紙が貼はり付けられていて、床にはピンクのフロアマットが敷いてあった。部屋の奥には真っ白なデスクと椅い子す、そして真っ赤なベッドが置いてある。

　お世辞にも趣味がいいとは言えず、落ち着きのない部屋である。

　更に、ベッドの上や床には、部屋の持ち主のものであろう衣類が散乱していた。

　ジーパンやシャツ。女子の制服や、スポーツ系のブラやパンツ、スパッツなど。一見男向けの服装かなと思えるものに交じって、ナース服やメイド服、果てはＳＭ用のボンデージや鞭むちまで、用途のよくわからないものも交じっていた。

　女性向けの下着や制服が散らばっているあたり、部屋の主は女性と思いたいが、散らばった服には男性物も交じっている。

「す、凄すごい部屋だね、にーさん……」

　飛鳥あすかも、部屋の趣味や多種多様な服の散らかった様子に引き気味だ。

「……花か音のんの部屋」

　あかりが呟つぶやいた。

「あれ？　あかりちゃん、部屋の主を知ってるの？」

「……私は、一緒に活動していた時期もあるから」

「私も、小さい頃ころに何度かお会いしたことがあります」

　どうやら、あかりと琴こと美みは部屋の主にあったことがあるらしい。

「ほら、話しておったじゃろ。コスプレ趣味の騎士が昔住んでおった、と。ここは、その騎士の部屋じゃ」

　隼はや人とはそう言われて、先日まで話していた騎士のことを思い出した。

「なるほど。ここに住んでたという……」

「華はな月つき花音。この時代では中学二年生かの」

「……変わった人だったんですね……」

　隼人は、部屋の惨状を見ながら呟いた。

「まぁ、そうじゃな……。じゃが、騎士としても学生としても、飛び抜けて優秀じゃったよ」

「のう、ちょっと気になっておるのじゃが。おヌシ達の時代の花音は、この寮を出て行っておるのか？」

　過去のリピカが、隼人達の時代のリピカに聞く。

「ん、まぁ……そうじゃの。色々あっての」

　リピカがリピカに対して、誤魔化すように説明した。

「今は、一人で行動しておるよ」

「ふむ……一人で、の」

　過去のリピカは、驚くこともなく頷うなずいた。隼人にはわからなかったが、花音という騎士が寮を出たことは、意外なことでもないのかもしれない。

（それにしたって、俺達の時代の理事長も過去の理事長も、落ち着きすぎだろう……。七年前の世界に来てしまったっていうのに）

　隼人がそんなことを思っていると、玲れい奈なが肘ひじで小突いてくる。そして、小声で隼人に囁ささやいた。

「ねね、隼人。私、なんか混乱してきちゃった……。理事長二人で、どっちがどっちかわからないし」

「安心しろ、俺もだ」

　過去のリピカも、現代のリピカと同じスーツを着て、見た目も現代のリピカと全く変わっていない。パっと見て、どっちがどっちだかわからなかった。

　すると、突然飛鳥が声を張り上げる。

「って、ちょっと待って！」

「どうした？　飛鳥あすか」

「ねぇ、コスプレ趣味って、柏かしわ木ぎ先輩のものだったんじゃないんですか!?　あたし、佐さ藤とう先輩からそう説明されましたけど……」

「え？　コスプレが、私の趣味？」

　飛鳥の言葉を聞いて、琴こと美みがあかりの方を見た。

　隼はや人とは、以前あかりが飛鳥に嘘うそを吐ついていたことを思い出す。

（そう言えば、コスプレのことを言及して来た飛鳥を面倒がって、あかりちゃんがそんな嘘吐いたんだっけ……）

　そして、飛鳥は今日までそのことを信じていて──

　ピクリと、いつもは温厚な琴美のこめかみが動いた。

「あーかーりーちゃーん？　何勝手に、人の変な噂うわさを広めているのかしらー？」

「……それは事情があって」

　琴美が両手を上げると、イヤらしい手付きをしながらあかりに近付く。

「ええっと、先輩。あかりちゃんは、飛鳥の追及を誤魔化そうとして──」

　隼人が琴美を止めようとするが、琴美はずいっと前に出て来て。

「ええいっ！」

　あかりの小振りな胸を、鷲わし掴づかみにする。

　そしてさわさわと、服の上からあかりの胸を弄もてあそんだ。

「やっ、ちょっ……やめっ……！」

　あかりが、艶なまめかしい声をあげる。

「あかりちゃんが身体からだを触られるのに弱いこと、知ってるんだから。……ふー」

「ひゃっ！」

　今度は琴美が、あかりの耳の穴やうなじに向かって息を吹きかけた。

　あかりが、ぷるぷると痙けい攣れんするように震える。

「だから、コスプレ云うん々ぬんはあかりちゃんが悪いわけじゃなくて……！」

「か、柏木先輩！　佐藤先輩にいかがわしい声出させないでください！　にーさんの毒です！」

　隼人と飛鳥が琴美を止めに入るが、琴美は面白いのか、気にせずあかりに息を吹きかけて遊ぶ。

「ん？　どう？　あかりちゃん……ふー」

「ひゃっ……やっ……！」

　そんな四人の様子を、玲れい奈なと詩し愛あが呆あつ気けに取られながら、

「……アンタ達さっきから何の話してるのよ？」

「ええっと……と、とりあえず、みんな落ち着いたらどうかな……？」

　そして二人のリピカは、呆あきれるように眺めながら言う。

「未来の騎士も、騒がしい奴やつばかりみたいじゃの……」












「……いつの時代も変わりはせんよ。この寮は賑にぎやかな奴やつに好かれるようじゃの」




「状況を整理してみましょう。とりあえず、魔術で私達が過去に飛ばされた、ってことでいいんですよね？」

　一騒動終えて、場が落ち着いた後に琴こと美みが言った。

　リピカが即座に首を横に振る。

「いいや、違うの。ワシらが飛ばされたのではなく、この因果領域の時間が若返ったというのが正しい。ワシらは理パーマネントの影響で魔術の効果を受けぬから、そのまま世界に残っておる状態じゃの」

「え？　じゃあ、元の世界はどうなったんですか？　他ほかの人達は？」

　玲れい奈なが驚き、声をあげて質問した。

「どうもなっておらぬよ。魔術が消えれば時間も元に戻る筈はずじゃし、今こうやって過去で起こっておることも、無かったことになる筈じゃ」

　飛鳥あすかが首を傾かしげながら、不思議そうに聞く。

「何も変わらない、ってことですか？」

「因果は時間の上位に存在する概念で、樹術式は世界に矛盾が出ないように動いておるからの。魔術が引き起こす不可解な状況は、魔術が停止すれば、人々の記憶なども含め全すべてが元に戻ってしまうじゃろう」

　隼はや人とは、以前月隠しの戯ムーンイレイスの時に、玲れい奈なに似たようなことを説明されたことを思い出す。

「仮に、ワシらの知っておる七年前と、この時間とで違う出来事が起こったとしても、それを修正するための何らかの出来事が発生していたということになるじゃろう。たとえば、この時間の誰だれかが死ぬような出来事があったとしても、実は奇跡的に死んでいなかったという設定と流れが作られて、ワシらの知ってる時間と全く同じような状況が出来上がる筈はずじゃ」

「タイムパラドックスの修正という奴やつですか」

　隼人の言葉に、リピカは頷うなずく。隼人は、何度か本や映画で似たような話を見聞きしたことがあった。過去は変えようとしても、これを収束する波動関数というものが働いていて、絶対に時間の流れは変えることが出来ないという話だ。

「それでも残ってしまった因果の亀き裂れつみたいなものが、世の中の都市伝説やオカルトとして語り継がれたりする、というわけじゃな。先程の例の場合、信じられないような奇跡が起こり、生還を果たしたアンビリーバボーなエピソードとして、テレビで特集でも組まれるじゃろうよ」

　リピカの説明に、隼人は強く納得する。飛鳥あすかも納得したようで、首を縦に振っていた。

「もしくは、ありもしない過去のことを、不意に思い出したような感覚になることもあるかもしれん。初めて見た筈の物を、懐かしく思ったり──デジャブと呼ばれる感覚じゃの。……ん？」

　リピカが急に驚き、言葉を止めたので今度は隼人が聞く。

「どうしました？　理事長」

「いや、ワシの記憶に過去のワシの記憶が……増えてるような……そうじゃな、今まさに、おヌシ達と出で逢あってる記憶が……」

　琴こと美みが、ポンと手を叩たたいて言う。

「この時代の理事長も魔術の影響を受けないから、それで記憶が残ってるんじゃないですか？　現在進行形で、理事長に過去の記憶が増えてるんだと思いますよ」

「……そのようじゃの」

　どうやら、過去の自分との記憶の共有が成されているらしい。

　琴美が苦笑いを浮かべながら言う。

「とりあえず、影響が出ないことも無い、ってことはわかっちゃいましたね。では尚なお更さら、早く事件を解決した方がいいかもしれません。創世の執行者ニーズヘツグもこの時間軸にやって来ているでしょうし……魔術式もこの時代に来ている筈ですよね？　まだ昼間ですが、潰つぶしちゃわないと……」

　琴美の言葉に、過去のリピカが困った顔をする。

「それがじゃの……実は、〈因果観測機エヴエレツト〉の調子が悪くての」

「え？」

　弱った様子でリピカが続けた。

「今朝方から、不可思議なエーテルの波が発生しておっての。〈因果観測機エヴエレツト〉がマトモに動作せんのじゃ」

「トラブルですか……」

　この時代のリピカが頷うなずく。

「ヌシ達がやって来たことに関係があるのかもしれんの。未来の魔術に干渉される影響で──」

「──いや、違うのう」

　隼はや人と達の時代のリピカが口を挟んだ。

「ワシの過去も、この時期は〈因果観測機エヴエレツト〉の調子が悪かったと記憶しておる。ワシらが来たことは関係無い筈はずじゃ」

「ふむ……じゃあ、理由は何なのじゃ？」

　過去のリピカが、隼人達の時代のリピカに聞く。

「それが、未いまだにわからぬのじゃよ。あの時、何な故ぜ〈因果観測機エヴエレツト〉が不調になったのか。それと確か、この日は不可思議な因果の揺らぎみたいなものが観測された日でもあっての。〈因果観測機エヴエレツト〉が不調になるなんてことはほぼ無いから、この日のことは良く記憶に残っておる。街で何か不思議な気配が感じられたのじゃが、それも理由がわからずじまいでの……」

　リピカが、両掌を上に向け、さっぱりわからないという風に両肩をあげた。

「わからないことだらけですね」

「ほんとさっぱりじゃ。まぁでも、深夜になれば、〈因果観測機エヴエレツト〉の調子が戻った気がするの」

　玲れい奈なが、しかめっ面で過去のリピカに質問する。

「それまで待てってことかぁ……。そういえば、この時代の騎士達ってどうしてるんですか？　寮に居ませんけど……」

「まだ授業中じゃよ。おヌシ達も、さっきまではお昼休みだった筈じゃろ」

「あ、そっか」

　隼人達の時代のリピカが説明する。

「この時代の悠久騎士フレースヴエルグは全部で四人いての。二人は高校、二人は中学に通っておる」

（そのうち一人が花か音のんって騎士で、今は一人で行動しているのか……と、なると）

「えっと、花音さん以外の三人は、俺達の時代でどうしてるんですか？」

　隼人が、自分達の時代のリピカに聞いた。

「二人は引退したよ。騎士は歳としを取るごとに力を失うからのう。もう一人は──」

　リピカは琴こと美みを見て、過去の自分を見て、

「あやつも、出て行ったよ」

「……ふむ。まぁ、あまり未来のことを聞くのも趣味が悪いの」

　過去のリピカが、気にしてないように振る舞う。

　琴こと美みは、何かに憂いでいるような、遠い目をしていた。

　そんな琴美を見ながら、この時代のリピカが感心するように言った。

「しかし、大きくなったものじゃの」

　どうやら過去のリピカは、既に琴美のことを知っているようだ。

「え、えっと……ご無ぶ沙さ汰たしております、でいいんでしょうか」

「ワシにとっては一年前くらいのことじゃがの。鷹たか音ねがこの寮に入ることになった時、母親と一緒に挨あい拶さつに来てな。その時、ヌシも一緒におった」

「そんなこともあったのう……」

「ええっと、鷹音さんって？」

　知らない名前が出て来たので、隼はや人とが琴美と二人のリピカに聞いた。

　すると琴美が、不思議とはにかんで答える。

「私の姉です。さっき理事長が出て行ったって説明されていた、今この寮に住んでる悠久騎士フレースヴエルグの一人です」





　　　◆






〈因果観測機エヴエレツト〉の不調がどうにか出来ないかもう一度調べてみると二人のリピカが言ったので、隼人達は、ひとまずリビングで待つことにした。リビングは隼人達の時代と殆ほとんど変わらない内装で、家具等も殆ど一緒のものを使っている。

「特に代わり映えしないわねー」

「物持ちがいいということね。悪いことじゃないと思うけど」

　玲れい奈ながリビングを物色しながら呟つぶやくと、詩し愛あが賛同する。

「寮にいると過去に来たって感じがしないね。あたし、外出てみたいかも」

　飛鳥あすかが楽しそうに言った。過去に来たということで、うきうきしているようだ。

「まぁ、とりあえず理事長達の指示が出るまで待とう」

　隼人は飛鳥を窘たしなめると、リビングの窓から外を見た。リビングの窓からは中庭が見えるのだが、中庭の光景も隼人達の時代のものと変わらない。

（七年前、か……）

　今一つ実感が湧わかないが、リピカが二人に増えていたという事実がある。

　それに、リビングにかかっているカレンダーも、隼人達の居た２０１３年から七年前の２００６年のものに変わっていた。

（この時、俺は何をやってたんだっけ……）

　と、隼人がそんなことを思っていると、リビングをそわそわと歩き回る、落ち着かない様子のあかりの姿が目に入った。

「どうしたの？　あかりちゃん」

「……いや、何でもない」

「そう？」

「……（こくり）」

　あかりが頷うなずく。

　──と、そこで、

「すみません、私ちょっと上の部屋に行って来ます」

　琴こと美みが、一同に向かって言った。

「部屋？　この時代の寮の人の部屋に、ですか？」

「ちょっと、姉の部屋に入ってみたくて」

　そう言うと、琴美がリビングから出て行く。

　隼はや人とは、琴美が以前、自分の家系が悠久騎士フレースヴエルグの因果を持っていると言っていたことを思い出す。

（なるほど。家系が、ね）

　暫しばらくすると、琴美がリビングに戻って来る。

「……ドアが閉まってました。よく考えて見れば当然ですよね。普通、外に出かける時は、鍵かぎくらいかけるものですし……」

　隼人が不思議そうに琴美に返す。

「あれ？　さっき、花か音のんさんって人の部屋は開いてたような……」

「華はな月つき先輩は適当……いえ、大らかな性格ですから、開けっ放しだったんでしょうね」

　どうやら、鍵をかけずに部屋を出てしまうほど、大雑把な性格をしているらしい。

（部屋も散らかってたしな……）

「……私の姉と違って」

　琴美が付け加えるように呟つぶやくと、飛鳥あすかが興味津々に聞いた。

「柏木先輩のお姉さんって、どんな人なんですか？」

「穏和で優しい人よ。運動も出来るし、成績も優秀。私から見ても、羨うらやましい程の優等生かな」

（超スペックの先輩がそれを言っても……）

　隼人は内心突っ込んだ。

　琴美は、少し躊躇ためらうように、一度大きく息を吸うと──

「ただ、ちょっと繊細過ぎたんだと思います。姉は、騎士であることに全すべてを捧ささげ、樹に忠誠を誓う不自由な生活に疲れてしまった。だからある日、魔術師ウイザードになって創世の執行者ニーズヘツグに入った」

「え？」

（柏木先輩のお姉さんが、創世の執行者ニーズヘツグ？）

　驚くべき事実を聞かされ、唖あ然ぜんとしてしまう隼人。玲れい奈なと飛鳥も驚きよう愕がくの表情を浮かべた。詩し愛あは、かつて創世の執行者ニーズヘツグだったから知っていたのだろう。あかりも知っていたらしい。二人は動じずに耳を傾けている。

「創世の執行者ニーズヘツグには三魔柱ソフイアと呼ばれる三人の実力者がいるの。そのうちの一人が私の姉。柏かしわ木ぎ鷹たか音ねよ」

「……三魔柱ソフイア」

　あかりがボソリと、恨めしい声で呟つぶやく。

（何だ？　あかりちゃんも、三魔柱ソフイアって奴やつ等らに何かあるのか……？）

「ま、気にしないでください。とにかく、そんな感じなんですよ」

　琴こと美みが、微妙な空気を誤魔化すような、作り笑いを浮かべた。

「え、あ、は、はい……」

（まぁ、本人が気にするなって言ってるんだから……でも）

　──そのうち、聞けるのだろうか。

　もしかするとそれは、琴美の理パーマネントの存在理由、変えたいに関係あるのかもしれなくて──

「ただいまー」

　と、その時突然、寮の玄関から女性の声が聞こえた。

　玲れい奈なが小首を傾かしげる。

「あれ？　もう誰だれか帰ってきた？」

　他ほかのみんなも、それぞれ顔を見合わせて不思議そうにする。

　隼はや人とは時計を見た。時計は午後の三時前を示している。学生が帰宅するにはまだ早い。

　トントンと、足音が近付いて来て、やがて──

　二人の少女が現れた。

　毛先にチリチリとパーマのかかったショートカット、おっとりした雰囲気と垂れ目。二人とも同じ髪型をしていて、見分けが付かないくらいに似た顔をしている。

（あれ？　この人達って……）

「あれ～。あなた達は誰ですか～？」

　隼人は、声にも聞き覚えがある。

　先日、寮に〈理力測定機レベルスペクト〉を運んできた女性を七年くらい若返らせると、この女性のようになるだろう。

「……緑みどり川かわ一かず葉はさん？」

「え～？　あなたなんで私のこと知ってるの～？　それに、どうして男の子がここにいるのかしら～？」

　同じ顔をした二人の少女の片方が言う。

「え、ええっとですね……」

　と、隼人が困惑していると、

「この二人は、緑川一葉先輩、そして緑川双ふた葉ば先輩。二人は双子の姉妹で、この時代の悠久騎士フレースヴエルグです」

　琴美がみんなに、二人の女性を紹介する。

「わ～。どうして私のこと知ってるの～？」

「と言うか、あなた達は誰だれ～？」

　すると二人は、わっと大きく口を開いて、間の抜けた声をあげて驚いた。

「お、帰って来たようじゃの」

　リビングに二人のリピカがやって来る。そして、片方のリピカが寮に戻った双子の姉妹を見て言った。今度は二人の理事長を見て、一かず葉はと双ふた葉ばが騒ぎ始める。

「わ、わ、何で理事長が二人もいるの～!?　歳としを取りすぎて分裂した～!?」

「も、もしかして、腹違いの双子が見つかったとか～？　不老不死の双子って珍しい～」

「不老不死の双子以前に、双子に腹違いなどおるわけないじゃろ！　ワシはこの時代のワシ。そしてこっちが、魔術で七年後からやって来たワシじゃ」

　リピカが、もう一人のリピカを指しながら言った。

　すると、双子は顔を見合わせて笑った。

「やだ～。何言ってるの理事長。そんな凄すごい魔術が存在するなんて常識的に有り得ないかと～」

「そうよ～。冗談は年齢だけにして欲しいわ～」

「腹違いで双子産む人間の存在より余程現実的じゃろうが！」

「……この時代のワシはワシで、苦労しておったんじゃったのう」

　嘆くこの時代のリピカに、隼はや人と達の時代のリピカが同情する。

　と、そうしていると、

「ただいま帰りましたわ」

「ただいまだよー、と」

　更に二人、寮に戻って来た。

　片方は上品な声、もう片方はハキハキとした明るい声だ。やがて、足音がリビングに近付いてきて、足音の主が顔を見せる。

　ベリーショートでボーイッシュな雰囲気の男の子と、縦ロールの髪を垂らす気品を感じる女の子。縦ロールの女性は、顔立ちや雰囲気が琴美に良く似ており、すぐに隼人は彼女が琴美の姉である鷹たか音ねだとわかった。

（ということは、もう一人が華はな月つき花か音のん先輩？　え？　でも、男性……？）

　花音は男物の制服を着ている。スカートではなくズボンだ。

　花音と鷹音は、隼人達を見てきょとんとして、言葉を発した。

「ん？　誰だろう、この人達」

「……どなたですの？」

　そして、一同を見て目を泳がせると──

「な、なんでリピカちゃん二人いんの!?　なんで!?」

　花音が大仰に驚いた。

「えっと……どういうことですの？」

　鷹たか音ねは唖あ然ぜんとしている。

　過去のリピカが答える。

「全員集まったことじゃし丁度良い。もう一度説明するかの……」




「へぇ、それで、未来の悠久騎士フレースヴエルグがこの時代にやって来たんだね。んで、厄介な事件が起こったからボク達は理事長にメールで早退を命じられた、と。なるほどー」

　花か音のんが嬉うれしそうに話す。

「で、キミは未来の琴こと美みちゃん、と。凄すごい。大きくなってる！」

「ど、どうも。過去の私がお世話になりました」

　琴美が頓とん珍ちん漢かんな挨あい拶さつをする。

　そして、二人を見ていた鷹音は、真面目まじめな顔で琴美に近付くと、静かに声をかけた。

「貴方あなたが、未来の琴美」

　琴美が緊張した面持ちで会釈を返す。

「はい。過去の私がお世話になってます」

「七年後ってことは、今のわたくしより全然年上ですわよね。とても不思議な感じですわ……」

（確かにそうだよな……）

　花音も鷹音も、どう見ても琴美より幼い。

　年下の姉と年上の妹。かなり妙な構図である。

（それにしても、この人が後に……）

　──騎士を裏切り、魔術師ウイザードになるのか。

　他ほかの皆も同じことを思っていたらしく、まじまじと鷹音を見つめていた。

「七年後のわたくしは、お元気でしょうか？」

　妹という気がしないのだろう。

　鷹音が琴美に質問する。

「──っ！　あ、え、あ、はい……」

　琴美は一瞬言葉を失ったが、慌てて頷うなずいた。

「そう」

　鷹音がニッコリと笑った。その淀よどみのない笑顔からは、これから彼女が騎士を裏切り魔術師ウイザードになるとは、到底思えない。

　玲れい奈なや飛鳥あすかも、鷹音をジっと見つめていた。恐らく、隼はや人とと同じようなことを思っているのだろう。

「そして貴方が、王オーデイン……」

　鷹音が、隼人に近付いて来て、優しく手を握った。

「え？　あ、あの……」

「貴方の力は、この世界の為ために必要なもの。よろしくお願いしますわ」

「あ、は、はい」

　隼はや人とは、鷹たか音ねから感じられる丁寧で穏やかな雰囲気に戸惑った。

（この人が本当に、悠久騎士フレースヴエルグを裏切る……？）

「やぁ、ボクもよろしく。華はな月つき花か音のん、鷹音と同じ中学二年生だ」

　隼人が鷹音の裏切りを改めて不思議に思っていると、気軽な感じで花音が手を伸ばしてきた。

　隼人は握手を交わしながら、気になっていたことを聞いてみることにする。

「ところで、ちょっと気になってたんですが」

「ん？　何だい？」

「えっと、花音先輩って、男なんですか……？」

　よく見れば中性的にも見えるが、少なくとも服装は男である。

　花音は質問に苦笑いして、

「え？　ああ。ボクは、男物の制服を好んで着るんだ」

　その場でくるっとターンをして、隼人に服装を見せた。

「好んで、ですか……」

「そう。好んで。好きだから着てるだけ」

　あっけらかんと、花音が答える。

「花音ちゃんの我わが儘ままは、誰だれも止められないの～」

「風来坊って感じよね～」

　双子が笑って続ける。

（自由な人なんだなぁ……）

　先程の部屋の状況を思い出しながら、隼人はそんなことを思う。

「でも、性格はともかく、年下の癖に私達なんかよりもずっと強いからね～」

「そうそう。鷹音ちゃんもね～」

「性格はともかくって、失礼だなー」

　花音が怒るように言った。

　話していて受ける軽い感じから、とても実力者には思えないが、人は見た目に依よらないということなのだろう。

　花音は、恭しく一同にお辞儀をする。

「対魔騎士団デイスマジカルのエース、華月花音だよ。よろしくね！」

　すぐに隼人が聞く。

「対魔騎士団デイスマジカル？」

　隼人の質問に、花音が得意そうに答える。

「ボク達、第六因果領域を守護する悠久騎士フレースヴエルグのチーム名だよ」

　どうやら、花音達には、チームの名前があるらしい。

（しかし、この名前どこかで──あ）

　と、隼はや人とは、あかりが今日の昼休みに図書館で呟つぶやいていたことを思い出した。

『こんなんじゃ、兄達にも……対魔騎士団デイスマジカルにも、全然……』

（確か、そんなことを言ってたっけ……）

　どうやら、あの時あかりは、自分と花か音のん達を比較していたらしい。

「わたくしも、よろしくお願いしますわ」

「私も私も～」「私も～」

　鷹たか音ねと双子も、花音に続いてみんなに頭を下げる。

　玲れい奈な、飛鳥あすか、詩し愛あ、それにあかりと琴こと美みも、三人に辞儀を返した。

「んで、これからどうするの？　理事長。なんか凄すごい魔術が使われてるって話だから、ボク達も手伝った方がいいと思うんだけど……」

「未来で魔術を使われたってことだけど、どこかに魔術があるってことなのかしら。早く潰つぶしてしまわないと、樹術式へのダメージが大きくなるのでは？」

　花音と鷹音が、過去のリピカに心配そうに聞いた。

　リピカが難しい顔をして答える。

「じゃが、今朝から〈因果観測機エヴエレツト〉が不調でのう。魔術を止めようにも、魔術式の場所がわからぬのじゃ」

「でも、だからって、ただ待ってるのは時間の無駄じゃないかな。そんな強力な魔術だったら少し近付けば気配でわかるかもしれないし、手当たり次第でも探索して見た方がいいような気がするんだけど」

　花音の提案に、鷹音も首肯する。

「同意ですわね。それに、その創世の執行者ニーズヘツグって魔術結社が、わざわざこの日に時間を巻き戻したことも気がかりですわ。もしかすると、〈因果観測機エヴエレツト〉がこの時期に不調になることを、知っていたのかもしれませんし」

（確かに……）

　その可能性は高いと、隼人は思った。因果観測が出来ないこの日をわざわざ狙ねらったのであれば、そのことを利用して何か仕掛けてくる可能性だって高い。

「二人とも、そんなに焦らなくても～。真面目まじめすぎるんだから～」

「そうそう。急がば回れって言うわよ～？」

「先輩方は、もう少し焦ってくださいまし……」

（どっちが年上かわからないな……）

　呆あきれている鷹音を見て、隼人は苦笑いを浮かべた。

　そんな微笑ほほえましい過去の騎士達の様子を見ていた琴美が、ポツリと言葉を漏らす。

「……皆さん、仲が良いんですね」

「そりゃね。チームワークだってバッチリさ。この世界が滅んでも、ボク達の絆きずなだけは壊れはしないよ。ね、みんな」

「花音一人で放り出したりしたら、周囲にどれだけ迷惑をかけるかわかりませんものね」

「違いないわ～」

「だね～」

「ちょ、先輩方まで！　そりゃ無いよ～」

「本当に、騒がしい奴やつ等らじゃのう」

　過去のリピカが呆あきれる。そして、隼はや人と達の時代のリピカは、懐かしむようにこの時代の騎士達の様子を見ていた。

（でも、どこか寂しそうな……）

　隼人は琴こと美みを見る。琴美も同じような表情で見ていた。

（……こんなに仲が良いのに、どうして花か音のん先輩は出て行っちゃったんだろう。そして、先輩のお姉さんはどうして……）

　──魔術師ウイザードなんかに、なってしまったんだろう。

　仲なか睦むつまじい対魔騎士団デイスマジカルの様子を見ながら、隼人はそんなことを考えていた。





■第五章　来訪者







　鷹たか音ねが推測した通り、この日、〈因果観測機エヴエレツト〉が不調になることに関して、創世の執行者ニーズヘツグは把握済みだった。

　ただし、逆刻の戯レトロリロードを使い、莫ばく大だいな理の欠片ミスリルを消費してまで過去に遡さかのぼって来た理由は、〈因果観測機エヴエレツト〉が不調である事態を利用したかったわけではない。

「毎度毎度、辛気くさい場所に集まりますわね」

　鷹音は、逆刻の戯レトロリロードの魔術を発生させた後、緑色に光る魔術式の様子を眺めながら呟つぶやいた。白のショートスリーブに黒のミニスカートという格好をしており、街を歩いていれば普通の女子大生かＯＬにしか見えないだろう。

　今日、創世の執行者ニーズヘツグが魔術のポイントに選んだのは、近々取り壊しの決まった、閉店したショッピングセンターの中だった。場所は結むすびヶが原はら市に隣接する、結ヶ原市と同じ第六因果領域の桜さくら田だ市だ。先日、暴れ狂う破者トランプルが魔術を使った市である。

「そりゃ、人目に付くと困るからね。ここだって探すのに苦労したんだよ？」

　赤毛の魔術師ウイザード──エイオンが答える。彼女はいつものローブ姿だった。

「いっそのこと、土地を買い取ってやれば良いですのに」

「簡単に言ってくれるね。一度騎士に場所が割れたら厄介じゃないか。そりゃあ、キミの実家くらいお金があれば、そんな発想も出てくるのかもしれないけど」

「……家の話はやめて欲しいですわね」

　意地悪なエイオンの言葉に、刺とげ々とげしい口調で鷹たか音ねが返す。

　すると、そんな二人の会話に、

「鷹音は本当に家の話が嫌いだよねー」

　小学生くらいの少女が割り込んだ。

　白いフリフリのフリルドレスに、頭には大きなウサミミ風のカチューシャを付けており、とても可愛らしい格好をしている。

「乃の亜あ、知ってるよ？　そういうのを反抗期って言うんでしょ」

　姫ひめ咲さき乃亜。元天才理術鍛冶ラタトスクであり、現三魔柱ソフイアの一人だ。

「くはは、ちげーねー。鷹音は反抗期をこじらせてるようなもんだな」

　そこに、もう一人口を挟んでくる魔術師ウイザードがいた。ホットパンツに白地のＴシャツ姿。服が汚れるのを気にせず、清掃など暫しばらくされてないショッピングセンターの床に、だらんと寝転がっている。

　こちらはエイオンや鷹音と同様に大人びており、もう成人前後だろうか。腰元まで伸びた髪と、燃えるような深い緋ひ色いろの目が特徴的だ。

「家の無い乃亜や香か澄すみには、わからないですわ」

　鷹音が呪じゆ詛そのように呟つぶやいた。緋色の目をした魔術師ウイザードは、久く世ぜ香澄。彼女も三魔柱ソフイアの一人である。

「ひどいね鷹音は～、ぷんぷんしちゃう。乃亜、家が無いことで結構傷付いているのに」

　頬ほおを膨らませ、わざとらしく怒った顔を作った乃亜が抗議する。

「ふん、わかっちゃいるさ。こう見えて、オレも昔は家のことで悩まされたクチでね。ま、今はもう全部無くなってしまったがな」

　香澄が、薄ら笑いを浮かべながら鷹音に言った。

　家に縛られるのを嫌って脱けだした鷹音が、結局家のことに触れられると躍起になってしまう様を見て、からかっているのだ。

「ま、そのへんにしとけ。そろそろ時間だから、準備をしてくれると助かる」

　エイオンが三魔柱ソフイアに言った。

「わかってるよエイオン、乃亜だってこの日を楽しみにしてきたんだ。揺らぎの発生するポイントに行って、状況を観察してこないと。じゃじゃ～ん！」

　乃亜が、持っていた可愛らしい花柄のピンクのノートを頭上に掲げる。

　ノートの表紙には、『乃亜の観察日記　vol.7』と黒マジックで書いてあった。

「んじゃ、しっかり観測してこないとね♪　転移の魔術、そして方舟の完成への大きな一歩だ！」

　乃亜が嬉うれしそうに言った。寝転がっていた香澄が立ち上がる。

「しかし、過去の自分を見に行くってーのは、妙な感じがするな」

　そして、寝転がってついた背中とお尻しりの汚れを手で払いながら言った。

「鷹たか音ねも来ればいいのに～。もしかすると、鷹音も過去の自分と逢あえるかもしれないよ～？」

「逢ったからってどうなるわけでもありませんわ。わたくしはここに残って魔術式の番をします。観測が終わる前に魔術を妨害でもされたら、こんなことやってる意味がなくなるわけですしね」

「そうだ。今の私は、魔術式の維持だけで手一杯だ。しっかりと鷹音に護まもってもらわないと困るよ」

　今、エイオンは、逆刻の戯レトロリロードの実行を維持する為ためにエーテルを消耗し続けている。

　先日、百ゆ合り香かが使用した支配魔術や、今回のような時間操作魔術の場合、魔術式を実行中の使用者はその間、エーテルを消耗し続けることになる。廃工場での暴れ狂う破者トランプルとの一件の際に、百合香が素人同然の飛鳥あすかに戦闘で押された理由には、そのような背景があった。

　そして今回、魔術式の発動自体は三魔柱ソフイアとエイオンの四人で行ったものの、その後の魔術式の維持はエイオン一人で行っていた。

　エイオンの持つエーテル量は、〈理力測定機レベルスペクト〉の値で言えばＡＴＲ換算で１０００を越える。そんなエイオンでも、逆刻の戯レトロリロードの魔術を維持するには、多量の理の欠片ミスリルを消耗して尚なお、手一杯だ。複雑な因果の修正を要し、法則をねじ曲げる時間操作の逆刻の戯レトロリロードは、大魔術の中でも難易度が極端に高く、維持には大変な力を要するからである。

　なので、この魔術を止める為に悠久騎士フレースヴエルグがやって来た場合、騎士達に対抗する術が今のエイオンには無かった。

　鷹音は、エイオンの言葉に頷うなずくと、言葉を続ける。

「それに……わたくしは、過去の自分が嫌いですから」

「ふん。まぁ、オレは過去のお前と逢えるかもしれないということが、楽しみで仕方がないがな。──この時代の騎士達は、つえーんだろ？」

　香か澄すみが鷹音に、にやけながら聞いた。

「対魔騎士団デイスマジカル。各地の樹術式を守護する悠久騎士フレースヴエルグの中でも、この時期の騎士団はトップクラスのチームだったことは、間違いないと思いますわ。もっとも、個人としてですと、今のわたくしと過去のわたくし──今のあの子と過去のあの子じゃ、比べものにならないでしょうけど」

「くはは、楽しみになってきた。喰ってもいいんだよな？」

「魔ロ王キと邂かい逅こうした場合は指輪は避けろ。あと、鷹音のは避けてやれ。そのくらいだ」

「そうですわね。わたくしのは食べられると困りますわ」

　鷹音が、溜ため息いきを吐ついて言った。

「香澄は相変わらずの戦闘狂だねー。それに、あんまり変なものばかり食べてるとお腹なか壊すよ～？　不健康だよ」

「うっせー乃の亜あ。お前こそ、ずっと理術具アーテイフアクトの研究ばかりでオレより不健康だろう」

　乃亜が座ったまま、持っていたノートパソコンのような機械を立ち上げる。

　先日、百ゆ合り香かが集積理術人形ミストカーフのデータを見る為ために扱っていた、〈調律機デバツガ〉と呼ばれる理術具アーテイフアクトを改造したものだ。

　改造された〈調律機デバツガ〉には、理術具アーテイフアクトのデータを確認し、改ざんする機能の他ほかにも、近隣の因果律の乱れやエーテルの狂いなどを計測し、記録する機能があった。

「あれ……？」

　乃亜が、〈調律機デバツガ〉に表示されたデータを見て、不思議そうに言う。

「どうした？」

「いや、転移で引き起こされてる領域の因果の乱れだけど、反応が一つじゃなさそうだなーって」

「どういうことだ？」

「えっとね。もしかしたら、この世界に飛んできたのは、香か澄すみだけじゃないかもしれない。──もう一人、別の世界からやって来た人がいるかもしれないよ」
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　鷹たか音ねが提案した通り、隼はや人と達は〈因果観測機エヴエレツト〉の修復を待つことなく、三グループに分かれて魔術の探査へと乗り出した。

　一つめのグループは、この時代の悠久騎士フレースヴエルグである対魔騎士団デイスマジカルのメンバー。二つめのグループは、隼人と飛鳥あすか、それに琴こと美みとあかりの四人。

　そして、三つめのグループは、空を飛べる玲れい奈なと詩し愛あだった。

「こんな時間から飛んでて、人に見られちゃうと大変じゃない？」

「まぁ、魔術が消えるとみんな忘れちゃうだろうし……」

　玲奈と詩愛は、普段よりやや高い高度で空を徘はい徊かいしながら、魔術の反応を探していた。人に見られないようにと、多少なりとも警戒しているのだ。

　今は夕暮れで、空は茜あかね色いろに染まっていた。陽ひは地平線に沈みかかっているが、夏はここから完全に暗くなるまでが長い。辺りが闇やみに染まってしまえば、多少低い場所を飛んでも大丈夫だろうが、まだまだ危ない時間帯だろう。

「しかし、見当たらないわねぇ」

「そんな簡単に見つかったら苦労はしないよ」

「そうね、何事も簡単にはいかないわよねー。地道に地道に、と」

　玲奈が、自分に言い聞かせるように言う。

「……風かざ見みさんも、地道になんて思うことがあるんだ」

　すると、詩愛が意外そうに言った。

　いつだって高望み、上ばかり向いているように見える玲奈がそんなことを言うなんて、意外に思えたのだろう。

「意外そうにしないでよね。私はいつだって、地道を意識して生きているわよ」

「そうなの？」

「いい？　藍あい田ださん。目標を達成するためにはね、まず長期目標と短期目標を立てるの。長期的に何を成し遂げたいかを明確に設定して、その為ために必要な目標を更に具体的に設定する。いきなり凄すごい目標は難しいけど、その為に近い目標を一つずつクリアしていく。成功への鍵かぎは、地道にあるのよ。だから私は常に地道よ。明日の勝利の為に、ね」

「え、えっと……う、うん」

　凄い剣幕で喋しやべる玲れい奈なに、少し引き気味な詩し愛あ。どうやら、『地道』というのは、玲奈にとって心震える大好物なワードだったらしい。

「そう、そうよ。だ、だから、まずはお弁当から……」

「お弁当？」

「う、うん。料理を練習して、美お味いしい料理を隼はや人とに……って、ち、違うわよ！　何を言わせるの！」

　一人、空を飛びながらテンパり始める玲奈。

（自分で言い出したのに）

　詩愛は「たはは」と苦笑いを浮かべる。

（でも、やっぱり風かざ見みさんって……）

　わかっていたことだが、玲奈は隼人のことが好きらしい。詩愛はそのことを再確認して、チリチリとした焦燥感が胸の中でざわつくのを感じた。

（……落ち着かない）

　しかし、詩愛はすぐに思った。どうして私が、落ち着かなくなっているのだろう、と。

（やっぱり、私も……）

「あ……」

　玲奈が、地上を見ながら声をあげる。

「どうしたの？」

「あれ、私の家」

　玲奈は地上に豆粒のようなサイズで見える、赤い屋根の一軒家を指差した。

「ちょっとだけ高度下げてもいい？」

「……誰だれかに見つかったら見つかった時に考えればいいと思うわ」

　玲奈と詩愛は、玲奈の家の真上からゆっくりと高度を下げた。二人の視界から、段々と玲奈の家の様子が確認出来るようになる。

　洋風二階建て、40坪程度の広さだろうか。特に変わったところの無い、ごく一般的な家だ。玲奈は、空中に静止したままジっと自分の家を見つめる。

（風見さん、家が気になってるみたいだけど……こういう時、友達ならどう声をかけるのがいいんだろう）

　詩愛は躊躇ためらい、悩んだ。変に声をかけて失敗しても気まずいし──でも。

「……風かざ見みさん、降りてみる？」

「え？」

　詩し愛あが提案すると、玲れい奈なが驚きながら詩愛の顔を見た。

「いや、気になってるみたいだったから……余計なお節介だったらいいのだけど。もし人に降りているところを見られても、その時はその時かな、と」

「う、ううん。ありがとう、気を遣ってくれて。じゃ、じゃあ、お言葉に甘えて──」

　玲奈が、嬉うれしそうに地上に降りていく。

（良かった。ちゃんと友達らしくやれたみたい）

　詩愛も、満足げに玲奈を追い掛け、玲奈の家のすぐ傍そばに降りた。

　お互い鎧よろいを装着した状態なので、誰だれかに見られると怪しまれるだろう。詩愛は念入りに周囲を見回したが、運良く辺りには人が居なかった。

　玲奈の家は、低いコンクリートブロック塀と、塀上にある横浅のウッドフェンスで囲われており、フェンスの隙すき間まからは中庭の様子を窺うかがうことが出来た。

　玲奈が外から中庭の様子を覗のぞいていたので、詩愛もそうすることにした。

　すると、中庭でわんわんと泣きじゃくっている女の子と、そんな女の子の涙をハンカチで拭ふく、男性の姿が目に入る。

　玲奈の家の前だったということもあり、詩愛は、その女の子の正体がすぐにわかった。雰囲気は違うものの、間違いなく幼い頃ころの玲奈である。

（じゃあ、風見さんと一緒にいるのは、もしかして……）

「ほらほら、元気を出すんだ玲奈。テストの点数が悪かったくらいで……」

「だ、だって。今日はパパの誕生日じゃない。良い点取ってパパにプレゼントするって、約束してたのに……」

　幼い玲奈が、鼻をズズっと鳴らしながら泣きじゃくる。

　そんな玲奈の様子を見て、詩愛は思わずプッと笑ってしまう。

（昔は風見さんもこんなだったのか……）

　周囲に強がってばかりの玲奈にもこんな時期があったのだということを知り、詩愛は少し面白くなった。

（……やっぱり似てるわ）

　詩愛は同時に、この時期の自分は今以上に弱く、泣いていたばかりだったことも思い出して、より強い親近感を玲奈に抱く。

「ねぇ、パパ。私、勉強が駄目な子なのかな。頑張ってるつもりなのに……」

「まぁ、人には得手不得手くらいあるさ」

「うぅ、やっぱり……」

　涙が堪えきれなくなったのか、幼い頃の玲奈は目元に手を当て、俯うつむいてしまう。

「でもね、玲奈。頑張ることを諦あきらめなければ、人より頑張ることは上う手まくなるよ。これはパパが保証する。だから玲れい奈なは、頑張ることの達人になればいい」

　玲奈の父は、玲奈と同じ視線の高さまでしゃがんで言った。

「……頑張ることの、達人？」

「そうさ。そうして、他ほかの子の何倍も頑張ればいい。勿もち論ろん上手に、ね。玲奈は僕の子だから、きっと出来るよ」

「そ、そうかな」

　玲奈の父が、玲奈の頭を撫なでる。

「うん。だから玲奈、また来年、パパに良い点をプレゼントして欲しい。勿論、テストだけでなく、ね？　玲奈が頑張った結果が見られるのが、僕にとっての最高の誕生日プレゼントだから」

「……わ、わかった！」

　幼い玲奈は涙を拭ぬぐった。

「大丈夫だよ。僕が帰ってくるなり、目の前から逃げてわざわざ中庭で泣き出したんだ。そのくらいの強がりが出来れば平気じゃないかな」

「だ、だって、目の前で泣くなんて、か、格好悪いし……格好悪いの嫌だし……」

　その言葉を聞いて、玲奈の父親が笑いながら玲奈に手を差し出す。

「んじゃ、部屋に戻ろうか。今日は僕の誕生日パーティーだからね」

「う、うん……！」

　幼い玲奈は父親の手を握って、部屋に戻っていく。そんな二人の姿を、玲奈は後ろ髪を引かれるような眼まな差ざしで見つめながら、ポツリと呟つぶやく。

「私は頑張ってるわよ、パパ」

　そして、すぐに詩し愛あの方を見て明るい調子で告げる。

「ごめん、付き合わせちゃって。ゆっくりしてられないのにね。行こう、誰だれかに見られると面倒だし」

「……ええ」

　二人は周囲を軽く見回すと、すぐ近くには人がいないのを確認して、空へと浮かぶ。

　やがて、再び玲奈の家が豆粒に見えてしまうくらいの高さまで来ると、詩愛が玲奈に笑いながら言う。

「でも、なんだか嬉うれしかったわ」

「え？」

「いや、子供の頃ころの風かざ見みさんが、本当に駄目な子だったから」

「な、なによそれ。どうして嬉しいのよ！」

　詩愛の言葉に、玲奈が怒りながら言った。

「私に似てるから親近感が湧わいて……ご、ごめんなさい」

　すると、詩愛が申し訳なさそうに玲奈に返した。

　その返答を聞いて、玲奈は気恥ずかしそうに頬ほおを人差し指でかいた。

「い、いや、謝らなくても……あ、ありがとう。喜んでくれて」

「……どういたしまして」

（風かざ見みさんと友達になれて良かったわ）

　詩し愛あは、自分が少しずつ変わっているのを感じていた。過去、自分と似たような弱さを持っていた玲れい奈なが、これほどまでに強くなれたという事実を、知ったからだろう。

　詩愛が玲奈に抱いたのは親近感──そして、憧あこがれ。

（私ももっと、強くならないと。で、私も夕ゆう霧ぎり君にもっと──）

　と、詩愛が自分の気持ちを自覚しかけた時。

　──ゾワリ。

「「──ッ!?」」

　玲奈と詩愛の背筋を何か冷たいものが走り、二人は顔を見合わせた。

「今、不思議な反応が近くで！」

「妙なエーテルの気配……魔術ではない気がするけど、これは」

　玲奈の言葉に詩愛が頷うなずく。二人が今までに感じたことのない、未知の気配だった。

　ただ、なにかしらエーテルに関する異変──しかも、はっきりと感知出来るほど強力なものが、近くで起こったことだけは理解できる。

「これって、理事長が言ってた不思議な気配……？　藍あい田ださん、行ってみよう」

「……ええ」

　二人は、気配のした方へと向かって飛び始めた。
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　一方、隼はや人とと飛鳥あすか、あかりと琴こと美みの四人は、結むすびヶが原はら市の隣にある笹ささ[image: ]つか市の郊外を歩いていた。結ヶ原に比べるとやや田舎で、建物が少なく田畑が多い。今歩いている道路の脇わきには木立が並んでおり、道に木陰を落としている。緑が多いお陰か空気が澄んでおり、何より涼しい。

「うーん、あたしは結ヶ原を探索して、小さい頃ころのにーさん見てみたかったんだけどなー。懐かしいし」

「遊びに来てるわけじゃないんだぞ」

　魔術式の設置された場所に当ては無かったが、全く目星が付かないわけではない。魔術を使おうとすれば目立つ上に、魔術式を描くには相応の面積と時間が必要だ。

　隼人がこれまでに見たケースでも、魔術師ウイザード達が魔術を使う現場に選んだのは、山奥や無人の神社、廃工場などである。そして、そう言った人目につかない場所というのは、そう何ヶ所もあるわけではない。隼人達はとりあえず、結ヶ原の近場の街のそういったスポットを巡っていくことにした。これで必ず見つかるというわけではないが、闇やみ雲くもに探すよりは断然良い。

　そうして四人は、手がかりを求めて虱しらみ潰つぶしに街を歩き回っていたわけだが────

　隼はや人とは、ちらりと隣を歩く琴こと美みの様子を見る。先程から浮かない様子で、口数も少ない。隼人はその理由について、何となく察していた。

（お姉さんと逢あったからだろうな……）

　未来では悠久騎士フレースヴエルグを裏切ってしまったという、琴美の姉。

　そんな姉と邂かい逅こうしてしまったのだから、色々と思うところがあるのだろう。

「隼人君って、本当に優しいですよね」

　隼人が心配そうに琴美を見ていると、琴美が目を合わせてニコっと微笑ほほえむ。

「え？」

「今、心配してくれてましたよね？　お気遣いありがとうございます。でも、大丈夫ですよ。姉さんのことは割り切れてますし、先程過去の姉さんと出逢えたことだって──むしろ、嬉うれしいくらいです。ああ、まだ優しかった頃ころの姉さんにまた逢えた、って。そこだけは魔術師ウイザードに感謝ですね」

「それなら良かったです」

　琴美が笑ったので、隼人も笑みを返す。

「この辺りは、私が通ってた学区ですね」

　琴美が懐かしむように、周囲を見渡しながら言った。

「昔に比べるとかなり数は減りましたが、夜になると蛍も出てくるんですよ？」

「へぇ。こんな近くにそんなスポットが……先輩の家はこのあたりなんですか？」

「そうですね。ここから歩いて十分もかかりません。まぁ、特に用事も無いんで、行く必要は無いですが……昔は、この辺りでよく遊んだものです。姉さんと二人で」

「柏かしわ木ぎ先輩の家ちょっと見てみたいなー。お金持ちなんですよね？　凄すごく大きそう……」

　飛鳥あすかが興味深そうに言った。琴美が嫌味のない笑顔で飛鳥に答える。

「大きい家って面倒なんですよね。正門から屋敷までが遠すぎますし、他ほかの部屋に移動するのも遠すぎますし……」

（柏木先輩、どれだけ大きな家に住んでるんだろう……）

　普通の家は、正門から家までに殆ほとんど距離なんて無いし、部屋もすぐ隣同士に存在するものである。遠いなんて感覚は抱きようが無い。

　飛鳥も同じことを思ってたらしく、ちょっと引き気味に隼人に言う。

「今度遊びに行ってみたいね、にーさん……」

「そうだな。是非どのくらい大きいのか確認してみたい」

「じゃあ、機会がありましたら。あんまり楽しい場所でもありませんが、ご招待しますよ。……あかりちゃんもどうです？」

　あまり関心が無さそうにしていたあかりに、琴美がにっこりと笑いながら聞いた。

「……（こくり）」

　あかりが無表情のまま頷うなずく。

　と、そこで、

「そういえば、あかりちゃんの家は、どの辺にあるの？」

　話の流れで、隼はや人とはあかりに聞いた。

　知らないことが多すぎるあかりのことを、少しでも知るチャンスだと思ったのだ。

「…………」

　すると、あかりは何も答えずに黙ってしまった。

「あ、え、えっと、何かまずいこと聞いちゃった……？」

　隼人は、何か地雷を踏んだのでは無いかと怖くなって聞いた。

　するとあかりは、顔色一つ変えずに首を横に振って、

「……いや、大丈夫。ただ、言ってもわからないと思ったから」

「わからない？　遠くってこと？」

「そう。ずっと遠く」

　静かに頷うなずいた。

（遠くって、どこだろう）

　だが、あかりがこれ以上は答えたくなさそうだったので、隼人はそれ以上聞くのを止める。

　すると、二人の様子を見ていた飛鳥あすかが、頬ほおを膨らませて言う。

「むー……最近にーさんって、佐さ藤とう先輩に構い過ぎじゃない？」

「ん？　何だよ、構い過ぎって」

「この間は一緒にお風ふ呂ろ入ってたし、今日は住所を聞き出そうとしてるし」

　どうやら、飛鳥お得意の焼きもちらしい。

「別にそんなんじゃないよ。ただちょっと気になっただけだろ？」

「え？　隼人君、あかりちゃんとも、もうそんな仲まで進んでたんですか？」

　琴こと美みが、顔を赤くして驚く。

「ええっと先輩、『とも』って何ですか？　俺は、他ほかの女の人とそんな仲になってたりしませんよ!?」

「でも、一緒にお風呂入ったのは本当なんですよね？」

「そ、それは……」

　あかりが勝手に入ってきただけだが、一緒に入ったという事実には変わりない。

　あかりは少しだけ頬を赤くして続ける。

「……私が隼人を誘った」

「わわ……あかりちゃん、大胆発言ですね！」

「隼人と早く繋つながりたかった」

「あかりちゃん、何もっと誤解されそうなこと言ってるの!?　先輩も、契約の話ですからね!?」

　何でも無さそうに言うあかりと、顔を真っ赤にして驚いて見せる琴美と、慌てながら突っ込みを入れる隼はや人と。

「後で玲れい奈なちゃんに報告しないと……」

「しかも、何でわざわざ玲奈に報告しようとするんですか!?」

「ねぇ、もしかして……にーさんは大人しい子の方が良いの？」

　飛鳥あすかが頬ほおをぷくーっと膨らませながら、隼人に質問する。

「いいって、何が……？」

「だから、女として──そして、妹としてよっ！」

　強い口調で隼人に詰問する飛鳥。

「あたしと佐さ藤とう先輩だったら、どっちがいいのかって聞いてるの」

「え？　ええっと……」

（飛鳥と、あかりちゃん……）

　隼人は、飛鳥とあかりを見比べた。

　飛鳥は大人しいというイメージとは無縁の、溌はつ剌らつとした性格をしている。ついでに、性格同様に胸も威勢良く育っており、童顔で低身長という（年齢の割りに）幼い容姿とは不釣り合いな程に胸も大きい。そういった意味でも、まるで大人しくない。

　対してあかりは口数も少なく、それこそ大人しい。色白で儚はかないイメージもあり、知らない人が見れば、精巧な人形か何かと見間違えてしまうこともあるかもしれなかった。ついでに胸は控え目で、そう言った意味でも、飛鳥とは対照的である。

「それとも、胸の話？」

「へ？　胸？」

　隼人が間の抜けた声をあげる。

「だって、風かざ見み先輩も胸が小さいでしょ？　佐藤先輩も大きくない。だからもしかして、にーさんって胸の小さな女の人の方が好きなのかなって！」

「そこでどうして玲奈の話まで出てくるんだ？　後、俺は胸のサイズで女性を選んだりしてないからな!?」

「でも、今にーさん、あたしと佐藤先輩の胸見比べてたよ？」

「いや、それは比べろと言われたからで……」

「やっぱ見てたんじゃない」

　ジトーっと、責めるような視線で隼人を見る飛鳥。

　確かに、見ていたのは事実なので否定が出来ない。

　すると、飛鳥が隼人の腕を掴つかんで、グイっと自分の胸に押しやり──

　──むにょんっ。

「ちょ、飛鳥！　何するんだ！」

「ほら、絶対こっちの方が良いってにーさん！　だから、貧乳なんかに騙だまされないで！」

　飛鳥が、隼人の腕を自分の胸に押しつけて来る。

　軟らかいおっぱいの感触が、隼人の腕を包み込む。

「ちょ、飛鳥あすか……！」

　飛鳥は気にせず、胸の谷間にグイグイと隼はや人との腕を挟み込んでくる。

　すると、それを見ていたあかりが、隼人のもう片方の腕を掴つかみ──

　──むにゅ。

「ちょ、あかりちゃんまで何やってんの!?」

「私の胸を馬ば鹿かにされたから、黙ってられなかった」

　あかりの胸が、隼人に押しつけられる。

「んっ……」

　あかりが、艶なまめかしい声を漏らす。敏感体質なので、我慢が出来なかったのだ。

「ちょ、ちょっと、飛鳥もあかりちゃんも、こんなことされても困るから……！」

　しかも、夏場なので二人の胸元は蒸れており、隼人の腕は二人の胸に吸い付かれるような状態になった。制服やブラの先にある生肌の感触が、露骨に伝わってくる。

「で、結局どっちがいいんですか、にーさん！　男なら大きい方が好きに決まってるよねっ！」

「世の男の人は巨乳を好む傾向にありますが……隼人君は指輪を持ってるから、特殊なのかもしれませんね」

「指輪の話は関係ないでしょ!?」

「……隼人、どっちがいい？」












「だ、だから、どっちがって言われてもだな……」

　と、隼はや人とがわたわたしながら困っていると──

　──ゾワリ。

　突然、得も言われぬ不思議なエーテルの気配を感じる。

「「「「──ッ!?」」」」

　隼人達は思わず息を呑のんだ。感覚的に、魔術とは異質の気配であることがわかった。

　どちらかといえば、騎士や魔術師ウイザードが、理パーマネントの力を解放した時のような──

（これが、理事長がさっき話してた結局わからずじまいだったという不思議な気配か）

「みんな、行こう」

　隼人が三人に言うと、琴こと美みと飛鳥あすかが頷うなずいた。

　だが、あかりは俯うつむき、隼人の手を掴つかんだまま離さない。

「……あかりちゃん？」

「あ……ごめんなさい」

　あかりが遅れて手を離す。あかりの表情は曇っていて、何だか様子がおかしい。

「どうかしたの？」

　隼人は、心配するように聞いた。

「…………」

　あかりは無言で俯いたままだ。

　隼人は心配になったが、今はそれどころでは無い。

「とにかく行こう」




　不可思議なエーテルの気配のした方向へ向かうと、河川敷へと出た。

　如何いかんせん気配はもう消えてしまったので、これ以上詳細な場所はわからない。

「多分、この辺りからだったと思うんですが……」

　琴美が呟つぶやいた。飛鳥も、ガッカリしたように続く。

「でも、何もなさそうだね」

　隼人達は周囲を見回してみるが、何の変哲もない河川敷だ。魔術式なんて無ければ、魔術師ウイザードらしき人間もいない。

（でも、確かにこの辺りから変な気配を感じた……）

「にーさん、あたし、上見てくる」

　飛鳥が河川敷を上がり、道路へと出る。

「俺もちょっと探索してみます」

「私も、その辺りを見てきますね」

　隼人と琴美も、手分けして気配の正体を探した。

　でも、変わったところなんて何もなく──

　と、そこで隼人は、あかりがジーっと立ち止まって、俯いていることに気付く。

「……あかりちゃん？」

　心配になって、隼はや人とは話しかけた。

「あ、隼人……」

　あかりが顔を上げる。

「どうしたの？　あかりちゃん」

　隼人はつい先程、ここに来る前もあかりの様子がおかしかったことを思い出して、心配になる。最近あかりは、こうやってよく様子がおかしくなるが、今日はその中でも特に変に見えた。

（やっぱり様子が変だ……）

　すると、あかりは意を決したように口を開く。

「……隼人」

「うん？」

「私、さっきのエーテルの正体を知ってる」

「え……本当に!?」

「……（こくり）」

　あかりは、申し訳なさそうな顔で頷うなずいた。

「知ってるけど、言い出せなかった。言うのが、ずっと怖かったから。今更だし……何より、私の中の気持ちが無くなってしまいそうで」

（気持ち……？　今更？　何の話だ……？）

　あかりが俯うつむき、再び口を閉じる。きっと、言いにくいことなのだろう。

　それでも、理パーマネントや魔術に関係することなのであれば、聞くべきであると隼人は思った。

　恐らく、あかりだってそう思ったからこそ、言いかけたに違いない。

「説明して貰もらえるかな、あかりちゃん」

「……それは……」

　──ゾワリ。

　隼人が、先程と似たような奇妙なエーテルの気配を感じ取る。

「──っ!?　これは、さっきの!?」

　隼人の近くから、眩まばゆい緑色の光が噴き上がった。

　河川敷の砂の上、地上から１メートルくらいの高さ。何もない筈はずの空間から、まるで破裂した貯水槽の水のように、夥おびただしい量のエーテルが溢あふれ出す。

「ど、どうしたのにーさん！」

「隼人君!?　何が起こってるんですか!?」

　飛鳥あすかと琴こと美みも、光の近くまで駆け付けて来る。

（これは……指輪を拾った時のような……）

　隼人は必死に目を凝らして、何が起こっているのかを確かめようとする。

（理パーマネントが発生した……？　いや、違う……）

　光の中には、人影らしきものが見えた。

　それを見て、あかりがポツリと、

「あれ……さっきのは、私じゃない……？　じゃあ、やっぱり、私よりさっきのあれは……あいつが……！」

　奇妙なことを呟つぶやいた。

（さっきのは私じゃない……？　どういうことだ？）

　やがて、徐々に発生した光が収まっていく。

　そして、光の中から人が現れて──

（……!?　これって……）

　隼はや人とは、光の中から現れた人物を見て驚く。

　同様に、飛鳥あすかと琴こと美みも愕がく然ぜんとして声を上げる。

「え!?　な、なんで……？」

「……どうして、光の中からあかりちゃんが？」

　目の眩くらむような光の中から現れたのは、幼い少女──七年前のあかりだった。

　光に包まれて出現した七年前のあかりは、空中で一度静止すると、そのままドサっと地面に落ちた。どうやら、七年前のあかりは眠っているようで、目を瞑つぶった状態でそのまま横たわる。手には、〈土龍槍ギガトンランス〉が握られていた。

　隼人の時代のあかりは、出現した過去の自分を、険しい顔付きでジっと見つめた。

「これは……どういうこと？　あかりちゃん」

　あかりは、すうっと息を吸った。

　そして、静かに隼人達に告げる。

「……私は、元々この世界の住人では無かった。魔術師ウイザードによって滅ぼされた世界からこの世界に飛ばされた、異世界の住人」

「「「……え？」」」

　三人の声がハモる。

（この世界の住人じゃ……無い……？）

　あかりが続ける。

「私は、七年前であるこの日──この世界にやって来た」





■第六章　三魔柱ソフイア







「べ、別世界から……って……ど、どういうこと？」

　隼はや人とは、焦りながらあかりに聞く。

　飛鳥あすかと琴こと美みも、驚きよう愕がくと怪け訝げんが入り混じった顔であかりを見ていた。

「……そのままの意味。この世界に似た文化レベルを持った別の世界に、私は居た」

「なっ──!?」

　隼人は思わず声をあげた。

「えっと……この瞬間こそが、あかりちゃんがこの世界にやって来た現場、ってことですか？」

「……（こくり）」

　琴美の質問に、あかりが頷うなずく。

（べ、別世界って言われても……）

　隼人は戸惑った。理パーマネントや悠久騎士フレースヴエルグといった、最近隼人が巻き込まれている事件も大概だが、輪をかけて荒こう唐とう無む稽けいな話に思えたからだ。

「で、でも、どうして、他ほかの世界から……」

「その世界でも悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードが争っていて、魔術師ウイザードが優勢だった。そして、魔術による過干渉が当然となった世界は、世界中の因果律に歪ゆがみを生んだ。歪んだ世界では天災が増え、気候が荒れ、悪バ魔グが発生し、人々は混乱の中生活していた」

　あかりが、いつもの調子で淡々と語る。

「私は、そんな世界における唯一の男の騎士──指輪を持つ騎士の妹だった」

「それって……！」

「……〈律因の環ニーベルゲン〉。私は以前の世界でも、指輪を見たことがある」

「──っ!?」

　一同は再び息を呑のむ。

（〈律因の環ニーベルゲン〉が、あかりちゃんの世界でも……？）

「ど、どういうことなんでしょう」

　琴美も戸惑っていた。

「私の世界では、指輪について全すべてが謎なぞのままだった。予見書なんて無かったし、指輪の使い方や契約の方法について誰だれも知らなかった。ただ、通常は女しか持てない理パーマネントが男を選択した。特別だった。それだけの話」

　あかりは続ける。

「当時、私はまだ騎士では無かった。いよいよ世界に危機が迫ったある日──指輪を持っていた私の兄は、魔術師ウイザードに殺された。私もその場に居合わせていたけど、魔術師ウイザードは私に殺す価値も無いと伝え、意識だけを奪った。──そして、気付いたら」

　あかりが、今出現した幼い自分をもう一度見る。

「理パーマネントを持って、この世界に来ていた」

　隼はや人とと飛鳥あすかと琴こと美みの三人も、もう一度幼いあかりを見た。

　幼いあかりは意識を失ったままだ。

「ど、どうして、そんな大事なことを黙ってたんですか？」

　声を震わせながら、怒った様子で琴美があかりに聞いた。

　あかりの話は、琴美も知らなかったらしい。あかりが自分のことを話したがらないことに関しては、琴美だって理解していたし、構わないと思っていただろう。だが、その内容が理パーマネントや指輪に関することとなると話は変わってくる。

「……言う必要は無いと思った。私の世界でも指輪が存在していたという、それ以上の情報は特に無い。それに、私は過去についてあまり喋しやべりたくなかった」

「どうして？　喋りたくないって……」

　するとあかりは、重たそうな口を開いて──

「同情なんてされて、心が弱くなってしまっったら嫌だったから。気持ちが消えてしまうのが怖かったから」

「……気持ち？」

「兄を殺した魔術師ウイザードへの、恨みの気持ち。復ふく讐しゆうの念」

　あかりが、呪のろうような声色で続ける。

「私はこの世界に来てから、兄を殺した魔術師ウイザードをずっと探してきた。この世界にも彼女が来ているとの情報を手に入れたから。だから──」

「くはは！　誰だれに対する復讐だ？」

　と、その時、威勢の良い女性の声が聞こえてくる。

（誰だ!?）

　隼人達は、声のした方を一斉に振り向く。

「まさかとは思ったが、本当にお前だったとはな」

　隼人達の前に、見知らぬ女性が現れる。

　燃えるような深い緋ひ色いろの目と、腰元まで流れるように伸びた髪が特徴的だ。女は背が高く、ジャケットのようなローブを着ており、下は丈の短いスカート風だった。

　女は、あかりに対して嬉うれしそうに言う。

「いつぞやのちっこいの。お前もこの世界に来てたのか」

「──っ！」

　あかりが小さく震える。

（この世界？　……まさか、この女も……）

「もーっ、香か澄すみぃ～！　まだ計測は完全に終わってないんだよ？　勝手に出てっちゃ困るってば～」

　と、そこへもう一人、隼人達の知らない少女がやって来る。

　ウサミミ風のカチューシャに、白のフリルドレスを纏まとった幼い女の子。こちらは飛鳥あすかやあかりよりもずっと小さい。

「暇だったから仕方ねーだろー。おめーは忙しいかもしれんが、こっちはやることないんだぜ？」

「でも、それが今日のお仕事だしー。あんまり勝手なことしてるとエイオンに怒られちゃうよ～？」

「くはは。アイツはオレがジっとしてられないことくらいわかってるだろ？　でないとオレに任せたりしねー。何するかわからねーしなー」

「まぁ、そーだろーけどさ。せめて、計測が完全に終わるまで待ってって話だよ～」

「でも、そーしたらこいつら逃げてしまうかもしれねーじゃん。食事ができなくなるだろーがよ」

　女二人が言い合いを始める。

（な、なんだこいつら……）

　ただ、彼女達が間違いなく──

「……ねぇ、にーさん、こいつら……魔術師ウイザード？」

「だろうな」

　魔術師ウイザードなのだということは、隼はや人とにも推測出来た。

　すると、二人を見たあかりが、

「……接続コネクト」

「あかりちゃん!?」

　隼人が脊せき髄ずい反射的に声を上げる。

　あかりは理パーマネントを取り出すと、険しい形相で槍やりを構え、長身の女に向かって跳ねた。

　そして、長身の女も、

「接続コネクト、〈弐銃剣デユアルイーター〉！」

　両手持ちの巨大な剣の理パーマネントを生み出し、突き出された槍に向かって振るう。

　──カキン。

　刃がぶつかる金属音が、河川敷に鳴り響く。

　三メートルほどはある槍を、二メートル弱の剣が弾はじいた。

「まだまだっ……！」

　もう一度あかりが突きを放つ──

　と、見せかけて、

「咆哮する土龍エーテルボム──」

　至近距離で、砲撃の準備に入った。この距離ならば絶対に外さない。

「フェイントか──でもな！」

　が、長身の女も〈土龍槍ギガトンランス〉の銃口に対し、剣先──いや、柄つかの先、刃とは別にある銃口を向けて、ニヤリと笑う。

「威を喰らう弾丸エーテルバレツト──」

「「発射フアイア！」」

　女の発射したエーテルの銃弾が、あかりの発射したエーテルの砲弾にぶつかり小爆発を起こした。

　激しい爆風を浴び、あかりが隼はや人と達の方へと吹き飛ぶ。

「あかりちゃん！」

　隼人と飛鳥あすかと琴こと美みは、あかりを庇かばうようにして前に出た。

　三人とも理パーマネントを発現させ、女に向かって構える。

「っ……大丈夫！」

　地面に叩たたきつけられたあかりは、槍やりを杖つえにするようにして立ち上がった。

　長身の女の方は激しい爆風を浴びても、平然とその場に立ったままだった。

「折角の再会だっつーのに落ち着け。それに、まだ自己紹介も済んでないだろう？　お前はわかっても他ほかの奴やつはわかんねーっつーの」

　長身の女は、剣先をあかりに向ける。

「久く世ぜ香か澄すみ。創世の執行者ニーズヘツグ、三魔柱ソフイアの一人だ。そして、そこのちっこいのの兄を殺した人間でもある。以後よろしくな」

　隼人と飛鳥と琴美の三人に、戦せん慄りつが走る。

（やっぱり、この女が……でも、確か三魔柱ソフイアって、柏かしわ木ぎ先輩のお姉さんもそうだという……）












　隼はや人とは、琴こと美みが姉の話をしていた時に出た、三魔柱ソフイアという名前を思い出す。創世の執行者ニーズヘツグの中の実力者。確かそうだった筈はずだ。

　そして、その時あかりが、三魔柱ソフイアというワードに反応を示していたことも──

（もしかしてあかりちゃん、復ふく讐しゆう相手が三魔柱ソフイアの一人だって知ってて……）

　後ろに居たフリルドレスを着た可愛かわいらしい少女も、理術具アーテイフアクトらしきものを弄いじるのを止めて、満面の笑みで隼人達に挨あい拶さつしてくる。

「姫ひめ咲さき乃の亜あ。乃亜も、創世の執行者ニーズヘツグ、三魔柱ソフイアの一人だよ。よろしくねー！」

（こんなに小さい子も……三魔柱ソフイア？）

「この子は……」

　琴美が、険しい顔をして呟つぶやく。

「知ってるんですか？　先輩」

「元天才理術鍛冶ラタトスク、姫咲乃亜よ。〈理力測定器レベルスペクト〉や新型の〈赤気結界オーロラフイールド〉の開発を進めていた理術鍛冶ラタトスクでもあるわ。ほら、理事長が話してたでしょ？」

『本来ならもっと以前に完成する予定のものだったのじゃがのう……開発を進めておった天才理術鍛冶ラタトスクが魔術師ウイザード側に付いてのう、しばらく開発の進行が止まっていたのじゃ』

（なるほど……）

　飛鳥あすかも感心するように呟く。

「あんなに小さい子なのに……」

　琴美が、相手の見た目の幼さに遠慮することなく、強く質問する。

「時間を過去に戻したのは貴方あなた達の仕業ですか？」

「そうだよー。観測する為ために必要だったから。だから、七年前に来たの」

　乃亜はにこにことした表情で答えた。

「観測？　何の話ですか？」

「因果の揺らぎだよ。ほら、今おねーちゃんが飛んできたでしょ？　乃亜達はね、さっきの現象の時に起こった樹術式の揺らぎを観測する為にやって来たの」

　乃亜は、持っていたパソコンのような理術具アーテイフアクトを隼人達に見せつけながら、横たわる七年前のあかりを見た。

「この時間に因果の揺れが起こるのは知ってたからね。もっとも、そっちの子までついて来てたってことは知らなかったけど。てっきり香か澄すみだけだと思ってたんだけどね。ま、観測が念入りに出来てラッキーかな～」

　乃亜の言葉で、隼人は事情を理解した。先程の妙なエーテルの反応。あれは、過去の香澄がこの世界にやって来た為に起こった反応だったのだ。

　再び、怒気の籠こもった強い口調で琴美が聞く。

「観測というのは、何の為ために？」

「……んー……わざわざそこまで教えてあげる義理は無いんじゃないかなー？」

　琴こと美みの言葉に怯ひるむことなく、乃の亜あが訝いぶかしげに聞き返す。確かにそれはそうだ。敵である隼はや人と達のために、わざわざ自分達の目的を教えてあげる必要はない。

　だが、乃亜はすぐに再びクスリと得意気な笑みを浮かべると、言葉を続ける。

「まぁいいや、別に言っちゃダメって言われてるわけでもないし教えてあげる。新しい魔術式や理術具アーテイフアクトを作る為だよ。エイオンの創世計画の為にも、乃亜が方舟を作るためにも、この日起こった因果の揺らぎのデータは、必要不可欠なの」

「……創世計画？　方舟？」

「創世計画。世界中から間違いを無くすっていうエイオンの野望。人はすぐに間違いを犯すから、世界の方で間違わないようなルールにしてあげるの」

「間違いを無くす……？　そんなこと、どうやって……」

　琴美が不思議そうに聞く。隼人とあかりも不可解な表情を浮かべていた。乃亜は、見た目の年齢からは想像出来ない流りゆう暢ちようさで、計画の内容について説明を続ける。

「みんなが幸福と思えるモデルとそこに至るための最適解を、これまでの世界に蓄積された因果の情報から引き出して、個人に提供する世界を創つくるの。人の幸不幸なんて、生まれた時点で殆ほとんどが決まっているようなものだからね。財産にしたってそう。富は富を生み、貧困は更なる貧困を招く。だから、仕組み自体を変えるしかない。みんなが正しい選択肢を選ぶように管理して、その上で完全に公正な幸福の再分配を行う」

　そこまで聞いて、飛鳥あすかが激げつ昂こうする。

「そ、そんなこと出来る筈はずないよ！　思うように世界の形を変えて、選択肢を間違えないようにって……それって、結局世界を支配するってことだよね！　正しい選択肢なんて、誰だれにもわからないものだし！」

　飛鳥の反論に、乃亜は無邪気に笑った。

「だから、過去の因果から情報を集めるってエイオンは言ってるんだよ。これまでの歴史と、これからの歴史と。歴史の行動と結果とその因果を、情報として収集して新しい樹術式を創る。これがエイオンの考えている創世計画。人が人を判断出来ないなら、システムに正義を仰げばいい。乃亜は理に適かなってると思うなー」

（──なっ！）

　隼人は絶句する。それはつまり、エイオンや創世の執行者ニーズヘツグすらも世界の一部として取り込まれるということになる。

「そんなことして、お前達の何になるんだ？」

　隼人は静かに聞いた。

　すると、乃亜がムっとした表情で。

「だから～。おにーちゃん達は何か勘違いしてるよ。エイオンはただ純粋に、世界平和を目指しているだけ。人はね、価値観がばらばらだから平和なんて作れないの。だから圧倒的正しさで向きを同じにしてしまおうって、エイオンは言ってるの。たとえば、魔術に縋るような人が出て来なくても済むようにね」

（間違いの無い世界……）

　隼はや人とは、乃の亜あの言っている世界を想像しながら、不平に絶望し、魔術に頼った詩し愛あのことを思い出した。

　──確かに、支配した人間が正しいことだけを人々に強いるのであれば、世界は平和になるだろう。

　隼人は琴こと美みと飛鳥あすかの顔を見た。琴美と飛鳥は、乃亜の言葉に明らかに困惑している様子だ。彼女の言うことを素直に受け取ると、創世の執行者ニーズヘツグは世界平和のために活動をしていることになってしまうからだろう。だが──

「それはそれで気持ちが悪いな。独りよがりの善意なんて独善だ。そもそも、お前達が世界を平和にしてくれる保証なんてどこにもない。本当にそんなことが可能なのかも良くわからないしな」

　そんな説明をされたところで、隼人には創世の執行者ニーズヘツグが良いことをしているとは思えなかった。

「さっきお前が説明した通り、人にはそれぞれ価値観がある。少なくとも今説明された世界は、個人が自由な世界を幸せと思える場合、価値観が背反してしまうと俺には思えるけど。それって、みんなが幸せになれてはいないんじゃないかな？」

　──それに、詩愛は魔術に頼ることなく、立ち直っている。

　隼人が思ったままに伝えると、乃亜は興味深そうにまじまじと隼人を見た。

「おにーさんって、意外にしっかりしてるのね。悠久騎士フレースヴエルグの女をたくさん寮に連れ込んでいちゃこらしてるって聞いてたから、ただの女たらしかと思ってたわ」

「それは王オーデインになるために仕方なくだぞ!?」

　敵からも失礼なイメージを持たれていたことに、隼人は憤慨する。

「ま、乃亜にとって、エイオンのやってることの正否なんてどうでもいいんだよね。わかってることは、もしエイオンが創世計画を完了させたら、この世界は退屈な世界になっちゃうってこと。理術鍛冶ラタトスクじゃやれることに限界があったからこっちに来たけど、そうなってしまうと元も子もない。だから計画が終わったら、乃亜は他ほかの世界に逃げるの。その為ための方はこ舟ぶね」

　隼人が聞き返す。

「……外の世界？」

「外の世界だよ。この世界の他にも世界はあるの。ほら、さっき、因果が揺らいで外の世界への扉が開いてたでしょ？　乃亜はね、そのへんのことが調べたくて調べたくてたまらないんだ！　乃亜は、新しいことを知るのが大好きだからねっ！」

　乃亜が、両手に拳こぶしをつくってうずうずしてみせた。

　そして、そんな乃亜を見て、それまで黙っていた香か澄すみが口を開く。

「ってーわけだ。とにかく、この時代に来た理由は観測のためってことだよ。ま、今回に関しては、お前達はただ巻き込まれただけってことになる。でも安心しな。今回は観測が終われば魔術は止めるさ。もっとも──」

　香か澄すみがそこまで言った時──剣を向けられていたあかりがゆっくりと立ち上がる。

「そこのちっこいのは、黙ってられないみたいだし、オレもその気だけどな！」

　あかりは香澄を睥へい睨げいすると、再び槍やりを構え直して、

「あかりちゃん、ダメ！　三魔柱ソフイアが姉さんと同じくらいの強さというのなら、私達に勝ち目は──」

　琴こと美みの言葉を聞かず、怒り任せにあかりが香澄に向かって飛び込む。

（どのくらい強いのかわからないけど……ダメだ、全然冷静になってくれない！）

　隼はや人とは鎧よろいからエーテルの刃を生み出すと、あかりをフォロー出来るように構えた。

「先輩！　倒れてる昔のあかりちゃんを遠くへ！　飛鳥あすかはフォローを！」

「わかった、にーさん！」

「……っ！　仕方ありませんね、〈赤気結界オーロラフイールド〉！」

　琴美は意識を失い寝そべっている幼いあかりを拾うと、結界を展開しながらあかりを避難させる為ために走った。

　琴美のドレスから、四方に向かって虹にじ色いろの光が伸びる。うねるように張られた光の膜が河川敷周辺を包み込み、仮想空間ダミーレイヤーを構築した。

「くはは！　オレもお前達と戦いたかったんだ！　来い、ちっこいの！」

　あかりは槍を前に構えると、再び全力で突進する。考え無しにそうしているわけではなかった。あかりの理パーマネントと香澄の理パーマネントとでは、リーチは間違いなくあかりの方が上である。要は、先程ぶつかりあったような状況で、弾はじかれさえしなければ良いだけのこと。

　そして、あかりの理パーマネントは攻撃力ならちょっとしたものである。そのことは先日の〈理力測定機レベルスペクト〉による測定結果でも証明されていた。先程は上う手まくいなされてしまったが、二度同じようになるとは限らない。

　あかりは、単純な力と力のぶつかりあいに勝機を見出していたのだ。

「……今度は、外さない！」

「あくまで接近戦を仕掛けようってか？　面白い！」

　香澄は、あかりの突進を避よけようとも、弾はじこうともせず、向かい来る槍に対して真っ正面から刺突を繰り出す。

　横幅から重量まで、あかりの〈土龍槍ギガトンランス〉と香澄の〈弐銃剣デユアルイーター〉には差がある。横から衝撃を与え、重心を利用して捌さばくならともかく、真まっ直すぐ受けるには無謀過ぎるように見えた。

　だが、あかりの矛先と香澄の剣先が触れ合った瞬間、大きな火花を散らして槍が弾かれた。香澄の剣の威力が、あかりの槍やりの威力を上回ったのだ。

「ほらほら、どうした？　お前の兄はもっと強かったぞ？」

「──っ！」

　香澄が、必死の形相で襲いかかってくるあかりを挑発する。

　だが、そこへ──

（──チャンスだ！）

　認識切断インビジブルで姿を消し、近付いていた隼はや人とが後ろから、

　そして、

「疾円斧ヤブサメ！」

　飛鳥あすかの投とう擲てきした二つの斧おのが、香か澄すみの左右から襲いかかる。

　だが香澄は、飛鳥の投げた斧は勿もち論ろん、後ろから姿を消して近付いた隼人の存在にも気づくと──

「四方からか、しゃらくせぇ！」

　頭上に思いっきり、人間離れした距離を跳び上がった。香澄の剣と押し合う為ため、前傾姿勢を取っていたあかりは、切っ先の相手を見失って前のめりに倒れてしまう。

　隼人と飛鳥は、それを見て固まる。

「「なっ……!?」」

「前後左右、惜しかったな。囲むにはもう一手足りなかった」

　香澄には、理パーマネントに飛行能力が付いているわけではない。エーテルによって強化された、普通のジャンプだ。

　香澄はすかさず、剣を地上に構えると、

「威を喰らう散弾エーテルシヤワー──発射！」

　隼人達に向かって、エーテルの散弾を放った。

　隼人、飛鳥、あかりの三人は、頭上から降り注いだ銃弾を避よけきれず、

「──くあっ！」「きゃあああっ！」「……ああああ！」

　三人に銃弾が降り注ぎ、全身を撃ち抜く。香澄の放った弾丸は、理術具アーテイフアクトの鎧よろいに無数のヒビを入れる。甲かつ冑ちゆうで覆われてない部分は隼人達の皮膚を抉えぐり、出血させた。

（っ……！）

　無数の釘くぎを打ち込まれたような痛みが隼人を襲った。飛鳥とあかりも、悲痛な声を上げて悶もだえる。

「くはは！　他愛もない！」

　そこに、ただ一人銃弾の餌え食じきにならなかった琴こと美みが、あかりを遠くに置いて舞い戻ってくる。

「みんなっ！　──水精の息吹アクアアロウ！」

　着地した香澄に向かって水の矢を飛ばした。

　過去のあかりを護まもっても、隼人達が負けてしまっては意味が無い。

　すると香澄は、矢に向かって剣を構える。

「これは喰くうかな。理力捕食エーテルドレイン！」

　香澄がそう言うと、剣から黒い獣のような影が飛び出て、水の矢を喰らう。

　琴美の放った水精の息吹アクアアロウは、香澄によって吸い込まれてしまった。

「なっ……！」

　琴こと美みが驚いたのも束つかの間──刹せつ那な、香か澄すみは琴美のすぐ傍そばまで迫っていて、

「絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　香澄の行動に気付いた琴美が、咄とつ嗟さに絶対防御泡ウオーターカプセルを展開した。

　相手の攻撃を無効化する、琴美最強の防御手段である。

　だが、香澄は気にせず斬きりかかり、

「……そんなものっ！」

　琴美の泡をシャボンのように弾はじけさせ、中にいた琴美を水の泡ごと斬った。

「──っ！　そん、な……」

　声にならない悲鳴をあげながら、くずおれる琴美。

　絶対防御泡ウオーターカプセルは、敵の攻撃を完全に防ぐが、威力の分だけ琴美のエーテルを消費してしまう防御技だ。香澄の剣の威力が強すぎて、一瞬で琴美のエーテルが枯渇しきってしまったのである。

「捕食の理パーマネント、〈弐銃剣デユアルイーター〉。敵の攻撃を喰らい、一時的に自身の力を高める能力の付いた銃剣だ。遠い間合いは得意でね。ま、近い間合いも得意なんだけどな。くはは」

（な、なんて奴やつだ……でも、未来さえわかれば！）

　隼はや人とは痛みを堪こらえなが立ち上がると、すぐに、

「っ──確世歪曲リーデイング！」

　三秒先の未来を視みようとした。

　だが──

「……無駄だって言ってんだろ！　威を喰らう弾丸エーテルバレツト！」

「なっ！」

　隼人が動くより前に、香澄の銃剣が火を噴いた。咄嗟に隼人は、香澄の弾丸を避よけようと身体からだを反らしたが、避けきれず弾丸は隼人の右肩を甲かつ冑ちゆうごと貫いた。

「くっ……はっ……！」

　隼人は、激痛のあまり地面を転がる。

「未来を視られるというのはちょっと厄介だな。まずはお前から攻略することにするかねー」

　香澄はゲームを楽しむようにそう言うと、隼人に向かって銃剣を向けた。再び銃弾を撃とうとしているのだ。

（くそっ……強すぎる……一体、どうしたら……）

　と、その時、

「隼人！　助けに来たわよ！」

「夕ゆう霧ぎり君！」

　玲れい奈なと詩し愛あが上空からやって来て、急降下するように香澄に向かった。

「まだ居たか。面白い！」

　香澄は咄嗟に空中の玲奈に対して銃剣を向けた。お得意の銃弾で、まずは玲奈を撃ち落とそうとしているのだろう。

（ダメだ、普通にやったら負ける……！）

　助けに来てくれたのはいいが、隼はや人と達が四人でかかって圧倒された相手だ。玲れい奈なと詩し愛あの二人でどうにかなるとは思えない。

（だったら──）

　隼人は、すぐに玲奈に向かって指輪を構える。

「騎士覚醒アウエイク！」

　隼人の指輪からエーテルの光が伸びて、玲奈を包んだ。指輪の力を得て、悠久神化エターナルエヴオルブの領域へと至った玲奈は、爆発的に上昇したスピードで香か澄すみの放った銃弾を回避する。

「……ありがと、隼人！」

　玲奈はそのまま真まっ直すぐ香澄に向かい、光速の連撃を繰り出す。

「これは中々楽しめそうだな！」

　流石さすがに指輪の力を得た玲奈の剣技は、香澄の巨大な剣では捌さばくのが辛つらい。ひたすら至近距離で斬きりつけられては、間合いを取ることも難しかった。

　そして、そんな玲奈を、

「重力の万力グラヴイテイボール！」

　詩愛がサポートする。

「こいつは厄介だな！　だが」

　香澄はそう言いながら、玲奈の剣を捌きつつ、上う手まく位置取りをして詩愛の攻撃を器用に避よけた。そして、隙すきを見つけて玲奈に剣を向ける。

「──捕食」

　香澄の剣から伸びた獣が、今度は玲奈を喰くらった。

「なっ──!?」

　黒の影は玲奈を喰らった後に霧散すると、玲奈が纏まとっていた騎士覚醒アウエイクのエーテルを吸収する。途端、玲奈の動きが鈍くなった。そして──

「威を喰らう散弾エーテルシヤワー！」

　いきなり力を失い、虚を衝つかれたようになった玲奈に対して、香澄は至近距離からエーテルの散弾を放った。散開した弾丸が玲奈の逃げ場を完全に防ぎ、直撃する。

「きゃあっ！」

　散弾を浴びた玲奈が地面に崩れ落ちる。

　すぐに香澄は、今度は詩愛の方を向いた。

「捕食！」

　そして、詩愛の放った重力の万力グラヴイテイボールを全すべて喰らいながら、高くジャンプして剣を振るう。

「っ──！」

　詩愛は、香澄の剣に叩たたき落とされ、地面に激突して砂すな埃ぼこりをあげる。

（こいつ……化け物か……）

　隼はや人とは、香か澄すみの規格外の力を目にして、思わず心の中で呟つぶやいた。

　集積理術人形ミストカーフと戦った時と違って、事前に戦闘をして消耗していたわけでもない。万全の状態で、あっと言う間にこれである。香澄と自分達との間に、大きな能力差があるのがわかる。しかも──

「香澄ー。こっち終わったよー。観測結果はばっちり。このデータさえあれば、お目当てのものは作れちゃいそう」

（もう一人、いるんだよな……）

　乃の亜あが、ノートパソコンのようなものを畳んで香澄のところにやって来る。

　近くの物陰で理術具アーテイフアクトを弄いじっていたのだろう。

「お疲れ。こっちももう終わってるようなもんだ。……思ってたよりつまらなかったけどな」

「あっという間だったねー。そんなに弱かったの？」

　世間話でもするかのように、乃亜と香澄が話す。

　隼人達は、一瞬の間に壊滅寸前に陥ってしまっていた。今やられた玲れい奈なと詩愛は地面で悶もだえているし、琴こと美みと飛鳥あすかも倒れたままだ。おそらく全員、意識を失ってしまったのだろう。あかりはかろうじて意識が残っているらしく、槍やりを杖つえのようにして、何とか立ち上がろうとしているが──

「ダメだな、指輪の力も全然大したことなかった。今までやりあってきた奴やつ等らの中でも、中の下ってところだな。そこのちっこいのも、期待外れだったしな」

　だが、そこまでが精一杯のようで、疲弊しきったあかりは、槍を香澄に対して構えることすら出来ない様子だ。

　香澄は、そんなあかりに対して銃剣を突きつける。

「……敗者には罰を、ってのがオレの決め事でね。悪いが、魔ロ王キ以外殺させてもらう」

　柄部にあるトリガーを引き、再び発砲をしようと──

「あかりちゃん！」

　隼人は力を振り絞って立ち上がると、両手を広げてあかりを庇かばった。

　香澄の銃弾が、隼人の腹部を〈救世機巧グラムグリーム〉ごと貫く。

「──くはぁっ！」

　隼人は、騎士覚醒アウエイクを使ったことでエーテルが枯渇していた。つまり、エーテルによる防御能力無しに銃弾を受けることになる。隼人達の纏まとう理術具アーテイフアクトの鎧よろいも、持ち主のエーテルの力によって防御能力を上げる代物だ。隼人のエーテルが枯渇していれば、〈救世機巧グラムグリーム〉も普通の甲かつ冑ちゆうと殆ほとんど変わらない防御能力になる。

　隼人は、脳髄を貫かれるような鈍痛を覚えた。膝ひざを折り、再び地面に倒れこむ。

「……隼人！」

　あかりが悲鳴のような声をあげて、倒れた隼人の顔を覗のぞき込む。

（あか……り……ちゃん……）

　隼はや人との意識が途切れそうになる。貫通した腹部からは、大量の血が流れていた。エーテルの銃弾は体内で衝撃を発生させるらしく、広範囲に内蔵や骨がダメージを受けている。今まだ隼人が生きているのは、理パーマネントによって与えられた超常的な力のお陰だろう。

（でも、これは流石さすがに──）

　──ダメかもしれない。

　だが、すぐに隼人は思い直す。

（いや、まだだ……！）

　負けるわけにはいかない。自分がここで諦あきらめれば、他ほかのみんなの命が奪われてしまうかもしれない。隼人は、自分の身の危険よりも前に、そんな状況を恐ろしいと思った。

　──みんなを助けたい。助けなければ。

　朦もう朧ろうとする意識の中、隼人は出血する腹を押さえながら立ち上がろうとする。

「ほう……まだ戦うつもりか？」

「隼人、ダメ！」

　あかりが立ち上がろうとする隼人の腕を掴つかむ。

　だが、隼人はあかりの手を優しく払いのけ、香か澄すみに向かって叫ぶ。

「……絶対に……次は助けるって決めたから……だから！」

　──死んでも諦めるものか。




　そうだ、今度は絶対に失敗しないと誓った筈はずだ。

　絶対にみんなを護まもってやると誓った筈だ。

　ずっと昔、あいつらに死んでも復ふく讐しゆうしてやると──




　隼人の中にあるのは、病的な、強迫観念にも似た救世願望だった。

　隼人には、みんなを助けなければならない理由が──咎があるのだ。

　──まだやれることはある、今までだってそうしてきた。

（それに、今諦めたら、あかりちゃんはどうなる）

　冷静なあかりが、我を忘れてしまうほどに培ってしまった復讐の感情。

　そんな気持ち、あかりの小さな身体からだで抱え続けるには重たすぎる。

「あかりちゃん、俺は──」

　隼人は、傍らに居たあかりの腕を掴つかみ、身体を引き寄せてあかりに告げる。

　うっすらと、隼人は自分の変えたいが何だったか、思い出していた。

　そう、復ふく讐しゆうだった筈はずだ。運命の救済だった筈だ。そして、そのためには、こんなところで負けるわけにはいかない。

　だから隼人は迷わなかった。たとえ、隼人がそれを告げることによって、今後、様々な問題や障害が発生したとしても、乗り越えればいいだけのことなのだから。王オーデインとして、しっかりとその問題に向き合う覚悟はある。

「俺は、あかりちゃんを救いたい。憎しみに囚とらわれたあかりちゃんを助け出して、一人の普通の女の子にしてあげたい」

「……っ！」

　そして隼はや人とは思った。何かを強く恨むというのはとても辛つらく、人の生き方を縛る鎖となる。あかりもきっと、隼人と同じような、呪のろいのような憎悪を心に抱いているのだろう。

　──そういうものに取り憑つかれるのは、自分だけで十分だ。

「当然他ほかのみんなもだ。だから、死んでもあいつに勝つ必要がある。絶対に、だ。だから、俺を──」

　隼人は目の前の少女を、復讐の呪じゆ縛ばくから解放してあげたいと思った。

「俺を──好きになってくれ」

　双心の盟ソウルリンクの条件。互いの因果を結ぶこと。互いのことをよく知ること。好意を向け合うこと。

　隼人は傲ごう慢まんにも、あかりに好意を向けろと告げた。王オーデインとして、自分に従うように命令をしたのだ。

『奏因予兆フラグの成立』

　隼人の脳裏に、指輪の声が聞こえる。

　隼人の言葉が切っ掛けとなり、あかりの気持ちを後押しする。

　──兄の面影に良く似た、優しい先輩である隼人。死ぬ気で自分を護まもってくれる、お節介で優しい先輩。

　あかりは、少しだけ頬ほおを赤らめて──

「……（こくり）」

　頷うなずき、隼人にキスをした。

　刹せつ那な、隼人とあかりを眩まばゆい緑色の光が包み込む。隼人の中に、枯渇していたエーテルが漲みなぎっていくのがわかる。全身の傷も癒いえ、銃弾によって損傷していた骨や内臓までもが回復していくのがわかった。

　双心の盟ソウルリンクを間近で見ていた乃の亜あが歓喜する。

「ねぇねぇ、これが指輪の契約って奴やつだよね！　香か澄すみ、このデータも使えるかも！　要チェックだ～！」

「ほう……力が漲ってるのがわかるが……こいつは……」

　香澄も感嘆の声を漏らした。隼人の〈救世機巧グラムグリーム〉の腕部から突き出た刃は、先程よりも長くなっていた。契約により力を強め、パワーアップしたのだ。

「まだ楽しめそうじゃねぇか……！」

　香澄は隼人とあかりを見ると、にいっと嬉うれしそうに笑みを浮かべた。





















　一方、エイオン達が潜伏している、〈逆刻の戯レトロリロード〉の魔術が展開されている閉店したショッピングセンターにて──

「ひとまず、〈逆刻の戯レトロリロード〉は完成だね。これで創世魔術に必要な下準備は、ほぼ全すべて揃そろったことになる」

　エイオンは、ガラスの張られてない窓枠に腰掛け、魔術式を眺めながら鷹たか音ねに言った。表情は満足げで、魔術が上う手まくいったことを喜んでいるのがわかった。

「あとは肝心の術式自体の完成と、戦の為ための魔術、ですか」

　エイオンの近くに立ったままの鷹音が、エイオンに尋ねる。

「そう。特に転移の魔術は絶対に必要だと思ってるからね。その為にも、乃の亜あにはデータを取ってきてもらわないとな」

　次元の歪ゆがみを観測することにより発明が可能とされている転移の魔術は、近々仕掛けるつもりでいる悠久騎士フレースヴエルグとの大規模な戦争の際、無くてはならないものだとエイオンは考えていた。

「それに、乃の亜あの目的の為ためにもね。彼女を納得させる為にもこれは必要なことだ」

「……しかし、呆あきれますわね。乃亜と香か澄すみは、創世の執行者ニーズヘツグの目的とは全く違うものを見て動いてますわ。そんな人達を当然のようにお使いになるなどと──」

「あの二人に関してはあれでいいんだ。目的は違うが、互いの目的の為に通る道は同じ。あの子達は目標のために我々と行動を共にするしかないからね。そして、目的が全く違うからこそ、考えを違える恐れも無い」

「乃の亜あは外の世界への探求心。香か澄すみは自らの呪のろいから逃れ、乃亜と共に自由になることですか」

「そう。そして我々はこの世界を平和にする」

「──そうして貴方あなたは、世界に復ふく讐しゆうするわけですわね」

　鷹たか音ねの言葉に、エイオンは遠い目をする。

「貴方は、境遇に囚とらわれてますわ」

「それは君もだろ、鷹音」

　エイオンが即座に返すと、鷹音は言葉を失う。

「それに我々は、この世界から間違いを消すだけだよ」

　と、その時──

　エイオンと鷹音が、眉まゆを顰ひそめた。

「おや、お客さんですわね」

　鷹音が、建物に入り込んで来た異物の気配を感じ取り、呟つぶやいた。

「正直、こんなに早く見つかるとは思ってなかったのですが……」

「まぁ、そろそろ乃亜達も観測が終わってる頃ころだろう。多少保たせてくれればそれでいい」

「──接続コネクト、〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉」

　鷹音が、侵入者に備えて理パーマネントを発現させる。

　闇やみの理パーマネント、〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉。鷹音の扱う、鎌かまの形状をした武器である。

　やがて、エイオン達のいるフロアに、人影が一人やって来た。

　ワイシャツにネクタイ、下はスーツという格好。ベリーショートの髪型に中性的な美形。男だと言われてもわからないが、女だと言われても納得するだろう。

　ビルにやって来たのは、隼はや人との時代の華はな月つき花か音のんだった。

「これまた、随分と懐かしい客人ですわね」

「お久しぶりだね、鷹音。で、そっちにいるのはエイオンさんかな。はじめまして」

「ふふ。キミが華月花音か。はじめまして」

　エイオンが平然と質問する。

「どうしてここへ？」

「指輪が現れたって言うから、久々に寮に顔を出そうと思ってたんだ。そうしたら、変な魔術の気配は感じるわ、いきなり過去に戻るわーって感じでビックリしちゃって。近くから魔術の匂においがしたからやって来てみたら、ビンゴって感じ」

「なるほど。偶然ですか」

　鷹音が、過去を偲しのぶように目を瞑つぶりながら言った。

　すると、花音は胸に手を当てて、

「そう、偶然。でもきっと、これは運命のようなものでもある。だって、キミとの想おもい出でが詰まったこの時代へと戻る魔術式を、このボクが見つけてしまったのだから」

　わざとらしい口調で、歌うように言う。

「そうだね。本当なら、ゆっくりお茶でもしながら、昔話とでも洒落しやれ込みたいところだけど……」

　花か音のんが一歩前に踏み出し、鷹たか音ねに近付いた。

　そして、

「接続コネクト、〈炎撃の魔弓トロヴアトーレ〉」

　理パーマネントである弓を発現させ、鷹音に向かって構えた。

　花音の全身を仄ほのかな緑色が包み込む。花音は理パーマネントの力を引き出し、悠久神化エターナルエヴオルブの領域へと突入したのだ。

「とりあえず、魔術を止めさせて貰もらうよ」





■第七章　復ふく讐しゆうの燦銃槍







　今でも時々、平和だった頃ころの家族を夢に見る。まだみんなが生きていた頃、飼い猫のシャムと一緒に横になって、テレビを見ていた時のこと。

　ゴロゴロしていると両親が、遊んでばかりいないで勉強しろと怒ってきたこと。

　両親に叱しかられて落ち込んでいると兄が、私を励ます為ためにチョコレートをくれたこと。

　そんな他愛もない、幼い頃に過ごした普通の日常が、今となってはとても愛いとおしく、もう取り戻すことの出来なくなってしまった宝物で──

　あの時間を壊した魔術師ウイザード達のことを、私は絶対に許さない。

　この世界に飛んで来た時、手に持っていた巨大な銃槍。

　これは、憎き魔術師ウイザードを撃つという、私の信念を具現化した銃だ。貫き通すための槍やりだ。

　私は、あいつを絶対許さない。

　世界すらも失ってしまった私は、そのことだけを考えて必死に生きてきた。




　だから、どんな状況でも案外なんとかなった。公園で、河川敷で──人気のない場所を探しては寝泊まりし、人のいない深夜に川で身体からだを洗う日々。飢えは、水道の水や雑草、パン屋のおばちゃんが分けてくれた賞味期限切れのパンで凌しのいだ。ある日、空腹のあまりジーっとパン屋を眺めていたら、「お腹なかが空すいたらいつでもおいで」と、分けてくれるようになったのだ。

　そうこうしながら、私は必死に街の図書館に通い、この世界のことについて調べた。私が住んでいた世界と変わらない文化レベルと環境。違うことといえば、騎士や魔術師ウイザードが、世間的に認知されていないことくらい。

　そうしているとある日、私がねぐらに選んだ公園で事件が起こった。

　数人の魔術師ウイザード達が、魔術を使い始めたのだ。

　私は、魔術師ウイザード達を見ながらどうするか悩んだ。なにせ私は、戦った経験なんて一度も無い。ただ、魔術は世界を滅ぼす行為だ。止めないと。

　そうやって私が悩んでいると──

「魔術師ウイザード、みーっけっ！」

「ちょっと花か音のん、勝手に前に出ちゃ困りますわ！」

「二人は相変わらずだね～」「ね～」

　彼女達が──対魔騎士団デイスマジカルがやって来た。

　彼女達はあっという間に魔術師ウイザード達をやっつけて、近くにいた私にこう聞いた。

「あれ？　キミは？」

　私は、理パーマネントを持っていることを彼女達に伝え、仲間に入れてもらうことにした。魔術師ウイザードの情報が欲しかったからだ。当然、自分の身の上は話していない。孤児ということにした。騎士のみんなは、私が自分の過去を話したくないということを察して、あえて踏み込んでくることは無かった。

　そうして一度は第六因果領域でお世話になることにした私だったが、やがて、兄を殺した騎士の手がかりを探す為ため、世界中を旅することにした。

　各地の悠久騎士フレースヴエルグの支部と学区に転入させて貰もらいながら、兄の仇かたきを探し求める旅。

　丁度一年経たったくらいの頃ころだろうか。創世の執行者ニーズヘツグの三魔柱ソフイアに、銃剣使いの怪物がいるという噂うわさを聞きつけたのは。

　私は理事長が、創世の執行者ニーズヘツグという魔術結社と何らかの因縁を持っていたことを思い出し、再び第六因果領域に戻った。





　　　◆






「どれくらい楽しませてくれるのかねぇ」

　香か澄すみは、楽しそうに嗤わらいながら銃剣を構える。

（さて……と）

　隼はや人とは、香澄を倒すための戦術を考える。契約の力でパワーアップを果たしたとはいえ、先程の戦闘を省みるに、元々の力に差が有りすぎる。契約済みの玲れい奈なに騎士覚醒アウエイクを使って、ようやく互角以下といった感じだったのだ。

（かといって、小細工も通用しそうにないよな。だったら──）

　隼はや人とは指輪に力を込める。

　今、あかりと契約することによって覚えた指輪の力を使う為ためだ。

「我が眼前に立ち塞ふさがりし絶壁の因果を打ち砕く力となれ──」

　隼人の指輪に夥おびただしい量のエーテルが集まる。指輪に刻まれた樹きのレリーフが、勇気を意味するティールのルーンに変わった。

「勇壮不屈リベンジ！」

　すると、契約時に起こるようなエーテルの奔流が巻き起こり、隼人の力を爆発的に引き上げた。

「……ほう」

　香か澄すみが興味深そうに、隼人が力を増していく様を見る。

　勇壮不屈リベンジ。窮地に追い込まれれば追い込まれるほど隼人の戦闘能力を上げる、勇気と復ふく讐しゆうの力だ。自分、そして契約している騎士達が傷付き、消耗するほど効果は強くなる。

　ただし、使用中は常にエーテルを消費し続けるため、長時間の戦闘継続は不可能である。隼人が万全の状態でも、もって三分程度が関の山だろう。指輪の他ほかの能力も併用することを考えると、短期決戦が望ましい。

　隼人は、一気に香澄の懐に入り込むと、腕部の刃を使い、連続攻撃を繰り出した。威力は皆が持つ理パーマネントに比べると劣るが、使い勝手の良さなら大したものである。おまけに今は、勇壮不屈リベンジの能力によって威力が跳ね上がっていた。

　右、その次は左。次から次へと繰り出される攻撃を、香澄は銃剣で必死に捌さばく。手数だけなら、騎士覚醒アウエイク時の玲れい奈なの高速連撃にも負けてはいない。

　香澄は隼人の攻撃を、必死に銃剣で凌しのごうとするが、

「やるじゃねぇかっ！」

　流石さすがに全すべてを捌ききるのは無理と判断し、距離を取る。

　遠距離での銃撃は勿もち論ろんのこと、〈弐銃剣デユアルイーター〉は刃の長さも大したものである。一度間合いさえ開いてしまえば、香澄が圧倒的優位に立てるのは間違いない。

　だが、香澄が半歩下がろうとした瞬間、狙いすましたかのようにあかりが砲撃する。

「咆哮する土龍エーテルボム！」

　捕食の準備を整えられなかった香澄に、エーテルの砲弾が直撃する。

「くっ……！」

（もう一度！）

　すかさず、香澄が怯ひるんだ隙すきを狙ねらって隼人は再び間近に迫った。

　張り付くようにして、反撃する暇を与えないように攻撃を繰り出す。

　このまま持久戦に持ち込めば優位になれるように思えた、が──

（いや、無理だ。勇壮不屈リベンジの消耗が凄すごい。やっぱり一気に決めないと）

「しゃらくせぇ！」

　香か澄すみは剣で弾はじくのを諦あきらめ、銃口を直接隼はや人とに向けた。

　刃を身体からだで受けてでも銃弾をぶつけ、隼人を倒してしまおうという考えだ。

（しまっ──）

　だが、そこへ、

「激動する大地アースクエイク！」

　大地が大きく揺れ、思いも寄らぬ震動に香澄が体勢を崩した。あかりが大地に槍やりを突き立て、エーテルを地脈に流して地震を引き起こしたのだ。

　隼人も体勢を崩してしまったが、すかさず──

「──っ！　確世歪曲リーデイング！」

　三秒先の未来を視みて、香澄の行動を確認する。体勢を崩しながらも、振り上げるようにして隼人に右から斬きりかかってくる香澄の未来が見えた。

「前もって予知してしまえば、どんな攻撃だって──！」

　咄とつ嗟さに隼人は、右腕の刃にエーテルを集めて香澄の一撃を弾いた。

　そして、左腕の刃を使って香澄に斬りかかる。

「っ、あああ！」

　刃は、反応しきれなかった香澄に傷を負わせた。

　香澄は、よろめきながらもすぐに剣を持つ構えを正そうとする。

　だが、その頃ころにはもう、隼人は次の行動に移っていて、

「確世歪曲リーデイング！」

　香澄が動き出す前に、再び三秒先を読む隼人。三秒先では、香澄が隼人に向かって構えることなく発砲していた。

　確世歪曲リーデイングはエーテルを激しく消費するが、どのみち短期決戦を仕掛けるしかないのだ。使用を躊ちゆう躇ちよする必要はない。

（残ってるエーテル量的に後１～２回がいいところって感じか……だったら）

　隼人は、すぐ左にステップして、

「威を喰らう弾丸エーテルバレツト！」

　銃撃を避よけ、サイドから香澄の腕を狙ねらい十字に斬りつける。

「ぬあっ！」

　不意に隼人に腕を狙われた香澄は、銃撃の反動も加わって銃剣を手放した。

　ドサッと、地面に銃剣の落ちる音がする。

（よしっ……！）

　隼人はすぐにその場を離れながら、あかりの方を向いた。

「今だ！　あかりちゃん──騎士覚醒アウエイク！」

　続けて、隼人はあかりの方を向いて騎士覚醒アウエイクを使った。指輪の樹きのレリーフがベルカナのルーンに変化して、凝縮されたエーテルをあかりに向かって飛ばす。

　エーテルはあかりの全身を包み込み、緑色に発光させた。

「……これが、騎士覚醒アウエイク……！」

　初めて騎士覚醒アウエイクを受け、漲みなぎるエーテルの凄すさまじさに感動を覚えるあかり。あかりは隙すきだらけの香か澄すみに向けて槍やりを構えると、矛先を銃口に変えた。

　あかりの槍が、エーテルの光で満たされ燦さん然ぜんと輝く。

「……この日のために、私はずっとあなたのことだけを考えて生きてきた。あなたが兄を殺したことを、後悔させるため。この、呪のろいのようなあなたに対する憎悪を、払ふつ拭しよくするため。あなたを殺して、私は……」

　家族を殺され、世界も失い、ただ復ふく讐しゆうだけを誓った少女。堅固に思えるあかりの心が、一体どれだけの強がりで出来ているか、隼はや人とには知る由もない。

　──ただ、人が復讐を誓う理由なんて、決まっている。

「……救われたい！」

　憎しみを浄化して、悔いや哀かなしみから救われたいから。汚い心から綺き麗れいな心へと、変わりたいから。

〈土龍槍ギガトンランス〉に宿った浄化の光は銃口に向かっていき、やがて一点に集中すると──

「激怒する龍牙グングニル！」

　咆哮する土龍エーテルボムとは比べものにならないほどのエーテルが、レーザーとなって銃口から射出される。河川敷の地に生えた草花を焼き払い、地面をえぐり取りながら香澄に向かった。

「そんなものっ……！」

　流石さすがに余裕が無くなったのか、香澄は奥歯を噛かみしめて銃剣を拾うと身を翻そうとした。

　だが、レーザーを視認した時にはもう、着弾していて──

　ズゴオオオオオン！

　レーザーは香澄を飲み込み、対岸の河川敷に打ち付け大爆発を引き起こす。向こう岸の斜面にクレーターのような巨大な穴を穿うがち、周囲には派手な砂煙が上がった。

　隼人は歓喜の声をあげる。

「やった！」

　流石にあんな強力な攻撃を受けて、無事な筈はずは無い。

「……やった……」

　あかりは、噎むせぶような声で喜ぶと、

「やった……遂ついに復讐を……やった……おにーちゃん……私……私……ひっぐ……ぐっ……」

　目から、大粒の涙をボロボロと零こぼし始めた。

「あ、あかりちゃん、どうしちゃったの！」

「う、嬉うれしくて。やっと、やっとおにーちゃんの仇かたきが討てたって思ったら……私……っ──！」

　隼人は、あかりが泣くところを──それどころか、弱ったところを見るのは、初めてだった。

「あかりちゃん……」

「……私、ずっと、おにーちゃんの仇かたきを討つまでは、絶対弱くならないって。強い私でいる、って。だから……今、我慢が……っ……あああああ」

　あかりが、隼はや人との胸に飛びついてくる。

「ちょっ……あかりちゃん……！」

「ご、ごめん隼人……し、しばらく、胸を貸して欲しい……」

「あかりちゃん……」

　隼人は、あかりを優しく抱きしめながら思った。きっと、あかりはこれまで必死に我慢していたのだ。周囲に心のうちも語らず、涙を堪こらえてただ一人頑張っていたのだ。香か澄すみに復ふく讐しゆうするために、弱くなってしまわないように。

（今まで、本当に色んなことを我慢してたんだろうな……）

　今、こうやって涙を流しているのは、ようやく自分に甘える余裕が出来たということなのだろう。隼人はそう思い、涙を流すあかりを見て不思議とホっとした。

「……つつっ、アンタ達、人が死にかけてる時に、なにラブラブやってんのよ……」

　と、隼人があかりを抱きしめていると、満身創そう痍いの玲れい奈ながやって来る。飛鳥あすかと詩し愛あ、それに琴こと美みもやって来た。どうやらみんな、意識を取り戻したようである。

「ほ、ほんとだよ、にーさん！　こっちがボロボロになって邪魔出来ないのを良いことに！」

「夕ゆう霧ぎり君、そういうのは寮に戻ってからの方が……」

「あらあら……この戦いの間に、随分と仲を進展させてしまったみたいですね。でも、二人とも、何か忘れてませんか？」

　琴美はそう言うと、離れた場所で様子を窺うかがっている乃の亜あを見た。仲間がやられたというのに何もせず、乃亜はにこにこと笑みを浮かべている。

（そうだった……）

　隼人は、香澄を倒して勝利したような気になっていたが、まだ戦いに勝ったわけではない。

（仲間がやられてるのに平気そうにしているし……そんなに余裕なのか？）

　隼人は、現状の戦力で勝てるか考えてみた。隼人はエーテルが枯渇してしまい、他ほかの皆もボロボロだ。唯一あかりは元気だが、もし乃亜が香澄と同レベルの強さだった場合、とてもじゃないが一人では太刀打ち出来そうにない。

（見た目は弱そうだが……）

　と、そんなことを考えていると、

「よっ、と」

　対岸上で、激怒する龍牙グングニルで抉えぐれた河原の斜面から声が聞こえ、何かが蠢うごめき、起き上がった。

　隼人達は、起き上がった人影の正体──

　倒した筈の香か澄すみを見て唖あ然ぜんとする。

　香澄は、助走を付けて大きく跳躍し、こちらの岸まで戻ってくると、

「今のは中々痛かったかねぇ」

　そう言って、平気そうに銃剣を構える。

（──な!?）

「イイ線いってたと思うがな。理こいつの力がなけりゃヤバかったかもしれんがね。よっ、と」

　香澄が理パーマネントの力を引き出すと、彼女の身体からだがエーテル色に発光を始める。

　先程、あかりが見せたような、騎士覚醒アウエイクのかかった状態の騎士と同じ──悠久神化エターナルエヴオルブの領域である。

「ま、こうすりゃあのくらいは耐えられるってわけだ。それでも、十分痛かったぜ？」

（なっ……!?　騎士覚醒アウエイク無しで!?）

　あかりは泣き顔を一転、咄とつ嗟さに槍やりを構える。

　まだあかりには、騎士覚醒アウエイクの力が残っていた。

「激怒する龍牙グングニル！」

　無遠慮に、あかりが槍からレーザーの大技を放つ。

　香澄は、あかりの放った激怒する龍牙グングニルを、避よけることも無く真っ正面から受けると、

「──ふんっ！」

　悠久神化エターナルエヴオルブを発動させた銃剣で、真っ二つに叩たたき割った。

　玲れい奈なが声を大にして驚く。

「え、ええええええ!?　な、なにあれ……」

「……まだ力を隠していた、ってことでしょうね。やっぱり、姉さんクラス……」

　琴こと美みが、引きつった笑みを浮かべながら言う。

　渾こん身しんの一撃が通用しなかったのを見て、その場にヘナヘナと座り込んでしまうあかり。騎士覚醒アウエイクの効果も切れ、戦意を失ってしまう。

「そ、そんな……」

（これはやばいな……）

　確かに隼はや人とは、目の前の相手を規格外の強さだとは考えていた筈はずだ。だが、改めて思ってしまった。香澄は隼人が考えていたよりも、化け物であった、と。

（逃げるか……？）

　隼人の中で、消極的な考えが生まれた。今の状況、絶対に無理をして戦わなければいけない場面でもない。何せ隼人達が探している魔術式は、ここにあるわけではないのだ。

　だが、地上から逃げたところで追いつかれるに決まっている。逃げる場合は、玲奈か詩し愛あの飛行能力を駆使する必要があるだろう。

　どちらかに自分を遠くまで連れて行って貰もらって、そこから騎士召喚サモン・フレースヴエルグを使って──

（ダメだ。それまで誰だれがあいつの相手をするっていうんだ）

　──どうすれば。

「まぁいいや。そろそろ飽きたし、ゲームエンドだろう。おめー等ら全員まとめて黙ってて貰おうかな」

　香か澄すみが笑いながら銃口を隼はや人とに向ける。

「まずはお前からだ、王オーデイン。安心しろ、お前は殺すなって言われてるから手加減してやるよ。精々意識が飛ぶくらいだ」

（っ……！）

　隼人は咄とつ嗟さに、どう足あ掻がくべきかを考えた。エーテルはもう残っていない。やはり、もう打つ手なんて──

「──威を喰らう弾丸エーテルバレツト！」

「ダメ！　隼人！」「にーさん！」「隼人君！」「……夕ゆう霧ぎり君！」「──隼人！」

　玲れい奈なが、飛鳥あすかが、琴こと美みが、詩し愛あが、あかりが、心配そうに声をあげ、隼人を庇かばおうとするが遅い。

　香澄の撃った弾は、間違いなく隼人を真まっ直すぐに狙ねらって──

　だが、その時──

　──カキン！

　楯たてを持った騎士が高速で飛び込んで来て、香澄の放った銃弾を弾はじいた。

「大丈夫～？　ええっと、隼人君～？」

　聞き覚えのある、おっとりとした話し声とパーマのかかった髪。楯を持った女性が振り返ると、見覚えのある印象的な垂れ目が隼人を心配そうに見ていた。

「あ、貴方あなたは……一かず葉はさん？」

　呆あつ気けに取られた隼人の言葉に、女性は頬ほおを膨らませると、

「ぶぶー、双ふた葉ばです～。似てるからって間違えないでよ～」

　隼人と香澄の間に割って入ったのは、この時代の悠久騎士フレースヴエルグ、緑みどり川かわ双葉だった。鎧よろいは着ておらず制服姿だが、まだ昼間だし、参照リンクの力が無いためである。

　双葉に続いて、続々とこの時代の悠久騎士フレースヴエルグ達もやって来て、双葉とともに香澄に対たい峙じした。状況としては、隼人達の前に一同が並ぶ形となる。

「双葉ちゃんな～いす」

　一葉が、双葉に向かって親指を立てる。

「ありゃ、なんだか大変なことになってるね」

　花か音のんがのんびりと言った。

「花音、気をつけて。あの魔術師ウイザード、物もの凄すごいエーテルの匂においを出してますわ」

　鷹たか音ねが香澄を鋭く睨にらむ。

　一同、既に理パーマネントは発現しているようだ。花音は弓の形をした理パーマネントを、鷹音は鎌かまの形をした理パーマネントを、一葉は双葉と同じような楯の形をした理パーマネントを持っている。

「くはは。こいつは楽しくなって来たな。王オーデイン達を相手にするよりも面白そうだ」

　香澄が楽しそうに、再び銃剣を構えた。

「んじゃ、やろうか。対魔騎士団デイスマジカルのみんな」

　それを見て、花音が弓を香か澄すみに向けた。

「あー、年下の癖にリーダーシップ取って花音ちゃんずるーい」

「そうだそうだー。ずるいぞー」

　一かず葉はと双ふた葉ばが、花か音のんに文句を言う。

「はぁ……あの人達と一緒にいると本当に緊張感がありませんわね。みなさんは無茶をせず、下がっていてくださいまし」

　鷹たか音ねが、隼はや人と達の怪け我がを見て言った。

「で、でも、あの魔術師ウイザード凄すごい化け物ですよ。俺達も六人がかりで歯が立たず……」

　隼人は心配する。あの化け物は、楽に倒せるような奴やつではない。

　でも、隼人の心配そうな言葉を聞いた鷹音は、

「大丈夫ですわ。わたくし達、対魔騎士団デイスマジカルに、不可能はありませんから」

　ニッコリと笑って、余裕そうに返した。

「威を喰らう弾丸エーテルバレツト！」

　香澄が銃弾を、花音に向かって撃ち放った。

「それは防ぐわ～。この〈黒楯ポルツクス〉でね」

　緑みどり川かわ双葉が、香澄の放った弾丸を楯たてで防ぐ。

「……ちぃっ」

　香澄が銃剣を振りかぶった。

　刹せつ那な、今度は双葉を助ける為ために一葉が飛び込んで来る。

　香澄の剣を、双葉ではなく、一葉の楯が受けた。

「私達がいれば、攻撃は～」「絶対に通さないわよ～」

　琴こと美みが隼人に説明する。

「〈黒楯ポルツクス〉と〈白楯カストル〉。前者はエーテルのみによる攻撃を、後者はエーテルを伴った物理攻撃を無効化する楯です。それぞれの楯には、瞬時に相手の攻撃と対称性を持つエーテルを形成する力があり、それをぶつけることにより相手方の攻撃を打ち消すことが出来ます。前者はエーテルのみにそれが働き、後者は物理的な衝撃にも対応している形ですね」

　つまり、ざっくりと相手の攻撃を打ち消せる楯なのだと、隼人は理解する。

「彼女達が二人揃そろえば、悠久騎士フレースヴエルグ屈指のディフェンダーとなる。当時は、楯の姉妹アステリズムと呼ばれて有名でした」

「くそっ、こしゃくな奴……！」

　二人が楯で香澄の攻撃を防ぎながら、花音が確実に矢を狙ねらい当てていく。

「追撃の焔弾フレイム・フライシユツツ！」

　絶対に外さない追撃の焔ほのおが、しっかりと香澄の身体からだを射貫く。香澄が矢を切り払おうとしても、食べようとしても、避よけようとしても、花音の矢は軌道を変えて香澄に命中する。

「っ──！」

　香か澄すみの腕に矢が刺さった。矢に纏まとう炎が香澄に乗り移ると、彼女の持つエーテルを焦がし、ごっそりと消耗させる。香澄は全身のエーテルを高め、炎を振り払った。

「ちぃっ！」

　香か澄すみは、慌てて花か音のんを狙ねらって発砲する。

「ダメダメ、それは防ぐから～」

　だがそれも、双ふた葉ばの〈黒楯ポルツクス〉によって妨げられる。

「こちらも参りますわ！　〈幽幻の影徒ダブルフアンタズム〉」

　鷹たか音ねは〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉の力を解放し、自身の影を実体化させた。地面から生えるように現れた鷹音の影が、ターゲットの駆逐を目的としたもう一人の鷹音となる。

「鷹音の得意技か！」

　二人の鷹音が鎌かまを振り回し、香澄を挟撃する。まだ中学生だというのに、鷹音と花音の強さは楯の姉妹アステリズム、そして玲れい奈なや琴こと美み達にも劣らなかった。

「対魔騎士団デイスマジカル。過去最強クラスの悠久騎士フレースヴエルグのチームです」

（なるほど、これは確かに強い……）

　個々人の能力も勿もち論ろんだが、何よりもチームワークだ。

　周囲の動きをきちんと読み、最適のタイミングで味方を庇かばう楯の姉妹アステリズム。無茶はせず、楯の姉妹アステリズムの負担にならないように行動し、着実に敵へのダメージを積み上げていく花音。自分の分身と共に前衛に出て、敵を振り回しながら攻撃を仕掛ける鷹音。

　先程まで隼はや人と達が圧倒されていた香澄を、この時代の悠久騎士フレースヴエルグ達は容易に翻ほん弄ろうしてみせていた。

「偶たまには突撃～！　シールドバッシュ！」

　隙すきを見て一かず葉はが、楯を使った体当たりを仕掛ける。双子の楯は防御だけでなく、打撃にも使えるらしい。香澄は、思わぬ一撃を避よけきれず、よろめいてしまっていた。

　そして、隙すきを見せた香澄に向かって、

「でかいのいくよ！　獄炎の女王ヘル・アリア！」

　花音の射た巨大な火の矢が、香澄の胸を直撃して、

　──ズゴオオオオン！

　河川敷に、巨大な火柱を上げた。

「やりました……の？」

　鷹音が疑問系で花音に聞く。

　だが、花音はうっすらと四散していく火柱を睨にらみながら──

「……いいや、まだだ」

　花音の返答通り、火柱の中からローブを損傷させた香澄が現れた。どうやらローブの一部が炎で灼やけ溶けてしまったらしく、パープルのパンツやブラが丸見えになっていた。肌も焦げ、露出が激しくなっている。

「くはは！　すげぇな！　四対一とはいえ、こんなに追い詰められるとはな！　やっぱ、話に聞いてただけはある。流石さすが、有名な対魔騎士団デイスマジカルだ」

「お褒めいただいてどうも。キミこそ凄すごすぎるんだけど、何者？　こんな強い魔術師ウイザード初めて戦うんだけど……ひょっとして」

　花か音のんが隼はや人と達を見回して、

「未来の魔術師ウイザードさん？」

「くはは。そうそう、オレはアイツらと一緒の時代から来た魔術師ウイザードだよ」

　すぐに、鷹たか音ねが香か澄すみに鎌かまを向ける。

「……魔術式はどこ？」

「まぁそうかっかするな。聞かれたって教えるわけないだろう」

　そう言うと、香澄は銃剣を鷹音に突き返した。

「オレだってまだ遊び足りねーんだ！　聞きたいならオレを倒してからにするってのはどうだ？」

　香澄が挑発する。花音が再び弓を、姉妹も楯たてを構えた。

　すると──

「はいはい、香澄、ちょっとたんまー！」

　遠くに居た乃の亜あがやってきて、香澄を止める。不服そうに香澄は銃剣を下ろす。

　花音達は弓を構えたまま、訝いぶかしげに乃亜を見た。

「香澄、今日はここまでみたいだよ。エイオンが、観察終わってるなら戻って来いってさ。何でも侵入者がいるらしいの」

「なんだそれ。今、折角楽しいところなのによぉ！」

「ま、今日は諦あきらめよう。決着付くまでまだ時間かかりそうじゃない。それにね、乃亜だって退屈なの。〈調律機デバツガ〉があるから戦いに交じるわけにはいかないし、乃亜のことも少しは考えてよね」

「だったら乃亜だけ戻っていればいいじゃないか」

「今日の貴方あなたの仕事は乃亜の護衛でしょ？　それに、香澄一人を置いてきたら、それこそ何やりだすかわからないし……エイオンに怒られちゃうもの」

　そう言われて、香澄は暫しばらく考えるような仕草を見せ、舌打ちをした。

「はいはい、わーったよ。仕方ねぇ、今日はここまでにしとくよ」

「わかればよろしい。んじゃ、戻りましょ、香澄」

　そう言って、乃亜と香澄がその場を去ろうとする。

　当然のように、何事も無かったかのように、だ。

（へ……？）

　唖あ然ぜんとする一同。鷹音が焦るように言った。

「そ、そんなこと許されるわけないですわ！　わたくし達は貴方達から、魔術式の場所を聞き出すという目的がありますの！　勝手に帰すわけにはいきません！」

「んー……でも、だったら……どうするの？　もしかして、乃亜も相手にするの？」

　乃の亜あが立ち止まり、笑顔で鷹たか音ねを見た。

　突然の敵の逃亡に動揺していた鷹音は、すぐに鋭い眼光で乃亜を睨にらむと、

「力尽くでも止めさせてもらいますわ」

　鎌かまを構えた。相手の見た目はただの幼い女の子とはいえ、化け物じみた強さの魔術師ウイザードかもしれない。油断なんて出来るはずがない。

　乃亜は、一度くすっと笑って丁寧に辞儀をしたあとに、

「──接続コネクト、〈快・昇天パラダイムチエンソー〉！」

　チェンソーの形をした理パーマネントを発現させた。

　禍まが々まがしいデザインをしていて、ハンドル部分には骸がい骨こつのデザインがあしらってある。乃亜の見た目の可愛かわいらしさには、とてもミスマッチだ。

「しかし、どの時代も鷹音は真面目まじめだね。そこまで必死に自分を演じなくても、乃亜や香か澄すみみたいに気ままに生きていけばいいのに」

　乃亜が、からかうように鷹音に言った。鷹音が眉まゆを顰ひそめる。

「……何の話ですの？　どの時代もって……未来のわたくしを知ってる……？」

「そうだね。とりあえず──」

　乃亜が、チェンソーを握って鷹音に踏み込んだ。

「近いのなら任せて～！」

　一かず葉はが鷹音の前に出て、楯たてでチェンソーを防ごうとする。

　だが乃亜は、楯を気にせずチェンソーを振り回した。

　そして──

　──パキ──ン。

　近接攻撃を無効化する筈はずの一葉の〈白楯カストル〉が、バラバラに解体されて地面に落ちた。

（──な！）

「っ…あああ！　わ、私の〈白楯カストル〉が……っ！」

　相手の攻撃を打ち消す筈の楯が、呆あつ気けなく切断されてしまう。一葉は理パーマネントを破壊された痛みになんとか耐えていた。

「お姉さんの服も頂いちゃおうかな！」

　そして、もう一度チェンソーを振るうと、今度は一葉の制服をバラバラにした。

「……あああっ！」

（あれ、強化制服だよな……!?　あんな簡単に破れない筈じゃ！）

　一葉は、制服がバラバラにされて下着だけの状態となる。

「解析の理パーマネント、〈快・昇天パラダイムチエンソー〉。死線っていう物が切れる線が見れちゃう理パーマネントなんだ～。だから、どんなものでもバラバラ！　乃亜に解体出来ないものはないの」

　お気に入りの玩がん具ぐでも自慢するかのように、チェンソーを見せつけながら乃亜は言った。

「ま、そういうわけだから、これ以上は不毛なだけだよ？　おにーちゃん達はまた今度逢あおうよ、その時にまたゆっくり遊ぼう、ね？」

　乃の亜あが、隼はや人とに微笑ほほえみかける。

　一同は呆ぼう然ぜんとするが、隼人はすぐに我に返り、乃亜を止めようとする。

「んじゃあ、またね。おにーちゃん達！」

　だが、乃亜がそう言ってポケットから二つの小さな球を取り出して地面に投げると、それぞれの玉から強烈な光や煙が溢あふれ返って、隼人達の視界を覆った。

「何これ、全然周りが見えない──！　げほっ、げほっ」

　玲れい奈なが煙で咳せき込みながら叫んだ。

（閃せん光こう弾と煙玉……!?　理術具アーテイフアクトか!?）

「くはは。また逢あおうな、魔ロ王キにちっこいの！　その時はもう少し強くなっててくれよなー？」

　遠くから香か澄すみの声が聞こえた。

　やがて、煙が晴れ、眩まぶしさと煙で眩くらんでいた視界が元に戻る。

　乃亜と香澄は、既にそこにはいなかった。

「逃げられた……？　ちょっと周囲を見てくる！」

「……私も行くわ」

　玲奈と詩し愛あが、魔術師ウイザードを捜しに空へと飛んだ。

（仮に場所がわかったとしても……勝てそうにないが……）

　とはいえ、魔術式の場所を把握しておく必要はあった。香澄達の言ってたことを素直に信じるのであれば、魔術は隼人達が何もしなくても、そのうち停止するだろうが──

「一かず葉は、楯たては大丈夫ですの？　戻りそう？」

「うん……このくらいなら再生出来るかと～。本調子まで、ちょっと時間がかかっちゃいそうだけど～」

（でも、この人達は、一応普通に戦えてたんだよな……）

　対魔騎士団デイスマジカル。過去最強と言われた第六因果領域の騎士団は、隼人達が六人がかりでも相手に出来なかった香澄を追い詰めた。

（チームワーク、か……）

「にーさん。下着ばかり見ててやらしい……」

　飛鳥あすかがジト目で隼人に言う。

　どうやら飛鳥は、隼人が一葉の下着姿を凝視していると思ったらしい。

「ちょ、違うよ！　俺はただ、この時代の悠久騎士フレースヴエルグは凄すごいなぁって思ってただけで……」

「ふーん。へぇー」

　全然信じてない様子の飛鳥。

「でも、凄かったよね。あたしももっと強くならないとって、ちょっと反省しちゃった」

「……だな」

「じゃないと、にーさんを護まもってあげられないしね。ちょっと戦闘のコツとか聞いてくる！」

　飛鳥あすかは笑いながら言うと、一かず葉はと双ふた葉ばのところに駆け寄って行った。戦闘中の二人の位置取りの上う手まさに、感じるものがあったのだろう。

（もっと強くならないと──）

　隼はや人とはそう思いながら、同じことを思っていそうなあかりを見た。

　あかりは、落ち込んだ様子で俯うつむいていた。

　隼人があかりに近付く。すると、隼人の様子に気付いたあかりが涙声で呟つぶやいた。

「……倒せなかった」

「あかりちゃん……」

　香か澄すみを倒せなかったのが悔しいのだろう。

　あかりは随分と落ち込んでいた。

「間違いなく、またチャンスはあるさ」

　創世の執行者ニーズヘツグに香澄がいるということは、隼人達が創世の執行者ニーズヘツグと敵対している限り、この先また戦う機会が巡ってくる可能性が高い。

　事実を確認出来ただけでも、あかりにとっては収穫のはずだろう。

　隼人は、落ち込むあかりの手をそっと握ると、

「……あかりちゃん。俺にもさ、あかりちゃんの復ふく讐しゆうを手伝わせてくれないかな」

「え？」

　あかりの目を真まっ直すぐに見て、そう言った。

　突然の隼人の言葉に、戸惑うあかり。

「同情なんかじゃなくてさ、俺は仲間として仲間の為ため──それに、王おうとして騎士の為に力になりたい」

「……隼人」

「……なんて、ちょっと恥ずかしいけど」

　照れ臭そうに、隼人が鼻をかく。

　するとあかりは、考えるようにジっと隼人を見て。

「……（こくり）」

　ゆっくりと、大きく頷うなずいた。

「じゃあ、ひとまずそのためには──」

　隼人達は、いずれにせよ一度寮に戻った方がいいかもしれない。

　エーテルを消耗しきってしまって、仮に魔術式を見つけることが出来たとしても、戦力にならない可能性が高いからだ。そのことを、琴こと美みに相談しようとすると──

「姉さん。ありがとうございました」

　琴美は、鷹たか音ねにお礼を言っていた。

「何がですの？」

「姉さん達がいなかったら、今ごろ……本当にありがとうございます」

「悠久騎士フレースヴエルグとして当然のことをしたまでですわ。それに、妹の危機を救うのは姉の役目でしょう？　もっとも、七年後の妹なんて、大きすぎてあまり妹って気がいたしませんけども」

　くすりと、鷹たか音ねが笑う。琴こと美みも笑顔を返した。

「……そうですね。私も、自分と同じ歳としくらいの姉さんは変な感じです」

「ねぇ、七年後のわたくしはまだ、完かん璧ぺきな悠久騎士フレースヴエルグでいられてますかしら？」

「……っ！」

　鷹音の質問に、琴美は一瞬言葉を失う。

「どうしましたの？」

「あ、いえ、なんでもないです……そうですね。七年後も、姉さんは変わらず最高の悠久騎士フレースヴエルグです」

「……それは良かったですわ」

　鷹音の見せている笑顔が、隼はや人とには嘘うそ偽いつわりのない笑顔に見える。さきほどの戦闘や言動を見る限り、悠久騎士フレースヴエルグとしても完璧すぎる振る舞いだった。

（本当に、どうして裏切ることになったんだろう……）

「あ、あの、姉さん！　そ、それと」

「ん？　何？」

「七年後も、私にとってはまだ、最高の──」

　──ゾクリ。

　隼人は、何か歪いびつな気配を感じた。

　今度は、あかりが現れた時のようなものではない。

（これは……魔術の気配！）

　隼人が思った、その瞬間──

　そして、琴美が何かを言おうとした、その刹せつ那な──

　プツン、と、まるでテレビの電源が落ちるように、花か音のんが、楯の姉妹アステリズムが、鷹音が──隼人達の目の前から消える。周囲の光景も変わった。

　川の水位が少し上がり、河川敷の幅が狭くなっている。雑草も多くなった。きっと、七年前に比べてこの辺りに人が来なくなったからだろう。

　あかりと飛鳥あすかが、隼人に言った。

「隼人、これって……」

「にーさん！　もしかして……！」

「ああ、間違いない」

　つまり、時間が元に戻った。魔術の実行が終わったのだ。

「隼人ー、ゴメン。見つけられなかった」

　すると、玲れい奈なと詩し愛あが空から戻って来て、香か澄すみと乃の亜あを見つけられなかったことを告げる。

　詩愛が不思議そうに言う。

「……でも、魔術は終わったみたい……」

「みたいだな」

（とりあえず一件落着……なのか？）

　魔術が止まったのなら、それはいいことだろう。

「とりあえず、一度寮に戻ろうか」

「そうね。私もそれがいいと思う」

　玲れい奈なも同意する。

　隼はや人と達は、寮に戻る為ために理パーマネントや鎧よろいを仕舞い、結界を解く。

　だが、そんな中琴こと美みは、何やら呆ぼう然ぜんとしていて──

「……先輩？」

「あ、い、いや、姉さんと喋しやべってたら急に消えちゃってがっかりというか……すみません。私も帰る準備をします」

　琴美も理パーマネントと鎧を仕舞う。

「先輩、さっきは最後、何を言おうとしてたんですか？」

　気になって、隼人は聞いてみた。

「ん？　ああ、えーっとですね……」

　琴美は、少し寂しそうに笑って言う。

「『それと、私にとっては完かん璧ぺきな姉です』。って言おうとしてたんです。姉さんのこと、今も大好きですから」





　　　◆






「逃げられましたわね……追います？」

　隼人達の時代の鷹たか音ねは、壊された逆刻の戯レトロリロードの魔術式を見ながら呟つぶやいた。鷹音の格好は黒いボンデージのようなもので、肩や腕部には甲かつ冑ちゆうのパーツが付いている。手には、〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉を握っていた。

　粉々になった理の欠片ミスリルが床に散らばっており、式である文字列はエーテルの炎で炙あぶられ、認識出来ないものになっていた。

　壊された魔術式を眺めていたエイオンが答える。

「いや、追わなくともいいだろう。もう逆刻の戯レトロリロードには用が無いしね。それに、アレを深追いしてもあまり意味がない。追い払っただけで十分さ」

「魔術を止められたから、一応敗北ですわよ？」

「勝ち負けは些さ細さいな問題じゃないか。乃の亜あも観測は全部終わってるらしい。万事上う手まく運んでるよ」

「でしたらいいのですが……」

　鷹音が理パーマネントを仕舞う。すると、格好が先程まで着ていた白のショートスリーブに黒のミニスカートという普段着に戻った。参照リンクによって発現していた理術具アーテイフアクトの鎧よろいが、仕舞われたのである。

「どうだい？　かつての仲間と戦ってみた感想は」

「相変わらず、反則的に強いですわね。一対一で本気を出して戦ったとして、勝てるのかどうか」

「ふふ。それはキミも反則的に強いって自慢しているのかい？　元対魔騎士団デイスマジカルの騎士、柏かしわ木ぎ鷹たか音ね。同チームの華はな月つき花か音のんともに、天才と称された悠久騎士フレースヴエルグ」

「別に自慢のつもりはなかったのですけども……」

　鷹音が、からかうようなエイオンの言葉に不満げに返す。

「今、世界中にいる理パーマネント使いで能力のランキングを付けるとしたら、間違いなくキミと彼女はトップを争うだろうね。香か澄すみも間違いないか。乃の亜あは一歩劣るから入らないとして……後は、桜の巫み女こや、護樹議会ヴアルキユリアの絶壁も入るかな」

「まぁ、わたくしは香澄と違って強さにはあまり興味はありませんわ。計画が成功すれば、それでいいですから」

「鷹音は本当に真面目まじめな性格だね。そして一いち途ずだ。──だからこそ、キミは悠久騎士フレースヴエルグを恨んでしまった」

「放っておいてくださいませ」

　拗すねるような鷹音の言葉を、エイオンは詫わびることなく笑顔で聞き流す。

　そして、エイオンは窓から燃えるような茜色の空を見上げた。夕焼けの色は、エイオンにとって毒である。嫌な過去を想起させるからだ。

「とりあえず、あの子達が帰ってきたら、ここを放棄して次の段階に進もう。そろそろ、私達の拠点も取りに行かないとね」

「拠点……ですか。またお引っ越しなんて嫌になりますわね」

「喜ぶといいよ鷹音。引っ越さなくなるからこその、活動拠点なんだ。今後は、その場所を軸にして、創世の執行者ニーズヘツグの活動を行っていく」

「……当てはあるんですの？」

　鷹音の質問に、エイオンがニヤリと笑みを浮かべる。

「当てがあるというよりは、計画の為ためにはそこしか無いという感じだね。そしてその候補地は、キミも良く知っている場所だよ」





　　　◆






　寮に戻って来た隼はや人と達は、もう暫しばらくは逢あわないだろうと思っていた騎士と、早速の再会を果たした。

「お、お帰り＆お久しぶり！　元気してたかい？」

　ワイシャツネクタイにスラっとしたパンツ。一見男性と見違えてしまいそうな中性的な容姿をした彼女が誰だれなのか、本人から聞くまでもなく隼はや人と達には判別出来た。

　隼人が、何な故ぜ彼女がここにいるのかを不思議に思いながら、控え目に聞く。

「……花か音のん先輩？」

　花音は笑顔で大きく頷うなずいた。

「七年振りだね！　みんな元気してた？　って、みんなにとっては直前かー。ややこしいなー」

　花音は、戸惑う隼人の両手を握ると、ぶんぶんと縦に振って握手をした。

「え……ええっと、どうしてここに？」

「王オーデインがいるって言うから、顔を見たくて戻ってたんだけど……途中で魔術に巻き込まれて過去の自分が先に逢あっちゃったというか……ううん、ややこしいね」

（確かにややこしい……）

　隼人は思わず苦笑いを浮かべた。他ほかのみんなも、同様の顔をしている。

「とにかく、こんなところで立ち話もなんだから寮に上がってよ。リビングでゆっくり話そう」

　そう言うと、花音は隼人達に寮に上がるように勧める。

　すると、階段からリピカが下りてきて、呆れるように言う。

「ここはおヌシの寮じゃないじゃろう。何故我が物顔しとるのじゃ」

「えー、でも昔はボクの寮だったわけだし」

　花音が不満を言うが、リピカは小さく咳せき払ばらいをすると、無視して隼人達に告げる。

「戻ってきたみたいじゃの。とりあえず報告会といこうか」




「なるほど、逆刻の戯レトロリロードは花音先輩が止めたんですね」

　隼人達はリビングに集まり、テーブルに着き事件について話し合うことにした。隼人達寮の一同は勿もち論ろんのこと、花音も席に着いて状況説明をする。

「本当に偶然だったんだけど敵の本拠地的な場所を見つけちゃってね。そのまま、魔術式を止める為ために一暴れしてたってわけ」

「それで止めちゃうなんて……しかも、姉さんがいたのに……」

　琴こと美みが感心してそう言うと、花音が謙けん遜そんの笑みを浮かべた。

「どちらかが勝つまで戦うってなると、どうなるかわからないけどね。ボクは魔術式を止めて、逃げて来ただけだから」

　リピカが花音の説明を聞いて、大きく頷うなずく。

「なるほどのう。……で、おヌシらは、過去のあいつらに助けて貰もらったわけか。そしてあかりの過去と。ふうむ」

　リピカが真顔であかりを見た。

「……ごめんなさい、みんなに黙ってて」

　あかりは立ち上がると、申し訳なさそうに辞儀をする。

　玲れい奈なが、困ったような笑みを浮かべながら言った。

「ま、まぁ、別世界とか言われても混乱してたと思うし、色々あったなら仕方無いんじゃないですかね。辛つらい過去の話なんて、誰だれでも話したくないもんだろうし」

「……でも、悠久騎士フレースヴエルグの活動をする上で、伝えておいた方が良い情報だった。他にも世界があるということや、別の世界から誰かがやってくることもあるという事実と情報が、何かの役に立つかもしれない」

（確かに……もしかすると、香か澄すみという魔術師ウイザードやあかりちゃん以外にも、この世界に別の世界からやって来ている人間がいるかもしれないわけか……）

　その情報が隼はや人と達にとって役立つのかはわからないが、創世の執行者ニーズヘツグはその情報を持っていたからこそ、時間逆行の魔術を使い、因果の揺れを観測しに行ったのだ。そしてその観測結果は、彼女達の目的である創世計画の役に立つと言っていた。

「そうですね。こればかりは、きちんと話していて欲しかったです」

　琴こと美みが、きつい口調であかりに言う。あかりは琴美の言葉を聞いて、しゅんと俯うつむいた。

　すると、そんなあかりの様子を見た琴美が、今度は笑みを浮かべてリピカを見た。

「ただ、私達はもう知ることが出来た。それで十分だと思います。ね、理事長」

「そうじゃの。そもそも、それを言うならワシらだって隠しごとをしていたことがあるしのう」

　リピカが苦笑いを浮かべ、隼人と玲奈を見た。魔王の予見書セームンドのことである。

　隼人と玲奈はリピカに苦笑いを返すと、今度はあかりに向かって笑みを向ける。

　あかりはそれを見て、思わずくすりと笑った。

「ひとまず、時間も元に戻ったし、おヌシ達も無事帰って来たし、隼人とあかりも双心の盟ソウルリンクに成功したしで、一件落着というところかのう」

　リピカが安あん堵どした様子で言う。

　だが、すぐに隼人達の顔から笑みが消え、真面目まじめな顔となった。

「どうしたんじゃ？　ちょっと怖い顔して」

　玲奈と詩し愛あが厳しい表情で言う。

「落着では無いですよ。さっき、創世の執行者ニーズヘツグの魔術師ウイザードと戦った時、全然歯が立たなかったですし……」

「まるで相手になってなかったわ」

　あかりがぼそりと補足する。

「……そして、対魔騎士団デイスマジカルは戦えてた」

　あかりの言葉に、一同が頷うなずいた。

「ふむ……」

　リピカは、落ち込む一同を見て難しい顔をする。どう言葉をかけようか悩んでいるのだろう。

　すると、飛鳥あすかが同席している花か音のんに聞く。

「昔の騎士の人達、無茶苦茶強くてビックリしました。どうやったらあんなに強くなれるんですか？」

「どうやったら……って言われても、頑張って理パーマネントとの繋つながりを強くしたり、経験を積むくらいしか？」

「むむー……後は才能の話になっちゃうんですかねぇ」

　と、飛鳥あすかの言葉を聞いた玲れい奈なが、突如立ち上がった。

「才能なんて関係無いわよ。私達だって、特訓すればあのくらいにはなれる！」

　どうやら、『才能』というワードが引っかかったらしい。

「んー、そうだねぇ……当時の対魔騎士団デイスマジカルの個々人の能力って、そこまで大したものじゃなかったよ？　当時のボクより、今のキミ達の方が強い可能性だって高い。三魔柱ソフイアの怪物とキミ達との間には大きな壁があるだろうけどね」

　今度は隼はや人とが聞く。

「じゃあ、どうして対魔騎士団デイスマジカルのメンバーは、三魔柱ソフイアの怪物を圧倒してたんですか？」

　すると、花か音のんは暫しばらく、「うーん」と考えた後に、

「チームとしての強さ、じゃないかな。あの時のメンバーって誰だれか一人でも欠けると困るくらいに纏まとまりが良かったし、チームワークも抜群だった」

（チームワーク、か……）

　隼人は、先日の蹂躙する狂乱者スタンピードとの戦いのことを思いだした。

　あの時隼人達は、明らかに個々の能力では格下だと思われる魔術師ウイザード達を相手に、苦戦してしまった。魔術師ウイザード側の魔術の用意があったとはいえ、あれもチームワークの差だろう。

「……そうだわ。名前」

　すると突然、詩し愛あが呟つぶやいた。

　みんなが、詩愛の呟きを不思議に思って一斉に詩愛を見る。

「あ、いや、チームワークの話をしていたから……名前があれば、上う手まく行くんじゃないかなぁって。バレーの時間、クラスの立たて川かわさんがそんなこと言ってたから……」

　一同の視線におどおどしながら、詩愛が言う。

「え？　な、名前を付けただけでチームワークが良くなるとは思えないけど……」

　玲奈が、詩愛の言葉に言い辛づらそうに返した。

　だが、琴こと美みは静かに頷うなずくと、

「──いや、案外意味はあるかもしれません」

　詩愛の提案を肯定した。今度は一同が、興味深そうに琴美を見る。

　琴美は、ふざけている様子など微み塵じんもなく、真面目まじめな表情で口を開いた。

「例えば理パーマネントの力は、技の名前を口に出すことで効果が高まります。魔術師ウイザードが魔術を使う時だって、魔術に相応ふさわしい言葉を口にして、因果を強めています。言葉には力があると思うんです。先日の蹂躙する狂乱者スタンピードもそうですし、対魔騎士団デイスマジカルだってそうですが、彼女達は自分達の集団に名前を付けています。チームという集団の言葉を考え、名前を付けることによって繋つながりを強くしている」

（名前、か……）

　確かに、琴こと美みの説明は強あながち間違いでもないように思えた。

　何となく寮に集まった悠久騎士フレースヴエルグが、何となく戦うよりは、今ここにいるグループの名前をきちんと決めた方が、集団に愛着も湧わきそうな気がする。

　そして、双心の盟ソウルリンクを結ぶ時にしろ、人が人と因果を深めるのに必要なのは、愛着といった好意に他ほかならない。

「え、えっと、今の仲間意識が低いという話ではないですよ。私はみんなのこと好きですし、仲も良いと思ってますけど、名前があればもっと仲良くなれそうっていうか、そ、そんな感じです……」

　自分が語っていることが少し恥ずかしかったのか、頬ほおを赤くしてみんなに告げる琴美。

　先程まで否定的な態度を示していた玲れい奈なも、

「なるほど……確かに、そうかもしれませんね」

　琴美の話を聞いて、納得していた。

「そういえばピートだって、名前を付けてもっと好きになったわ」

　詩し愛あも、ピートのことを思い出して言った。

　どうやら他ほかのみんなも、琴美の話に納得しているようである。

「ふむ……らしいが、どうじゃ？　花か音のん」

「ボクは良い意見だと思うよ。この寮で、対魔騎士団デイスマジカル以外にわざわざ名前を付けてた時期ってあった？」

「無かったのう、じゃからこそ有名にもなったんじゃろうが。名前が付いておったから強かったとは思えぬが、強かった対魔騎士団デイスマジカルには名前が付いておった。これは確かじゃの」

「でも、名前ってどうやって決めるの？　一人ずつ希望を出してもらって多数決とか？　あたしは名前とか決めるの苦手だから、他の人に決めて貰もらえるならそっちの方がいいけど……」

　飛鳥あすかが聞くと、一同がうーんと黙り込んだ。

　今後自分達で使う名前を決めようというのだ、下手な名前は付けられない。それに何より、名前を付けるという行為は、案外恥ずかしさのある行為だ。格好付けすぎると気取ってると思われるかもしれないし、砕けすぎるとふざけてると思われるかもしれない。

　だが、隼はや人とにはふと閃いた名前があった。

「えっと……希望を出してみてもいいかな」

「どうぞ、隼人君」

　騎士のみんなが抱える、それぞれの変えたい。そして何より、因果律を変えて世界を都合の良いように作り替えようとしている創世の執行者ニーズヘツグに、立ち向かう騎士団として、相応ふさわしい名称なんじゃないかと、隼人は思った。

「越えるって漢字に、因果の因。それに騎士団で──越因騎士団イクシードって、どうかな。今ある因果を変えるのではなく、越える。運命を変えなくても、苦難は乗り越える。当面のチームの目的は、創世の執行者ニーズヘツグの計画の阻止」

　隼はや人との大おお真面目まじめな言葉を聞いて、一同は暫しばし呆ぼう然ぜんとする。

　呆あきれているわけではない。普通なら、口に出すのを躊躇ためらわれそうな真まっ直すぐな言葉や考えを口にした隼人に、驚いているのである。

「え、えっと……どうかな？」

　みんなの顔色を窺うかがいながら、恥ずかしそうに隼人が言った。

　すると、玲れい奈なと詩し愛あが、真面目な顔で、

「いや、良いと思うわよ私は。実に私っぽいし」

「……私も異論は無いわ」

　隼人に、うんうんと頷うなずきながら賛同した。

　そして、飛鳥あすかと琴こと美みとあかりも、

「にーさんって、普通の人なら恥ずかしがって言えないようなこと、真面目に言えちゃうよね。素直に尊敬してる」

「隼人君って、意外に熱血系ですよねぇ。ノリが」

「……（こくり）」

　と、優しく賛同する。

（そう言われると恥ずかしいな……）

　折角意を決したのにからかわれて、隼人は恥ずかしくて堪たまらなくなった。

「あはは。若いっていいねぇ。この歳としになるとああいうノリって難しいよ」

「おヌシもまだまだ若かろうに。そういう台詞せりふは百を超えてから言え」

　花か音のんとリピカは笑いながら、微笑ほほえましそうにその光景を見守っている。

「え……ええっと、じゃあ……今日から！」

　隼人が照れ臭さを誤魔化すように席を立つ。そして、玲奈を、琴美を、あかりを、詩愛を、飛鳥を──見回すと、照れることなく、真面目な顔で口を開く。




「越因騎士団イクシード、結成ってことで」




　その日、日本第六因果領域において、創世の執行者ニーズヘツグの計画を阻止する為ための、王オーデインを中心とした騎士団──

　越因騎士団イクシードが、結成された。





■エピローグ







　その晩、琴こと美みは自室の窓から夜空を見上げながら、実家に電話をしていた。

「もしもし、お母さま。お久しぶりです」

　電話の相手は琴美の母だった。彼女もまた、かつては悠久騎士フレースヴエルグとして活動していた理パーマネント使いである。

　琴美の母は、悠久騎士フレースヴエルグを引退した後、先代の柏かしわ木ぎ家の騎士達と同じように、第六因果領域の樹術式を見守るリピカに協力を続けてきた。

　騎士になることを運命付けられている自分の娘達が、一流の騎士になれるよう管理しながら。

「今日、創世の執行者ニーズヘツグの三魔柱ソフイアと交戦しました。想像していた通り──いや、想像していた以上に三魔柱ソフイアは強く……悔しいですが、全く歯が立ちませんでした」

　あまり表には出さなかったものの、琴美は今日の戦績を、物もの凄すごく悔しく思っていた。

　三魔柱ソフイアとはいえ、一人を相手に全員で戦って惨敗してしまったこと。

　そしてそんな相手と、過去の姉を含む対魔騎士団デイスマジカルは渡り合えていたということ。

「……そこでお願いがあります。あの場所の使用許可を頂けないかな、と」

　指輪があり、人数が多いにも拘かかわらず、今の自分達は過去の騎士団より弱いことになる。それはあまりにも不ふ甲が斐いない。

（いくら姉さん達が強すぎたとはいえ……）

　琴美には、悠久騎士フレースヴエルグとしての目標がある。

　その為ためには、過去の鷹たか音ねに負けていては話にもならない。

　だって、今の鷹音は、もっと強いのだろうから。

「ええ。はい。私達はもっと強くなる必要があります。だから──」

　琴美の目標。それは、姉の鷹音を、自らの手で倒すこと。

「──封印されている試練の洞どう窟くつを、開けて欲しいのです」





あとがき







　えっと、七なな烏う未みです。

　読者の皆様のおかげで、今回も無事に刊行となりました。気付けば３巻ということで、一月の１巻刊行からあっという間な感じです。シリーズはまだ続きますので、今後もお付き合い頂ければ……！




　というわけで、あかり回です。メインメンバーの中では比較的出番の少なかったあかりですが、今回でようやく設定お披露目となりました。

　あかりの設定に関しては、可能であれば２巻でも出したかったくらいなのですが、設定が混線してしまうのを避ける為ために３巻での露出としました。出来る限り、お色気＋登場人物のエピソード進行＋メインストーリーの進行、という流れを毎巻崩したくないので、それを踏まえるとこの巻くらいで出すのが妥当なのかなぁと。

　今回はあかりだけでなく、琴こと美みの話も一気に動き始めましたが、この二人のエピソードは今後も続いていく予定ですので、そちらも是非お楽しみに。

　あかりは書いてて本当に可愛かわいいと思ってるので、これからももっともっと可愛く書いていきたいです。むつみ先生のイラストも本当に可愛いですしね！　やっぱ小さい子は巨大メカか巨大武器に限ります！　もしくはバスケットボールとか！




　そういえば、先日のサイン会にいらっしゃった皆さま、本当にありがとうございました。中にはかなり昔に出したボクのゲームの話をしてくださった方もいらっしゃいまして、物作ってて良かったなぁと思ってしまいました。帰りの電車、ちょいと泣きそうだったのはここだけの話。ほんと、ありがとうございました。




　謝辞に移ります。担当の池いけ本もとさん、いつもボクの粗い原稿にツッコミありがとうございます。イラストのむつみさん、いつもイラストが届くのを楽しみにしています。他の編集部の皆様も、本当にお世話になっております。そして、読者の皆様、本当の本当にありがとうございます。




　では、また４巻で──


２０１３年夏の日のこと　七なな烏う未み奏そう











　著者

　七烏未奏（ななうみ・そう）

　　１９８４年生まれ。只今アラサー。

　　作家をやったりゲームを作ったり。

　　最近お酒が翌日に残るようになってきて困ってます。

　　遂に３巻、そしてあかり回です。

　　今回はバトルが多めの構成になってますが、

　　お色気要素は据え置きで頑張ってますので、

　　そちらもお楽しみにして頂ければ……！




　イラストレーター

　むつみまさと

　　イラストレーター。元ゲームソフトハウス原画。大阪在住。

　　琴乃舎

　　http://mutsumimasato2010.blog71.fc2.com




　　近作、イラスト担当中。




　　「悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!」（ＨＪ文庫）

　　「三国志大戦ＴＣＧ」（セガ）

　　「大戦乱!!三国志バトル」（gloops）

　　「神獄のヴァルハラゲート」（Grani）

















　　カバー・口絵・本文イラスト／むつみまさと

　　装丁／塚原麻衣子（ムシカゴグラフィクス）
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